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成仏って、したほうがいいですよね？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鬼き貫ぬき先せん輩ぱいの文学談義につきあっていたら、すっかり遅おそくなってしまった。

　島しま原ばら千ち夜よ子こは薄うす暗ぐらい日暮れの廊ろう下かを早足で歩いていた。角を曲がった瞬しゆん間かんだった。

「ひぇ？」

　天てん井じようから何かがぶら下がっている。

　ぶら下がっているというよりも、吊つるされていて、ぶーらぶーらしている。

　人だ。人間だ。同じか。

　男だ。男の人。違ちがう。男の子だ。

　首を吊つっている！

　首吊り死体だ……！
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「──という出来事が、昨日ありまして」

　大おお本もと山やま高校一年一組の教室はしんと静まりかえっている。

　やがてざわめきだした。

　千夜子の周りに集まっていた同級生たちは、ため息をついたり何か喋しやべったりしながら、潮が引くように離はなれていった。

「なぜっ……!?」

「だって、噓うそくさいのですもの」

　一人だけ残っていた。

　ウエーブのかかった黒い髪かみを、半分くらい緑色に染めている。マニキュアも緑だ。口紅は銀色。睫まつ毛げはバッサバサ。みんなもう夏服を着ているのに、兎と我が野のメルカだけは冬服だ。

「チョコちゃんはお話がド下手へたくそなのだわ。まるで真に迫せまっていなかったのよ」

「で、で、で、でも！　本当なんで・すーっ。本当に見たんで・すーっ」

「それはおよしなさいな」

「ぬぇ？　それって？」

「すーっ、というの」

「わ、わわわわたし、また言ってた？」

「言っていたのだわ」

「ご、ご、ご、ごめんなさいっ。気をつけてるつもりなんだけどっ。わたしの頭がバカだからっ。記き憶おく力が生まれたときからずっと成長しないで低下しっぱなしだからっ」

「……本当に、うざい。この子」

「え？　いま何か言った？」

「空そら耳みみでしょう」

「そ、そっか」

　千夜子は膝ひざに両手を押しつけて唇くちびるを嚙かんだ。

　間ま違ちがいなくあれは、大本山高校七不思議の一つ、〝放課後の首吊り死体〟だった。みんなもきっとそう思って、最初は興味深げに耳を傾かたむけてくれていたのだ。

　それなのに、誰だれも怖こわがってくれなかった。さっぱり盛りあがらなかった。

　メルカの言うとおりだ。千夜子の話し方がまずかったのだろう。

「だけど、本当に本当なのになぁ……」

「あたくしは噓だなんて思っていないのよ」

　メルカは千夜子に微笑ほほえみかけた。ちょっと不思議な恰かつ好こうをしているので、どうしても謎なぞめいた微笑に見えてしまう。

「チョコちゃんは人を騙だまそうとするような子ではないのだわ。あたくしはそのことをよく知っているのですもの」

「メルカさん……」

　じーんとして、涙なみだが出そうになった。というか、ちょっぴり泣いてしまった。少し泣いたら、涙が止まらなくなった。だめだ。このままでは号ごう泣きゆうしてしまう。

「……こういうところが、またうざい」

「ふぇ？　い、今、うぅ、な、何か、ひっぐ、何か、うぅ、言った？」

「空耳に決まっているでしょう」

　メルカは肩かたをすくめてハンカチを貸してくれた。

　よりいっそう泣けてきた。
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　その日の放課後だ。千ち夜よ子ことメルカは、大おお本もと山やま高校から徒歩二十分の場所にある古い屋や敷しきを訪おとずれた。

　もちろん、理由がある。が、めんどくさいので、それはあとまわしだ。

「ずいぶんでっかくて、ものすっごく古そうなお屋敷……」

　千夜子は塀へいの長さと高さに圧あつ倒とうされていた。門のところには表札が掲かかげられている。

「刑けい天てん文もん院いん……ここでいいんだよね」

「そのようね」

　メルカも怖おじ気づいているのだろうか。表情や肩が少しこわばっている。緊きん張ちようしているのかもしれない。

「じゃ、じゃあ、鳴らす……ね？」

　千夜子は深呼吸をして、門の脇わきにあるボタンを押した。

　チャイムだと思ったのだが、何も起こらなかった。

　もう一度、押してみた。

　やはり何も起こらない。

「こ、壊こわれてる……のかな？」

「もっと思いきり押してみてはどうかしら」

「思いきり……？　えっと。えいっ。これくらいかな？」

「まだ弱いのではなくて」

「えいっ！　えい、えい、えいっ！」

「もっとよ。チョコちゃん。もっと」

「えい！　えい！　えいえいえいえい！」

「もう一押しなのだわ」

「やーっ！」

　千夜子は拳こぶしでボタンを殴なぐりつけた。

　かなり痛かった。泣きそうになった。

　門が開いた。

「うっせーよ」

　男の人が出てきた。まだ若い。おそらく、千夜子たちと同じくらいだろう。ボサボサの髪かみは長めで、目が隠かくれそうだ。Ｔシャツにジーンズにサンダル。けだるそうなたたずまい。この豪ごう壮そうな屋敷にはぜんぜん似合わない。

「へんちくりんなＴシャツなのだわ……」

　メルカはちょっと啞あ然ぜんとしているようだ。たしかに、少し変わったＴシャツではある。

「あ、あのう」

　千夜子は右拳を左手でさすりながら男の人に頭を下げた。

「わ、わたし、その、し、島原千夜子といいます。えっと、大本山高校の一年生で」

「あっそ」

　男の人はあくびをして、おなかをボリボリ搔かいた。

「で？　その島原が、なんでひとんちのチャイム鳴らしまくったりしてくれたわけ？」

「え、そ、それは、そのう、用があって──というか、いきなり呼び捨てっ!?」

「つーかその用が何なのかって、おれは訊きいてんだけど。頭悪わりぃーの？」

「わ、悪いです。ごめんなさいっ」

「悪いのかよ……」

「すみません。先天的です。でも、お父さんとかお母さんのせいではなく、わたしが個人的に悪いだけなのでっ」

「や、そんなのどうでもいいんだけど……」

「いえ、そこだけは、やっぱりはっきりさせておかないとっ」

「もういいのだわ」

　メルカが千夜子を押しのけて男の人の前に進みでた。

「チョコちゃんでは埒らちが明あかないのよ。あたくしがお話しするのだわ」

「ふーん」

　男の人は耳の穴をほじりながら、メルカの頭のてっぺんから足の先までざっと見た。

「誰だれ、あんた？」

「あたくしは兎と我が野のメルカよ。チョコちゃんのお友だちなのだわ。ちなみに、あたくしのことはメルカさんと呼びなさい。それ以外の呼び方は一いつ切さい許さないのよ」

「はー。メルカさんねえ。いいけど、やったらケバイねえ、あんた。ケバイっつーか、ちょっと怖こわいよ。髪の色とか、口とか」

「あら。初対面の相手にいきなり叩たたき殺されたいのかしら」

「べつに殺されたくはねーけどさ。もったいなくね？　あんた、美人なのに」

「お、お、お、お黙だまりなさい！」

　メルカは顔を真っ赤にして男の人めがけて鞄かばんを投げつけた。男の人は鞄を簡単にキャッチしてしまった。

「危ねーよ。おっかねー女だな」

「返して！　あたくしの鞄なのよ！」

「や、返すけど。つーか、あんたが投げたんだろ」

「投げさせたのはあなたなのだわ！　ああ、不ふ愉ゆ快かいきわまりない！　なぜあなたのような下げ劣れつな外げ道どうをあなたなんて呼ばなくてはいけないの！　一刻も早く鞄を返して！　さっさと名乗りなさいな！」

「外道って。ひでー言われようだな」

「早く！」

「わかったよ。うっせー女」

　男の人は鞄をメルカに向かって放ほうり、表札を指さしてみせた。

「おれは刑けい天てん文もん院いん景かげ敦あつ。一応、この家の当主っつーことになるのかね。まあ、ここに住んでるの、おれ一人だけどな」
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　島原千夜子は大本山高校七不思議の一つである〝放課後の首くび吊つり死体〟に遭そう遇ぐうした。

　そのことをクラスメートに話して聞かせたが、兎我野メルカ以外は信じてくれなかった。

　……という話を鬼き貫ぬき先せん輩ぱいにした。

　ちなみに、鬼貫先輩は千夜子が所属している文芸部の副部長だ。部長はとても不ふ真ま面じ目めだし、他ほかは幽ゆう霊れい部員が大半なので、部誌発行に関する打ちあわせを、鬼貫先輩と千夜子の二人で、昼休みに行ったのだ。

　鬼貫先輩は、大本山高校から歩いて二十分の場所にある刑天文院という家に相談してはどうかと助言してくれた。

　そのことをメルカに話したら、自分も同行すると言いだした。

　一いつ緒しよにきた。

　刑天文院景敦と出会った。

　そうして現在、千夜子とメルカと景敦の三人は、刑天文院家の居間にいる。

　正確には、三人と一いつ匹ぴきだ。

　千夜子の膝ひざの上で、黒くろ猫ねこが香こう箱ばこを作り、喉のどをごろごろ鳴らしている。

「へー……」

　景敦は鼻の下をこすって首を回した。

「放課後の首吊り死体、ねえ」

「はい。そうなんです。噓うそじゃないですよ。わたし、ちゃんと見ましたもん」

「あっそ」

「う、疑ってます？」

「いや、べつに」

　景敦は肩かたを回して後ろ頭をボリボリ搔かいた。

「つーか、疑うも何もねーよ。おれ、ただあんたの話を聞いてただけだし。それ以上を望むなら、出すもん出してもらわねーとな」

「出すもん、というと……？」

「カネ」

「鐘かね？」

　ごーん。

　千夜子の頭の中で除じよ夜やの鐘が鳴り響ひびいた。

「……も、持ってないです。鐘は。お寺とかに行けば、あるかもしれないですけど」

「どういうことなのかしら」

　メルカがすっと目を細めて卓袱ちやぶ台だいを平手で叩いた。

「くわしく説明していただける？」

「相談料だよ」

　景敦はメルカと目をあわせない。というか、千夜子とも、メルカとも、今まで一度も視線をあわせていない。

「小学生は千円。中学生は三千円。高校生は五千円。大学生は八千円。社会人は一万円。以上、規定料金」

「このあたくしからお金をとろうというのね。いい度胸なのだわ」

「おれに直接、用があるのは島原なんじゃねーの。あんたは付き添そいなんだろ」

「あんたと呼ぶのはよしてくださる？　虫むし酸ずが走って殺意が芽生えるから」

「メルカ」

「言ったはずなのよ。あたくしのことは、メルカさん、と呼びなさい」

「どーすんの？」

　景かげ敦あつはメルカを無視して、千ち夜よ子この目ではなく顎あごのあたりをちらりと見た。

「払はらうの？　払わねーの？　払わねーんだったら帰ってくれる？」

「五千円……ですか」

　千夜子のほぼ全財産だ。どうしよう。千夜子がこんなに迷っているというのに、黒猫は膝の上で気持ちよさそうに眠ねむっている。

　ふと背筋が寒くなった。何だろう。

　後ろだ。

　振ふり向くと、掛かけ軸じくが目に入った。きれいな女の人が描えがかれている。

　こちらを睨にらみつけているような。

　そんなわけがない。気のせいだろう。

「あのう」

　千夜子は景敦に向きなおった。やはり目をあわせてくれない。恥はずかしがり屋なのだろうか。

「一つ、訊きいてもいいですか」

「何？」

「あのう……」

　頰ほおが熱い。千夜子はとくに恥ずかしがり屋ではないが、やっぱりちょっと恥ずかしい。でも、勇気を出して言うしかない。

「お、お手洗いの場所を」

「出て、右。まっすぐ行って、突つきあたり」

「か、貸してもらっていいですか。必ず返すのでっ」

「……いいけど」

「ありがとうございますっ」

　千夜子は急いで居間を出て、廊ろう下かを早歩きした。半分忘れそうになっていたが、じつはけっこう前から我が慢まんしていたのだ。

　廊下の途と中ちゆうで、足が止まった。

　襖ふすまが少し開いている。なんとなく中をのぞいてみた。暗い。どうやらカーテンが閉めきられているらしい。

　ずいぶん散らかっている部屋だ。ＣＤかＤＶＤか何かだろうか。それから、本。衣類もある。

　片づけたい。千夜子は掃そう除じが大好きなのだ。もちろん、他ひ人と様さまの家だし、勝手に掃除するわけにもゆかない。でも、ＤＶＤか何かのケースが、部屋から廊下にはみだしかけている。せめて、これだけは。

　手にとろうとした。ちょっと不思議だった。このＤＶＤか何かのカバーに写っている女の人は、高校生のようだ。それなのに、なぜ制服を半分脱ぬいでいるのだろう。

「ぬきぬきお仕置き委員ちょ──」

　千夜子がタイトルを読みあげている最中に、誰だれかの足がＤＶＤか何かを部屋の中へ蹴けり入れて、誰かの手が襖を閉めた。

　景敦だった。

「何か見たか」

「い、いえ。あの、暗い部屋だなあ、と」

「見ただろ」

「えっと……ぬきぬき？　の、お仕置きがどうとか、そんなタイトルの何かを。何かはわからなかったんですけど」

「そうか。じゃあ、ぜんぶ忘れろ」

　怖こわい声だった。千夜子は何か見てはいけないものを見てしまったのかもしれない。さいわい、何がなんだかさっぱりわからないので、景敦に命じられたとおり忘れることにした。

「わ、わかりました。忘れます」

「行け。トイレ」

　千夜子はお手洗いに行って、居間へと戻もどった。メルカの隣となりに座ると、また膝ひざの上に黒くろ猫ねこが乗ってきた。

　景敦は卓袱ちやぶ台だいに頰ほお杖づえをついて、むっつりと押し黙だまっている。さっきのことで怒おこっているのだろうか。

「それで、あの」

「何だよ」

　ぶっきらぼうな口調だが、景敦は一応、返事をしてくれた。千夜子は少しほっとした。

「五千円を払ったら、いったい何がどうなるんでしょう」

「あんたはここに、何しにきたわけ？」

「わたし、ですか？」

　千夜子は考えこんだ。ものすごく考えた。黒猫のせいで身動きがとれないので、メルカを手招きした。千夜子は身を寄せてきたメルカに耳打ちをした。

「わたし、何しにきたのかな？」

　メルカは一いつ瞬しゆん、固まった。

「……それは、チョコちゃんの胸に尋たずねてみるといいのではないのかしら」

「胸？　おっぱいが知ってるの？」

「あたくしとしたことが、うっかり忘れていたのだわ」

「何を？」

「あたくしの口から言わせないで。チョコちゃんを傷つけたくはないのよ」

「うん。わかった。ごめんね、メルカさん。気を遣つかわせちゃって」

「というわけだから、頭の出来がすこぶる悪いチョコちゃんには黙っていてもらって、あたくしが交こう渉しようするのだわ」

「言わせないでとか言ってたわりには、思いっきり断言してねーか。いいけど。べつに。で？あんたら結局、何しにきたわけ？」

「チョコちゃんは放課後の首くび吊つり死体が実在することを証明したいのだわ。そうしてクラスの下げ衆すどもを見返してやりたいのよ。聞き及およんだところによると、あなたはチョコちゃんに助言または助力することができるのでしょう。できるのであれば、しなさい。今すぐに。さあ！」

「まあ、できねーこともねーけどな」

　景敦は掌てのひらを上に向けて右手を差しだした。

「五千円。払はらう気がねーなら、とっとと出てけ」
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「この、金の亡もう者じや！　ごうつくばり！　しみったれ！　変質者！　サノバビッチ！」

　メルカに罵ののしられても、景敦は平然としている。というか、むしろ、まともにとりあおうとしていないのか。

　もしかしたら、料金は口実で、千夜子たちを体ていよく追い払おうとしているのかもしれない。だったら、なぜ千夜子たちを居間まで招き入れたのだろう。

　メルカが鞄かばんを持ってすっくと立ちあがった。帰るつもりか。黒猫はすやすや眠ねむっている。起こしてしまうのはかわいそうだが、やむをえない。千夜子も立とうとした。

「五千円でいいのね」

　メルカは鞄から財さい布ふをとりだした。

　お札がばらまかれた。

　五枚の千円札はひらひらと舞まい落ちた。

「あたくしが支し払はらうのだわ。五千円。ちゃんとあるか、せいぜい自分の手で拾って確かく認にんするがいいのよ」
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　もう夕暮れどきだ。

　千ち夜よ子こは学校に戻ってきてしまった。

「じゃあ、いるかどうか確かめてみりゃいいんじゃねーの」

　景かげ敦あつがそう言いだしたからだ。本当に怖かったので、千夜子は気乗りしなかったが、メルカは乗り気だった。

「百聞は一見にしかず、という言葉があるのよ、チョコちゃん。放課後の首吊り死体。本当に出るというのなら、あたくしも是ぜ非ひお目にかかってみたいものなのだわ」

「あー。そっかぁ。そういえば、メルカさんは好きだものね。オバケとか、妖よう怪かいとか、ヌッシーとか、ＵＦＯとか」

「好き嫌きらいの問題ではないのよ、チョコちゃん。謎なぞがあれば解明せずにはいられない。これは知的好こう奇き心しんなのだわ。ちなみに、ヌッシーではなくてネッシーなのよ」

「え。そうなの？　わたし、ずっとヌッシーだと思ってたよ」

　島原千夜子は一つ賢かしこくなった。

　そんなことはどうでもいいのだが、千夜子は黒猫を抱だいている。猫連れで学校に入っていいのだろうか。もう入ってしまったので、いいか。

　一号棟とうの玄げん関かんで靴くつを履はきかえ、二階に上がって渡わたり廊ろう下かで二号棟へ。ちなみに、上履きがない景敦は、靴下を滑すべらせながらたらたら歩いている。

「あのう、ところで」

「何だよ」

「どうしてにゃんこを連れてきたんでしょうか。というか、ここまでだっこしてきたのは、わたしなんですけど……」

「聞いたことない？　猫にはさ。霊れい感かんがあるんだよ」

「にゃんこにそんな才能がっ……!?」

「常識なのだわ。猫が何もないところを眺ながめているときは、霊を見つめているのよ」

「えっ！　そ、そうなの!?」

「猫が死体を飛び越こえると、その死体が吸きゆう血けつ鬼きになってしまうという伝承もあるのだわ」

「きゅ、吸血鬼にっ……!?」

「便利だろ。おれは見えねーし」

　今、さらりと、とんでもないことを言ったような。

　千夜子はメルカと目を見あわせた。

　メルカは景敦に詰つめよって胸むな倉ぐらをつかんだ。

「見えないですって……？　どういうことなのかしら」

「どういうことも何も、そのまんまだけど。おれ、霊感とかゼロに近いんだよ」

「霊感もないくせに相談料をとって商売をしているというの？　詐さ欺ぎなのではなくて？」

「ほんとにうっせー女だな」

　景敦はメルカの手を振ふり払い、千夜子の腕うでの中から黒猫をひったくった。

「おれにはおれのやり方があるんだよ。気に入らねーなら失うせろ。おれは誰だれかにぎゃあぎゃあ言われるのが一番嫌いなんだ」

　メルカは何か言おうとして、こらえた。かなりがんばって我が慢まんしたのだろう。ちょっと目がうるんでいる。千夜子は思わずメルカの頭を撫なでてしまった。

「よしよし」

「およしなさいっ。抹まつ殺さつされたいのっ」

　怒おこられてしまった。

　千夜子は黒猫を手にぶら下げた景敦とぷんすかメルカさんの後ろをとぼとぼ歩いた。

　でも、あんなふうに首根っこをつかまれて、黒猫は痛くないのだろうか。

　なんてことを考えていたら、黒猫が、にゃうーん、と鳴いた。ほら、きっと痛いのだ。

　景敦は足を止めて黒猫を床ゆかに下ろした。

「行け、オヤジ」

　なぉーん。

　黒猫はとことこ歩いてゆく。

　千夜子は首をひねった。

「……おやじ？」

　景敦は無反応だ。メルカはまだ怒っている。

　黒猫は廊下の突つきあたりで立ち止まった。首を巡めぐらせながら鼻をひくひくさせている。

「島原」

　景敦がちらりと千夜子の顎あごと胸の中間あたりを見た。

「あのへんか。おまえが首くび吊つり死体を見たのって」

「えっと、そうですね、言われてみれば、このあたりのような……」

　あれはたしか、部室がある円柱形の三号棟から渡り廊下で逆Ｌ字型の二号棟に入り、まっすぐ進んで、突きあたりを曲がり、少し行った地点だった。

　今日はＬ字型の一号棟から二号棟に渡って、これから三号棟に向かおうとしている。

　方向が逆だ。場所は近い。とても近い。

「……というか」

　黒猫がこっちを向いた。

　ぬぁーん。

　いきなり目の前に何かが落ちてきた。

　運うん動どう靴。白い靴下。青白い足。膝ひざ小こ僧ぞう。短パン。Ｔシャツ。蒼そう白はくの顔。穴ぼこみたいな目。首に縄なわが食いこんでいる。

　近い、ではない。

　まさにここだ。

「チョコちゃん……？」

　メルカに肩かたを揺ゆすられた。

「どうしたの？　顔色が悪いのだわ」

　千ち夜よ子こは答えたかった。伝えたい。放課後の首吊り死体はここにいるのだ。はっきりと見える。ぶーらぶーらしはじめた。でも、千夜子の口はぱくぱくするだけで、声が出ない。

　喋しやべることができないのなら、これでどうだ。千夜子は放課後の首吊り死体を指さした。

「まさか、いるの？」

　メルカはきょろきょろあたりを見まわした。あげくの果てに、千夜子の周りをうろうろしだした。

　本当に見えていないのだ。見えないだけではない。メルカは何度も首吊り死体の足にぶつかっている。いや、すり抜ぬけている、と言うべきか。さわることもできないのだ。

「このへんか」

　景かげ敦あつが首吊り死体のすぐそばに立って、そっと手をかざした。

　その手を、首吊り死体の足がぶーらぶーらしながらすり抜けている。

「おー。微び妙みようにつめてえ。いるな、こりゃ」

「つめたい、ですって？」

「霊れい感かんとかあんまりなくても、そういうかんじはするんだよ。たまにあるだろ。何もいねーのに、なんかいるよな、みたいな」

「ここなのね？」

　メルカも景敦の真ま似ねをした。

　眉まゆをひそめて首を傾かしげた。

　唇くちびるをへの字に曲げた。

「……何も感じないのだわ」

「おまえ、おれより霊感ねーんだな。よっぽどだぞ、それ。つーか、むしろめずらしいんじゃねーの」

「お、お、お黙だまりなさい！　この慮りよ外がい者もの！　唐とう変へん木ぼく！　昼ひる行あん灯どん！　ファック野や郎ろう！」

「いてっ。た、叩たたくんじゃねーよ、てめえ。いや、蹴けるのもナシな？　おれを攻こう撃げきしたって、見えねーもんが見えるようになるわけじゃねーし」

「あたくしの気は晴れるのだわ！」

「いだっ。な、何なんだよ、この女！　めちゃくちゃじゃねーか！」

　景敦とメルカがじゃれあっている間も、首吊り死体はぶーらぶーらしていた。

　眺ながめているうちに、だんだん慣れてきた。

　なんか、あんまり怖こわくないかも……？

　何せ、ぶーらぶーらしているだけなのだ。千夜子も手をのばしてみたが、やはりさわることはできなかった。ということは、通行の邪じや魔まになるわけでもない。見た瞬しゆん間かん、びっくりするくらいで、あとは人じん畜ちく無む害がいだ。

「こい、オヤジ！」

　景敦が黒くろ猫ねこを招きよせ、首根っこをつかんで持ちあげた。

「もういいだろ。おれは帰るからな」

「え？　も、もうですか？」

「待ちなさい、景敦！　あなたはほとんど何もしていないのだわ！　帰るだなんて──」

「呼び捨てかよ。メルカのくせに」

「メルカさんと呼びなさい！　むしろ、敬意をこめてメルカさまと！」

「あー。うっせーうっせーうっせー。放課後の首吊り死体はちゃんといました。おれとか霊感ゼロのメルカには見えねーけど。いることはいるみたいです。いいだろ、それで」

「いいはずがないでしょう！」

「じゃあ、どうしろっつーんだよ！」

「あのう……」

　千夜子はもう一度、首吊り死体をさわろうとしてみた。だめだ。やはりふれることはできない。冷気のようなものは感じるが、それだけだ。

「この子、幽ゆう霊れいさんなんですよね？」

「あ？」

　景敦は千夜子を見た。正確には、千夜子のほうを見た。景敦は依い然ぜんとして目をあわせてくれない。

「まあ、そうなんじゃねーの」

「幽霊って、成じよ仏うぶつできないでここにいるとか、そういうことなんですよね？」

「成仏したらこんなとこにはいねーだろ。普ふ通つうに考えたら」

「成仏って、したほうがいいですよね？」

「知らねーよ。おれは死んだことねーし」

「なんとなく、成仏したほうがいいと思うんですよね。わたし」

「じゃあ、そう思っときゃいいだろ」

「この子を成仏させてあげられませんか？」

「五万」

「え？」

「そういうのはもう相談じゃねーし。成功報ほう酬しゆうってことでいいけどな。結果を出せなかったら支し払はらいゼロ。良心的だろ」

「……ご、五万円、ですか」

　千ち夜よ子こにとっては大金だ。この首吊り死体少年を成仏させるためには、貯金を下ろさないといけないということだ。

「一つ確かめさせていただけるかしら？」

　メルカが腰こしに手をあてて胸を反らした。背は景かげ敦あつのほうが高いのだが、下した目め遣づかいだ。

　景敦はメルカに向きなおった。胸のあたりを見ている。メルカは細身なのに、けっこう胸が大きいのだ。

「何だよ」

「料金を提示するということは、それが可能だというふうに受けとってもいいのよね。つまり、景敦は幽霊を成仏させることができるのね？」

「だから、景敦って呼ぶなっつーの……」

「か・げ・あ・つ」

「……むかつく女だな。ああ、できるよ。できるから言ってんだろ」

「霊感もないくせに、そんなことができるというの？」

「おれにはおれのやり方があるんだよ」

「そう。それならば、お手並み拝見といきましょうか」

　メルカは挑いどむように微笑ほほえんだ。

「五万円。成功した暁あかつきには、あたくしが支払うのだわ。依い頼らい者はこの兎と我が野のメルカさんなのよ。刑けい天てん文もん院いん景敦。見事、放課後の首吊り死体を成じよ仏うぶつさせてみせなさい」
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　それから一週間たった。

　これには深くない、わりと浅い事情がある。

「でも、すぐには無理」

　景敦がそう主張したからだ。

「いろいろ準備が必要なんだよ。用意できたら連れん絡らくするんで、まあ、適当に待ってりゃいいんじゃねーの」

　メルカは景敦に携けい帯たい電でん話わの番号を教えて、辛しん抱ぼう強づよく連絡を待っていたようだ。

　ついにぶちギレた。

　放課後、千夜子はメルカに襲おそわれた。

「行くのよ、チョコちゃん！」

「ぬぇ？　い、行くって、どこへ？」

「景敦の家に決まっているでしょう！」

　そうして刑天文院家まで行くと、門の前に黒い車が停とまっていた。なんだかやけに高そうで立派な車だった。

　門は開いていた。

　景敦とスーツを着たおじさんが並んで歩いてくる。おじさんはお客さんで、景敦は門の前まで見送りにきた。そんな雰ふん囲い気きだ。

「じゃあ、例の件、頼たのんだよ、景敦くん」

「はい」

「いつもすまないね。厄やつ介かい事ばかり」

「いえ」

　景敦は言葉少なだ。おじさんは景敦の肩かたを、ぽん、と叩たたいて車に乗りこんだ。ちなみに、黒い車には運転手がいる。ドアを開け閉めしたのはその運転手だ。

　車が走り去った途と端たん、メルカが景敦に駆かけよっていった。

「どういうことなのかしら。あたくしはひたすらじっと連絡を待っていたのよ。一週間も。用意ができたら電話するという言葉を信じて。それなのに、あなたときたら、いい気なものなのだわ！　脂あぶらぎった醜みにくい中年豚ぶた男と援えん助じよ交際!?　しかも、自宅で!?　いったいどんな神経をしているのかしら！」

「……や、エンコーとかしてねーし。わざわざ否定するのもバカらしいけどな。つーか、まだあきらめてなかったのかよ」

「なぜあたくしがあきらめなければならないのよ！」

「たいして害もねー下級の地じ縛ばく霊れいだろ。ほっときゃいいんだよ、あんなの。おれだってそんな暇ひまじゃねーし」

　景敦は踵きびすを返した。家に戻もどるのか。メルカは追いかけるつもりのようだ。千夜子も二人についてゆくことにした。

　家にお邪じや魔まして居間に足を踏ふみ入れると、黒くろ猫ねこがすりよってきた。猫は好きなのでいいのだが、何か変な感じがする。前もそうだった。

　あの掛かけ軸じくだ。

　掛け軸に描えがかれているきれいな女の人が、千夜子を睨にらみつけているような気がしてしょうがない。

「それで」

　メルカは卓袱ちやぶ台だいを挟はさんで景敦の正面に正座している。千夜子がメルカの斜ななめ後ろに座ると、黒猫が膝ひざの上に乗ってきた。やっぱり寒気がする。あの掛け軸。ものすごく怖こわい。

「準備は整ったのかしら。一週間も猶ゆう予よを与あたえたのだから、当然、整っているはずなのだわ。整っていないとは言わせないのよ」

「そもそも、準備なんかしてねーし」

　景敦はあぐらをかいて耳の穴をほじっている。相変わらず、メルカとも千夜子とも目をあわせようとしない。

「言ったろ。下級の地縛霊なんてほっときゃいいんだよ。マジでやべー怨おん霊りようのかたまりみたいなやつでもねーかぎり、せいぜい四十年とか五十年とか、それくらいで消えるもんだしな」

「ご、五十年も……」

　そんなに長い間、ぶーらぶーらしていないといけないのだとしたら、ちょっとかわいそうだ。メルカも同じ意見らしい。

「この冷血漢！　極ごく悪あく非道！　人でなし！　チョコちゃん曰いわく、あの幽霊は小さな子供なのよ。五十年もの間、一人で首を吊つっていなければならないなんて、とんだ生き地じ獄ごくなのだわ」

「や、死んでるし」

「死んでいるのに生き地獄。そうしていつかは地獄行き。ダブル地獄なのよ。ひどい話だとは思わなくて？」

「地獄行きかどうかはわからねーだろ……」

「迷える霊は最終的に地獄に堕おちるものと相場が決まっているのだわ」

「幽霊にだって、そこにとどまる理由みたいなのがあるんじゃねーの。迷めい惑わくにならねーなら、そっとしといてやれって。意外と毎日楽しいのかもしれねーし」

　景かげ敦あつはそう言うが、放課後の首くび吊つり死体の穴ぼこのような目は、ちっとも楽しそうではなかった。それはそうだろう。あんな場所で、たった一人で、ただぶーらぶーらするだけで、霊れい感かんの強い人以外には気づかれることさえないのだ。

「景敦くんは」

「……こっちはくん付けかよ」

「あ、だ、だめでしたか？」

「いいけどな。呼び捨てよりは」

「えっと、それでは。景敦くんは、このおうちで、一人で暮らしているんですよね？」

「そうだけど。それがどうかした？」

「寂さびしくないですか」

「べつに」

「あ、寂しいときは、やっぱり、学校のお友だちとか、おうちに呼んだり？」

「しねーよ」

「し、しないんですか」

「いねーからな。だって、おれ、学校行ってねーし」

「は？　え、と、景敦くんは、わたしたちと同じくらいで、高校生とかじゃ？」

「いや。おれ、中卒だから」

「……や、辞やめちゃったんですか？」

「辞めるっつーか、そもそも入学してねーからな。高校」

「え」

　千ち夜よ子こはメルカと目を見あわせた。メルカも驚おどろいているようだ。

「そ、そうですか。でも、じゃあ……余計に、寂しくないですか」

「ぜんぜん」

　景敦は眉まゆをひそめてそっぽを向いた。きっと噓うそだ。なんとなく。ただ、噓だと指し摘てきしても、否定されてしまいそうな気がする。

「……わたしなら、寂しいです。とっても。だから、何を言いたいかというと、あの幽霊さんも、寂しいんじゃないかなぁって」

「どうだかな」

「成じよ仏うぶつすると、天国とか、行けるんですよね。そうしたら、友だちとかもいますよね。いなくても、そのうちできますよね。寂しくないと思うんです」

「チョコちゃんの言うとおりなのだわ。あの幽霊を放置するのは人道にもとる行こう為いといっても過言ではないのよ。しかも、このあたくしが料金まで耳を揃そろえて支し払はらうというのだから、やらない理由はどこを探してもないはずなのだわ」

「つーかさ」

　景敦はため息をついた。

「なんでそこまで必死なわけ？　とくにメルカ。金まで払うとかさ」

「あたくしは……！」

　メルカは卓袱台を平手で叩たたいて口ごもった。頰ほおが少し赤らんでいる。どうしたのだろう。千夜子は代わりに説明してあげることにした。

「メルカさんは、オバケとか、妖よう怪かいとか、ヌッシーとか、ＵＦＯとか、あと、超ちよう能のう力りよくとか、魔法とか、そういうのが大好きなんです」

「チョコちゃん……！　ヌッシーではなくてヨッシーなのだわ！」

「いや、ネッシーだろ」

「お、お、お、お黙だまりなさい、この下げ郎ろう！」

「はー。なるほどねえ。そういえば、前もなんか、そんなこと言ってたよな。つまり、あれか。オカルトマニアっつーの？　そういうやつなわけね。それで、何？　除霊の現場をその目で見たいとか、そんなとこ？」

「悪いというの!?　幼少時からの夢だったのよ！　この世せ知ち辛がらい世の中で、ひっそりと夢を抱いだいて生きることがそれほどまでに罪深いのかしら!?」

「悪くはねーけど。べつに。でも、あんた、霊感ゼロじゃん。おれが何したって、どうせ見えねーよ」

「はっ……」

　メルカは息をのんだ。

　頭が、肩かたが震ふるえだした。

　うつむいてしまった。

　こらえている。メルカは懸けん命めいに涙なみだを我が慢まんしているのだ。

　慰なぐさめたほうがいいだろうか。メルカのことだから、かえって怒おこられるかもしれない。

　景かげ敦あつは気まずそうにボサボサの髪かみの毛をボリボリ引っかきまわしている。

　手を止めて、メルカを見た。

　たぶん、胸とか、足とかではない。

　ちゃんと顔を見た。

「霊感を高める方法ってのがあってさ」

「……何ですって？」

　メルカが顔を上げた。

　二人の目があった。

　景敦はすぐに横を向いた。

「いや、だから、霊感を高める方法。通つう媒ばい法ほうってやつ。試ためしてみる？」

「またお金をとるつもりなのでしょう」

「とらねーよ。今回はタダでやってやる。うだうだ文句とか言わねーで、おれの言うとおりにするならな」

「そんなことが本当にできるというの？」

「できるって言ってんだろうが」

「お願い致いたします」

　メルカは行ぎよう儀ぎよく頭を下げた。景敦は少し面めん食くらったようだ。

「お、おう。じゃあ、まず立て」

「はい」

　メルカはすっくと立ちあがった。こんなに素す直なおなメルカを見たのは初めてかもしれない。ふだんは先生の言うことすらろくすっぽ聞かないのだ。

　景敦も立ちあがり、なぜか掛かけ軸じくを裏返してから卓袱台をどけた。

「よし、次は……」

　少し近すぎるのではないだろうか。

　景敦はメルカの前に片かた膝ひざを立てて座り、咳せき払ばらいをした。

「後ろ向け」

「はい」

「いや、待て」

「はい」

「その前に、スカートめくれ」

「はい」

　メルカはスカートの裾すそに手をかけた。めくろうとしてやめ、景敦の頭をグーで殴なぐった。

「──いでっ！」

「どさくさにまぎれて！　嫁よめ入いり前の清らかな乙女おとめに何をさせようと！」

「だから！　通つう媒ばい法ほうだよ！　霊感、高めたいんじゃねーのか!?　おれの言うこと聞かねーんなら、あきらめるんだな！」

「あきらめてたまるものですか！」

「だったら、やれ！」

「上等なのだわ！」

「め、メルカさん！　やめたほうが！」

「お黙りなさい、チョコちゃん！　ここで退ひいたら女がすたるのよ！」

　メルカは勢いよくスカートをめくった。

　うわあ。

　すごい。

　おとなっぽい。

　黒いパンツだ。ところどころがレースになっている。しかも、隠かくされている面積が狭せまい。何か見えたらまずい部分が見えてしまいそうだ。あんなパンツを穿はいていて、不安にならないのだろうか。今はそれどころではないか。

　何しろ、パンツから二十センチくらいの場所に、景敦がいるのだ。

「おお……」

　景敦は手で口を押さえた。それでも、パンツを凝ぎよう視ししている。景敦の顔も赤いが、メルカの顔はそれ以上だ。真っ赤っかだ。千ち夜よ子こまでどきどきしてきた。

「それで！　この次はどうすればいいのかしら！」

「……あ、ああ。う、後ろ向け」

「はい！」

　メルカは回れ右をして景敦におしりを向けた。身体からだつきがほっそりしているので小こ振ぶりだが、ぷりんとしている。というか、パンツの面積が。おしりが。千夜子は両手で目を覆おおった。指の間から見た。

「う、動くなよ」

　景敦はいったい何をするつもりなのか。

　まさか。

　そんな。

　いけない。

　それはだめだ。

　指だ。両手の親指だ。一本ずつだ。おしりの左右だ。

　突ついた。

「っ……！」

　メルカが小さな声をもらした。全身をこわばらせたが、それだけだった。動かなかった。メルカが我が慢まんしているのをいいことに、景かげ敦あつは、これでもか、とばかりに二本の親指でおしりをぐりぐりした。

「ぁ、ぁ、ぁ、あっ……！」

「よし、次！」

　景敦は手を引っこめた。

「こっち向け！」

「は、はい！」

「スカートはもういい！」

「はい！」

「今度は上だ！」

「う、上……？」

「上っていったら上だろーが！」

「う、上……」

「メルカさん！　お願い！　もうやめて！」

「ここでやめるのかよ！　おれはべつにいいけどな！　ぜんぶ水みずの泡あわだぞ、メルカ！」

「それは、いや……！」

　メルカは制服の上着の裾をつかんだ。

　躊ちゆう躇ちよは一いつ瞬しゆんだった。

　めくりあげた。

　景敦はのけぞって倒たおれそうになった。

「うおお……！」

　千夜子もびっくりした。

　おっきい。

　けっこうおっきそうだと思ってはいたが、よもやこれほどまでとは。

　メルカはかなり細いほうなのに、こんなにもおっぱいが大きいなんて！

　左のおっぱいにほくろがある。ブラジャーはパンツとおそろいだ。黒いレースのアダルトなブラジャーだ。

　メルカは唇くちびるを嚙かんで、もう涙なみだぐんでいる。千夜子もなんだか泣きたくなってきた。

　景敦は肩かたで息いきをしながら両手の親指を立てた。

　まさか。
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　またやるのか。

　それは。

「だ、だめ……！」

　千夜子は景敦に後ろから組みついて羽は交がい締じめにした。

「だめで・すーっ！」

「うるせえ……！」

　なんて力だろう。獣けもののようだ。止められない。止まらない。

「うおおぉぉりゃああぁぁ……！」

　景敦はメルカの左右のおっぱいの、ちょうど真ん中あたりを親指で突いた。

　ぐりぐりした。

　メルカは声を殺して首を横に振ふった。

「……っ……っ……っ……ふっ……！」

「よっしゃあ……！」

　景敦は猛もう然ぜんと立ちあがった。千夜子はまだ景敦に組みついている。おんぶされているような恰かつ好こうだ。

「待ってろ！　最終段階だ！」

「は、はい！」

「もういいぞ！　上も！」

「はい！」

「すぐ戻もどる！」

　景敦は駆かけだした。千夜子をおぶったままだ。もしや、気づいていないのだろうか。

　居間を飛びだした景敦は、台所に行って冷蔵庫の中から茶色い瓶びんを一本とりだした。

「──つーか、重いんだけど。島原」

「あ、やっぱりです？」

　千夜子は床ゆかに降りた。景敦は千夜子をちらりと見た。瞬しゆん間かん、目があった。ような気がする。

「おまえって」

「はい？」

「いや。何でもねー」

　何だったのだろう。よくわからないが、景敦と一いつ緒しよに居間へと戻った。メルカは直立不動の姿勢で待ちかまえていた。

「これ飲め」

　景敦は瓶をメルカに渡わたした。ラップと輪ゴムで蓋ふたをしてある。２５０mlくらいの小さな瓶だ。

　見るからに、あやしい。

　メルカは、だが、蓋を外して口をつけた。顔がゆがんだ。苦いのか。からいのか。しょっぱいのか。すっぱいのか。とにかくまずいのか。それでもメルカは一気に飲み干してしまった。

「……ひどい味なのだわ」

「せいぜい青あお汁じるレベルだろ」

　景かげ敦あつはメルカから空き瓶を受けとると、掛かけ軸じくをもとに戻して肩をすくめてみせた。

「これで終しゆう了りよう」

「本当に……？」

　メルカは訝いぶかしげだ。

　景敦は卓袱ちやぶ台だいの上に空き瓶を置いて、畳たたみにあぐらをかいた。

「一応な」

「本当の本当に……？」

「大だい丈じよう夫ぶなんじゃねーの。たぶん」

「本当の本当に本当なのね……？」

「うっせー女だな」

　景敦はため息をついて耳の穴をほじりだした。

「しつけーんだよ。そんなに疑いてーんなら疑ってりゃいいだろ。まあ、ただ女の生チチ見たかっただけかもしれねーわけだしな。あーいいチチでした。ごちそうさん」

「あなたは……！」

　メルカは空き瓶を手にとって、それで景敦の頭をぶん殴なぐった。

「──ぼがぁっ！」

　瓶が粉々に砕くだけ散って、景敦はぶっ倒たおれた。メルカは千夜子の手を引いた。

「帰るのよ！　チョコちゃん！」

「え、あ、メルカさん、でも……」

「帰るの！」

「あ、う、うん」

　メルカの目がうるんでいた。千夜子はなんとなく掛け軸を見た。掛け軸の女の人はやはりこちらを睨にらんでいた。

　黒くろ猫ねこが、なぅーん、と鳴いた。

　景敦は倒れてぴくぴくしている。

　千夜子はメルカと一緒に刑けい天てん文もん院いん家をあとにした。
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　そんなことがあったものだから、放課後の首くび吊つり死体を成じよ仏うぶつさせる計画は中止だろうと勝手に思いこんでいた。

　翌日の放課後だった。

　部活が終わり、帰宅しようとしたら、千夜子の携けい帯たい電でん話わにメルカから電話がかかってきた。

『チョコちゃん、まだ学校ね。ちょうどよいのだわ。一号棟と二号棟の渡り廊ろう下かのあたりで待っていなさい』

　何だかよくわからないが、メルカの命令だ。待っていないわけにはゆかない。

　千夜子はおとなしく従った。間もなくメルカがやってきた。一人ではなかった。驚おどろいた。景敦と黒猫も一緒だった。

　景敦は大きめのショルダーバッグを持っている。今日は靴くつ下したのままではない。ちゃんと運うん動どう靴を履はいていた。

「あ、こ、こんにちは」

「チッ」

　景敦は舌打ちをしてそっぽを向いた。だいぶ機き嫌げんが悪そうだ。

　メルカはそんな景敦を一いち瞥べつして、ふん、と鼻を鳴らした。

「さっきこの男があたくしに電話をよこしたのだわ。準備が整ったので、これから除じよ霊れいを行うと。やれるものならやってもらおうではないの」

「忘れんじゃねーぞ。成功報ほう酬しゆう。五万だからな」

　景敦は黒猫を千夜子にあずけて、さっさと歩きだした。

　問題の場所はもうすぐそこだ。

「島原。オヤジを放せ」

「お、おやじ……？」

「猫ねこだよ」

「は、はい」

　千夜子は黒猫を床ゆかに下ろした。

　黒猫は千夜子の足に身体からだと尻尾しつぽをこすりつけて、ぬぁーん、と鳴いてから、とことこ歩きだした。

「言っとくけどな。あんなのマジでたいした霊じゃねーんだ。おれは地じ縛ばく霊れいっつったけど、それもどうだかな。この学校、何年かおきに周りから霊だの何だのが集まってきて騒さわいだり悪いた戯ずらしたりするんだよ」

　景敦はショルダーバッグを開けて、中に手を突つっこんだ。千夜子は首をひねった。

「景敦くんは、どうしてそんなことを知ってるんですか？」

「あんたらの前にも、似たようなことをおれに頼たのんだやつがいたんだ。一回目は五年くらい前か。二回目は二年前だったかな」

「ということは、これが三回目……？」

「おれはね。その前はおれじゃなくて、オヤジとか母さんがうちの仕事してたからな」

「じゃあ、五年も前から、景かげ敦あつくんはあのおうちで一人ぼっちなんですか？」

「チョコちゃん」

　メルカは千ち夜よ子この腕うでを軽く引いて、首を横に振ふってみせた。千夜子は慌あわてて頭を下げた。

「あ、ご、ごめんなさい、わたし」

　景敦は無言でショルダーバッグの中から何かとりだした。少し意表を突かれた。あんなもの、いったい何に使うのだろう。

　黒猫が足を止めて宙に視線を泳がせ、なぅーん、と鳴いた。

　それはいきなり出現した。

　黒猫の頭上だ。

　青白い肌はだ。運動靴。白い靴下。短パン。Ｔシャツ。穴ぼこみたいな目。首に縄なわが食いこんでいる。

　少年の首吊り死体だ。

　すぐにぶーらぶーらしはじめた。

　唐とう突とつだったので、びっくりした。それ以上に、メルカの大きな声に驚かされた。

「ぁ、ぁ、ぁ、ぁ、あ、あ、あ……！」

　メルカはいっぱいに目を見開いて、左手で口を押さえ、右手の人差し指を前方に突きだしている。

　放課後の首吊り死体を指さしているのだ。

「み、み、み、みえ、みえ、みえ、見える、見えるのよ、見えるのだわ、ち、ち、ちょ、ちょ、チョコちゃん、見えるの！　あたくしにもあれが……！」

「にぇっ!?」

「間ま違ちがいないのだわ！　見える！　見えているのよ！　ど、どうしましょう、チョコちゃん、あたくしにも見えるのよぅ、幽ゆう霊れいがぁ、うぅ……」

　メルカは千夜子にしがみついて泣きじゃくりはじめた。幼少時からの夢だと言っていたので、さぞかし嬉うれしいのだろう。

　でも、なぜ。もしかして、あれか。霊感を高める方法。通つう媒ばい法ほう。本当に効果があったのか。

　千夜子はメルカの頭を撫なでたり背中をさすったりしながら、横目で景敦を見た。景敦は古めかしい電話の受話器を握にぎっていた。

「もしもーし」

「……な、何をしてっ!?」

　頭がおかしくなったのだろうか。電話をしたいのなら、あんな古びた電話機ではなく、携帯電話を使えばいい。だいたい、電話線も繫つながっていないではないか。

「あ、あのう、景敦くん……」

「ううぅぅ、見えるぅ、見えるのだわ、何度見なおしても、ちゃんと見えるのよぅ」

「もしもーし」

「か、景敦くん？」

「もーしもーし。お」

　景敦は眉まゆをひそめた。

「ああ。そうそう。うん。いや、いいんだけどな。おれはべつに。つーか、おまえ、何やってんの、そんなとこで。え？　何？　その前に？　話したい？　誰だれとだよ。女ぁ？　とんだエロガキだな。わーったよ。おら。話してやれ」

　突とつ然ぜん、受話器を渡わたされたので、思わず受けとってしまった。

「も、もしもし？」

『あー。こんにちは、おねえちゃん。ぼくのこと見えるんだよね？』

「ぼ、ぼくというと……？」

『うんと、あの、すぐそこにいるでしょ。ぶらぶらしてる首くび吊つり死体がぼくなんだけど』

「あ、そうなんですか。ええと、そうですね。見えます。首吊り──」

　千夜子は受話器を耳から離はなした。メルカも泣きやんで目を瞠みはっている。今の会話が聞こえていたのだろう。

『もしもしー？　おねえちゃん？　どうしたの？　聞いてる？』

「もしもし」

　メルカに受話器を奪うばわれた。

「あ、あなた、あの、つまり、その、幽霊なのね？　そういうことなのよね？」

『あれ？　あー。派手なおねえちゃんのほうか。なんて、見えてるけどね。えへへ』

「幽霊なのね!?」

『うん。そうだよ』

「幽霊……あたくし、幽霊と話してしまっているのだわ……幽霊と……ああ……」

　だめだ。メルカはまた肩かたを震ふるわせて泣きだしてしまった。千夜子はメルカから受話器を奪い返した。

「も、もしもし？　お電話、替かわりました。あの、それで、わたしに何か用でも？」

『用？　用はねー。うーん。ないこともないかな？』

「というか、けっこう……陽気な方なんですね。幽霊のわりに。身体からだのほうはぶーらぶーらしてますけど」

『いやー。だってぼく、もうだいぶ前に死んじゃってるし。暗くなっても仕方ないと思わない？　生き返れるわけでもないし』

「あ、なるほど。それもそうですよね」

『そうだ。用だよね。用。じつは、ちゃんと用があって、ぼく、ぶーらぶーらしてるんだ。誰かに気づいてもらいたくて』

「そうだったんですか」

『おねえちゃん、気づいてくれたでしょ。でも、ぼく、声を聞いてもらう方法を知らなくて。この電話を使えば話せるみたいだから、用件を伝えるね？』

「じゃあ、あの、聞かせてもらいます」

『おねえちゃん、逃にげて』

　鳥とり肌はだが立った。すごい悪お寒かん。ひどい頭痛。とてつもない吐はき気。ぜんぶいっぺんに襲おそってきて、とても立っていられなくなった。

　倒たおれる。

　倒れてしまう。

　抱だきとめられた。

「おい、どうした、島原！」

「……に、逃げろって、幽霊さんが」

「何!?　そうか……！」

　景敦は千夜子を放ほうりだした。千夜子は尻しり餅もちをついた。

　ひ、ひどい。

　なんて言っている場合ではなかった。

　三号棟のほうからだ。くる。押しよせてくる。あれは何だろう。影かげ。あるいは、闇やみ。黒い。つめたい。

　黒くろ猫ねこが、ぎゃー、と叫さけんでこっちに走ってきた。

　首吊り死体はぶーらぶーらしている。

　メルカは呆あつ気けにとられているようだ。

　千夜子は金かな縛しばりに遭あったように動けない。

　景敦はショルダーバッグから布ぬの袋ぶくろをとりだして駆かけだした。なんで？　どうして三号棟のほうへ向かうのか。首吊り死体の手前だった。景敦は急停止して、布袋の中身をぶちまけた。何、あれ？　砂？　でも、赤い。赤い砂だ。

　首吊り死体は砂まみれになった。景敦は首吊り死体の足をわしづかみにして、引っぱった。力ずくで引き下ろして、砂まみれの少年の幽ゆう霊れいを小こ脇わきに抱かかえた。

「逃げるぞ……！」

「あ、は、はいっ！　め、メルカさん！」

「え？　あ、ええ、そ、そうね……！」

　千夜子はメルカと手をつないで走りだした。黒猫はもうずいぶん遠くにいる。景敦は少年幽霊を抱えているせいか、ちょっと遅おくれ気味だ。つめたい闇は廊ろう下かをひたひたと侵おかして景敦に迫せまろうとしている。

「か、景敦くん！　このままだと追いつかれちゃう！」

「そうかよ！　あいにくおれには見えねーんだ！　やばそうなかんじはするけどな！」

「本当にやばいよ!?　というか、なんで幽霊にさわれてるの!?」

「いろいろあるんだよ！」

「幽霊って重いの!?」

「こんなときに質しつ問もん攻ぜめかよ！　まあ、人間の子供と同じくらいじゃねーの！」

「す、捨てなさい、景敦！　そうしないと、あなたまで……！」

「ふざけるな！　そんなことできるか！　幽霊だってもとは人間だろーが！」

「そっか！　そうだよね！　メルカさん、先に行ってて！」

「ちょ、チョコちゃん……!?」

　千夜子はメルカの手を振ふりほどいて引き返した。一人より二人のほうが楽だろう。

「景敦くん！　わたしも半分持つから！」

「いや、つーかおまえ、あーもう……！」

　景敦は千夜子に少年幽霊を押しつけるなり、振り返って左手を前に突つきだした。

「我、刑けい天てん文もん院いん維つぐ陽はるノ名ニ於おいテ命ズ──化けて出ろっ！　限定解放、曝ばく露ろ眼がんグリグエラ……！」

　青緑色の光があふれた。

　景敦の左手からだ。
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　廊下を染め抜ぬき、今まさに景敦を押しつつもうとしていた闇が、光に照らされて一変した。

　げちょげちょして、うりょうりょして、むぎょむぎょしている。粘ねん液えきだらけの粘ねん膜まくとでも言えばいいのだろうか。その粘膜も、ただれていたり、腫しゆ瘍ようがあったり、しかも脈打っていたりして、ようするに、すごく気持ち悪い。

　その一部だった。

　天てん井じようだ。

　口の中に耳があって、耳の穴の中から舌が突きだしていて、舌の先にまた口がある。そんな形の突とつ起き物があった。根こん拠きよはないが、千夜子にはわかった。

　あれだ。あれこそが根っこで、中心で、本体だ。

「そこかよ……！」

　景敦は右みぎ腕うでを真横にのばした。

「我、刑天文院維陽ノ名ニ於おいテ命ズ──化けて出ろっ！　一ノ変へん化げ、妖よう刀とうアズネ……！」

　千夜子は目を疑った。

　みるみるうちに、景敦の右腕が右腕ではないものになってしまったからだ。

　正確に言えば、右みぎ肘ひじから先ということになる。

　とにかく、どこからどう見ても、それは刀以外の何物でもなかった。

　景敦は跳とびあがって右腕の刀で本体に斬きりつけた。

「雲のように散り！　霧きりのごとく消え失うせろ……！」

　本体はまっぷたつになって崩くずれ去った。その途と端たんだった。気持ち悪い有様になっていた廊下が、たちまちもとどおりの姿をとりもどした。

　景敦はため息をついて振り返った。

「大丈夫か」

「あ！　は、はいっ！　わたしはぜんぜん大丈夫です！」

「いや、おまえじゃねーよ」

　たしかに、景敦の視線は千夜子ではなく、少年幽霊にそそがれている。

「えっと」

　千夜子は少年幽霊に声をかけようとした。そのときだった。

　少年幽霊は突とつ然ぜん、千夜子の腕うでから抜けだすなり、ひょーんとジャンプして、すーっと天井に吸いこまれていった。

「……逃にげたか」

　景敦は左手で頭をボリボリ搔かいた。その指に、あるはずのないものがついていた。

　目玉だ。

　千夜子が呆ぼう然ぜんとしていると、景敦は自分の左手を一いち瞥べつした。

「ああ、これな」

　そうして左手を開いてみせた。千夜子はさらに仰ぎよう天てんした。

　五本の指すべてだった。指の腹に目玉がついている。それから、掌てのひらにまで。ぜんぶで六つの目玉が、ギョロッと千夜子を睨にらんだ。

「きもいだろ。だから、あんまり使いたくねーんだよ」

「──な、何なの、いったいそれは……！」

　メルカが景敦に詰つめよろうとして、右腕の刀にたじろいだ。

「う、腕が!?　手がっ……!?　何がどうなっているのかしら!?　説明しなさい！　してちょうだい！　してください……!?」

「意外と腰こしが低いじゃねーか。でも、やだ。めんどくせー」

　景敦は横を向いて低い声で呟つぶやいた。

「我、刑けい天てん文もん院いん維つぐ陽はるノ名ニ於テ命ズ──引っこめ、曝ばく露ろ眼がんグリグエラ、妖刀アズネ」

　あっという間だった。景敦の右腕と左手は普ふ通つうの右腕と左手に戻もどった。

「島原」

「はひっ！」

「何だよ、その、はひってのは」

「あいっ！」

「……何を言いたいのかはわかった。霊れい砂さとか片づけるの、手伝え」

「れいさ？　ですか？」

「赤い砂だよ。一いち握あくの霊砂っつーんだけどな。不思議電話は……放ほうり投げちまったから、ぶっ壊こわれてっかな」

「わ、わかりました」

　千夜子は布ぬの袋ぶくろを拾って、床ゆかに散らばっている砂を集めた。一握、というわりにはけっこうな量だ。途と中ちゆうでメルカが箒ほうきとちりとりを持ってきてくれたので、助かった。

「なんか……島原、おまえ、やたらと掃そう除じが似合う女だな」

「よく言われます。えへへ」

「チョコちゃん、言われて照れるような褒ほめ言葉ではないと思うのだわ……」

「そうなの？」

　千夜子は布袋を景敦に渡わたした。景敦は壊れた不思議電話と霊砂の布袋をショルダーバッグにしまって、あたりを見まわした。

「オヤジ、いねーな。どこ行っちまったんだ。まあ、いいか」

「いいのかなっ……!?　というか、前から思ってたんだけど、猫ねこの名前がオヤジって!?」

「じゃあ、おれ、帰るわ」

　スルーされた。

　景敦は一号棟のほうへ向かって歩きだした。メルカが後ろからその肩かたをつかんで、強ごう引いんに振ふり向むかせた。

「お待ちなさい」

「何だよ。まだ何かあるのかよ」

「報ほう酬しゆうを支し払はらっていないのよ。仕事をさせておいて金を出さない、こすからい吝りん嗇しよく家かだと思われたら寝ね覚ざめが悪いのだわ」

「思わねーよ。つーか、おれ、仕事してねーし。放課後の首くび吊つり死体だったっけ。あいつ、逃がしちまって成じよ仏うぶつさせられなかっただろ。金はもらえねーな」

「せ、正論なのだわ……」

「まあ、さっきのやつの狙ねらいはおれかもしれねーし」

「あなたが？」

「何でもねーよ。こっちの話。つーわけで帰る。疲つかれた」

「メルカさん、わたしたちも帰ろ？」

「え、ええ……そうね」

「帰り道は、景敦くんも途中まで一いつ緒しよだよね」

「……さーな。おまえらの家の場所とか知らねーし」

「えっとね、わたしの家はね。住所を言えばわかるかな？」

「わかりたくねーよ。訊きいてねーだろ」

「そっかぁ。せっかくお友だちになったんだし、住所とか電話番号くらい知っておいてもらいたいんだけど」

「はぁ？　お友だちぃ……？」

　景敦は大きく目を見開いて千夜子を凝ぎよう視しした。こんなにしっかりと千夜子の目を見てくれたのは初めてだ。千夜子も負けじと見つめ返した。だしぬけだった。

　景敦が手をのばしてきて、千夜子の前まえ髪がみをどけた。

「つーか、最初から思ってたけど、おまえ」

「ぬぇ？　ぇ？　え？　な、何……？」

「笑えるくらい原石だな」

「げんせき？」

　意味がわからない。景敦は何を言っているのだろう。でも、なぜかとても恥はずかしい。動どう悸きがする。顔が熱い。くらくらする。

　景敦は手を引っこめて歩きだした。

　千夜子は胸に手をあてた。

　すごく、どきどきしている。

「はっ。もしかして、狭きよう心しん症しよう……？」

「……とめどもなく愚ぐ鈍どんなのだわ、この子」

「え？　メルカさん、いま何か言った？」

「空そら耳みみなのよ」

「そっか」

「あ、そういえば、メルカ」

「メルカさんむしろメルカさまと呼びなさいと、何度言ったら！」

「メルカメルカメルカメルカメルカ」

「若い身空でちっぽけな命を散らしたくてたまらないようね……！」

「通つう媒ばい法ほうな」

　景敦はメルカのキックを軽々とかわして、耳の穴をほじった。

「あれ、効果は二日とかそれくらいだから」

「なっ……」

　メルカは崩くずれ落ちるように座りこんだ。

「……ふ……二日……たった二日……」

「よしよし」

　千夜子はメルカをそっと抱だいて頭を撫なでてあげた。

　もちろん、振りほどかれて、叩たたかれた。
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　あの出来事から三日たった。

　またもや鬼き貫ぬき先せん輩ぱいの文学談義につきあわされて、すっかり帰りが遅おそくなってしまった。

　千夜子は部室がある三号棟から渡わたり廊ろう下かで二号棟に入り、まっすぐ行って、突つきあたりを曲がった。

　さすがにちっとも驚おどろかなかった。

　むしろ微笑ほほえましいくらいだ。

　行く手で放課後の首吊り死体がぶーらぶーらしている。

　千夜子は近づいていって、挨あい拶さつをしようとした。

「……あれ？」

　何か変だ。

　もっと早く気づくべきだった。

　違ちがう。

　短パンを穿はいて、Ｔシャツを着ているが、あの少年ではない。

　大人だ。

　寒気がした。その直後だった。

　縄なわが切れて首くび吊つり死体が床ゆかに落ちた。

「ひっ……」

　千夜子はあとずさった。足がもつれて、転んでしまった。首吊り死体が起きあがった。蒼そう白はくの顔。穴ぼこの目。洞ほら穴あなのような口。手を前に出した。右手。左手。這はってくる。不意に携けい帯たい電でん話わが鳴った。千夜子はとっさに電話に出た。

『……おねえちゃん』

「え？」

　何かを感じた。後ろだ。千夜子は振ふり返った。角のところだ。いた。顔を出している。あの少年だ。

　少年は口を動かした。

　声は携帯電話から聞こえた。

『おねえちゃん、逃にげて』










「──はっ」

　千夜子は目を覚ました。

　硬かたすぎず、やわらかすぎない。絶ぜつ妙みような感かん触しよくの理想的な枕まくらだ。

　違う。枕ではない。誰だれかの膝ひざだ。

　その誰かが千夜子の頭を撫でている。

　唇くちびるの紅あかい女の人だ。

　黒くろ髪かみは長く、前髪だけ眉まゆのあたりで切りそろえてある。

「……鬼き貫ぬき先輩」

「おはよう、島原さん」

　鬼貫先輩はそっと微笑んだ。先輩の笑え顔がおには人を安心させる力が備わっている。

　千夜子はゆっくりとまばたきをした。

　ああ。

　ここは夕暮れの部室だ。

　千夜子は椅い子すに腰こしかけた先輩に膝枕してもらっているのだ。

　いったいいつから眠ねむっていたのだろう。

「あ」

　よだれが。

　千夜子は口の周りをぬぐいながら、慌あわてて起きあがった。

「す、すみません、スカートがっ」

「いいのよ、島原さん」

　先輩はくすくす笑いながら手をのばしてきた。

　千夜子の頰ほおに先輩の指がふれた。一いつ瞬しゆんだけだった。先輩はすぐに手を引っこめた。

「気にしないで」

「でも」

「いいと言っているでしょう？」

「は、はい」

　千夜子は先輩の隣となりの椅子に座った。

　静かだ。

　窓の外には夕ゆう映ばえの空が広がっている。

「あの、鬼貫先輩、わたし」

「なあに？」

「どれくらい眠っていたんでしょうか」

「ほんの少しよ」

「そ、そうですか」

「ええ。本当に、少しだけ」

「それなら、いいんですけど」

　実際、まだ夕方だ。そんなに長い間、眠っていたわけではないのだろう。

「島原さん」

「あ、はい」

　千夜子は先輩のほうへ向きなおった。

　先輩はかすかに首を傾かたむけて、静かに微笑ほほえんだ。長い黒髪がちょっとだけ揺ゆれた。

「文学の話をしましょう。紀きの貫つら之ゆき。清せい少しよう納な言ごん。紫むらさき式しき部ぶ。鴨かもの長ちよう明めい。吉よし田だ兼けん好こう。島原さん、文学の話をしましょう」

　千夜子はうなずいた。

　文芸部の副部長だけあって、先輩は文学についてとてもくわしい。ただ、ずいぶん昔の作家、かなり古い作品のことばかりが話題に上る。千夜子は聞き役に徹てつするしかない。

　それにしても、静かだ。

　不思議なくらい、静かだ。

　窓の向こうの空は、ひどく静かに燃えている。

　いつまでも、燃えている。



















「おかしいのだわ」

　兎と我が野のメルカは机に頰ほお杖づえをついて、そっとため息をついた。

　大おお本もと山やま高校一年一組の教室はにぎやかだ。昼休みなので当然だろうが、メルカには関係のない喧けん噪そうだ。メルカに話しかけてくる者なんて、めったにいないからだ。

「どうしたのかしら。チョコちゃん」

　他人がどう思おうと、メルカはこの状じよう況きようをけっこう気に入っている。だいたいにおいて、人間なんて鬱うつ陶とうしいだけだ。

「無断欠席するなんて」

　らしくない。

　メルカは携けい帯たい電でん話わを持って教室を出た。静かな場所へ行って、千ち夜よ子この家に電話をかけてみた。母親が出た。

『はい。はい。はい？　ああ、兎我野さん。はい。ええ。千夜子？　それがね。帰ってきてないのよ』

「いつからでしょう」

『ええと……昨日？』

「昨日、ですか」

『そうそう。そうなのよ。そういえば、昨日から帰ってきてないのよ、あの子ったら。どうしたのかしらね』

「それはつまり、昨日の朝、家を出たきり、帰宅していないということでしょうか」

『そうそう。そうなのよ。わたしも、ずいぶん帰ってこないなあと思って』

　大事件ではないか。

　千夜子の母親は娘むすめに似て、いや、娘が母親に似ているのか、ぼけぼけしていて切せつ迫ぱく感がなさすぎる。埒らちが明あかない。メルカは千夜子を捜そう索さくすることにした。

　昨日は部活があると言っていた。千夜子は文芸部に所属している。文芸部は幽ゆう霊れい部員が多いらしい。千夜子の話によく出てくる部員は、鬼き貫ぬきという名の副部長だ。他ほかは知らない。

　さて、鬼貫副部長とやらは何年何組なのだろう。

　メルカは職員室へ向かった。担任のコロンボはまだのろのろと弁当を食べていた。

　ちなみに、当然、コロンボというのはあだ名だ。刑けい事じコロンボという、映画か何かに出てくるキャラクターによく似ているので、誰だれかがそう名づけたらしい。

「コロンボ」

　呼びかけたら、コロンボは噎むせた。

「と、兎我野、おまえなあ、教師を呼び捨てに──というか、もはや呼び捨てですらないだろうが、それ」

「用事があるのよ。文芸部の副部長を務めている鬼貫という生徒のことを教えなさい」

「教師に命令するなよ。まったく。キヌキ？　うーん。キヌキねえ。何年生だ？」

「副部長なのだから、二年生か三年生でしょう」

「……だろうな。ちょっと待ってろ」

　コロンボは近くの席の教師に声をかけて、ノートパソコンを操作させた。それから、少し離はなれた席の別の教師に何か尋たずねて、首をひねりながら戻もどってきた。

「名前、覚え間ま違ちがいしてないか。キヌキなんて生徒、うちにはいないみたいだぞ。念のため、文芸部の顧こ問もんをやっている小こ林ばやし先生にも訊きいてみたが、文芸部の副部長は三年二組の吉よし崎ざきという生徒だとさ」

「何ですって……？」
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　文芸部の吉崎副部長と会って、事情聴ちよう取しゆをした。吉崎はほとんど部活に出ていないとのことだった。

　部長の田た村むらという、背の高い眼鏡めがねの三年生とも会った。部長でありながら、田村も部活に顔を出すことは稀まれらしい。

「ていうか、一応、週一で例会やることになってるけど、誰もこないしね。俺の代で廃はい部ぶになるんじゃない？　活動実績もないし」

「チョコちゃんは週に何度も、遅おそくまで部活動に精を出していたのだわ」

「え？　そうなの？　ていうか、そのチョコちゃんって誰？」

「島しま原ばら千夜子なのよ。一年一組の」

「その子、うちの部員？」

「この唐とう変へん木ぼくはいったい何を言っているのかしら」

「唐変木って……いや、でも、俺、マジで知らないんだけど。いくらなんでも、俺が知らない部員なんていないんじゃないかな」

「田村、教えなさい」

「……俺、三年なんだけど」

「文芸部の部室はどこ？」

「部室？」

　田村は自分の教室、三年四組を指さした。

「ここだけど。俺が二年のときまでは三号棟に部室があったんだけど、ろくに活動してないから、とられちゃったんだよね。他の部に」

「何ですって……？」
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　円柱形の三号棟に行ってみた。

　三号棟は、一階に大教室が二つあり、二階と三階の部屋はクラブに割りあてられている。すべての部屋を見て回ってみたが、たしかに文芸部の部室はなかった。

　大本山高校に鬼貫という生徒はいない。

　三号棟に文芸部の部室はない。

　そもそも、千夜子は文芸部に所属していない。

　奇き妙みようだ。

　メルカは何度も千夜子の口から鬼貫の名を聞いた。千夜子は部活に出ていた。本人がそう言っていた。

　噓うそをついていた……？

　メルカが一年一組の教室に戻ると、すでに午後の授業が始まっていた。教師が難なん癖くせをつけてきたが、かまわず席について、考えた。

　ありえない。

　千夜子は噓つきではない。どちらかと言えば、正直者だ。むしろ、馬ば鹿か正直だ。

　中学三年からのつきあいなのだ。

　つまり、じつは、それほど長いつきあいでもない。

　でも、千夜子はわかりやすい。裏表がない子だ。だいたい、そんな噓をついて何の意味があるだろう。

「居ても立ってもいられないのだわ」

　メルカは両手で机を叩たたいて立ちあがった。

　教室が一いつ瞬しゆんどよめいて、水を打ったように静まりかえった。

　メルカは手早く勉強道具を鞄かばんにしまい、黒板の前でぼーっとしている教師何なに某がしに告げた。

「あたくしは早退するのよ。よくって？」

「よ、よくって……って」

　瘦やせぎすの教師何某は、一年一組の数学を担当している。名前は知らない。とくに特とく徴ちようがなく、覚える価値を見いだせないので、記き憶おくしていない。

「いいわけないだろうが！　だめだ、だめ！　座れ、兎我野！」

「このクソたわけ。何をほざいているのかしら。あたくしは許可を求めたのではないのよ。あたくしは早退するのだわ。あなたはただその事実を認めなさい。いいわね？」

「だからね、兎我野さん、先生、よくないって言っておりませんかい……？」

　教師何某は突とつ然ぜん、口調が変になった。変人だ。放っておこう。メルカは教室をあとにした。

　学校を出て、早足で歩きながら、何度か携けい帯たい電でん話わを手にとった。先に電話しようとも思ったが、結局、やめておいた。

　徒歩約二十分。刑けい天てん文もん院いんの屋や敷しきは相変わらず大きい。当然だ。小さくなるわけがない。

　メルカはチャイムを鳴らした。

　都合五度、間かん隔かくをあけて鳴らしてから、十連打した。

　ようやく門が開いて、刑天文院景かげ敦あつがだらしない服装にサンダル履ばきで姿を現した。

「何しにきた」

「もちろん、あたくしは用があってきたのよ」

　メルカは胸を反らせて景敦を睨にらみつけた。この男はなぜか、ほとんど人と目をあわせない。きっと何かやましいところでもあるのだろう。

「金が欲しいのなら、支し払はらう用意はあるのだわ。あたくしに力を貸しなさい、景敦」

「おれは何でも屋じゃねーんだ」

　景敦はボサボサの髪かみの毛を引っかきまわして、ため息をついた。

「力を貸してやれるとはかぎらねーな」

「とりあえずあたくしの話を拝はい聴ちようしようという、殊しゆ勝しような心持ちにはなれないのかしら」

「話を聞いてほしーんなら、そう言え」

「話を聞きたいのなら、そう言いなさい」

「……ぜんぜん嚙かみあわねーな」

「人生には妥だ協きようが必要なのよ、景敦」

「なんでおれが一方的に折れなきゃなんねーんだよ」

「あたくしが困っているからに決まっているでしょう」

「おまえが困ってようが困ってなかろうが、おれには関係ねー」

「この冷血漢！　人でなし！　食わせ者！　あなたには血も涙なみだもないということなのね!?」

「そこまで言われて、おとなしく話を聞くやつがいると思うのかよ！」

　景敦は門を閉めようとした。

　どうしてわかってくれないのだろう。鼻の奥のほうが熱くなって、何かがあふれそうだった。メルカは必死にこらえて叫さけんだ。

「チョコちゃんが行方ゆくえ不明なのよ！　昨日から家に帰っていないの！　チョコちゃんは文芸部に所属しているはずなのに、文芸部の部長はチョコちゃんを知らないというのよ！　いったいどういうことなのか、さっぱりわからないのだわ！　チョコちゃんを捜さがさないと！」

「……島原が？」

　景敦は手を止めて首をひねった。それから、ちらりとメルカの目を見た。ほんの一瞬だった。視線はすぐにそれた。景敦は舌打ちをして、背を向けた。

「入れ。話だけは聞いてやる」
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　卓袱ちやぶ台だいを挟はさんで、メルカの向かいに景敦が片かた膝ひざを立てて座っている。行ぎよう儀ぎが悪いことだ。もちろん、メルカはきちんと正座している。

「客を招いておいて、お茶くらい出せないのかしら」

「うっせー女だな……」

　景敦は顔をしかめて立ちあがり、居間から出ていってしまった。

　メルカは美しい女性が描えがかれた掛かけ軸じくの下あたりで香こう箱ばこを作っている黒くろ猫ねこに目を向けた。

　ち、ち、と舌を鳴らしてみたが、黒猫はこちらを見るだけで、その場から動こうとしない。

　千夜子にはすぐ懐なついたくせに、いまいましい猫ねこだ。

　そのうち景敦が戻もどってきて、卓袱台の上にペットボトルを置いた。５００mlの烏ウー龍ロン茶ちやだ。

「茶だ。まあ、飲めよ」

「遠えん慮りよしておくのだわ。あたくしは日本茶か紅茶しか飲まないことにしているのよ」

「……そうかよ」

　景敦はペットボトルを引っつかんで蓋ふたを開け、ぐびりと一口飲んだ。

「で、島原がどうしたって？」

　メルカは順序立てて千夜子失しつ踪そうに関する事実を景敦に語った。

　景敦はたまに烏龍茶に口をつけながら、一度もメルカのほうを見ずに、終わりまで黙だまって聞いていた。

「なるほどね。話はわかった。でも、島原の親、よく心配してねーな」

「チョコちゃんのご両親なのよ。どちらもチョコちゃんのような人なのだわ」

「ふーん……つーか、文芸部、か。問題はその部活だよな」

「ええ。鬼貫副部長。何者なのかしら。ひょっとしたら、偽ぎ名めいかもしれないのよ」

「キヌキ……」

　景敦は腕うで組ぐみをして眉まゆをひそめた。

「そのキヌキって、どういう字？」

「鬼おにに貫つらぬくと書くのよ。珍めずらしい名字なのだわ」

「ツラヌク？」

「そう」

　メルカは卓袱台に指で「貫」と書いてみせた。景敦はメルカの指の動きをじっと見つめていた。ちょっと緊きん張ちようした。真しん剣けんな眼まな差ざしだったからだ。

「鬼……貫く……き、つらぬく……き、つらぬき……きぬつら、き……」

「景敦……？」

「う」

　景敦の顔がゆがんだ。メルカは身を乗りだした。

「何？　どうしたというの？」

「いや」

「いや、ではないでしょう。明らかに様子が変なのだわ」

「そ、そう？」

「そうなのよ」

「き、気のせいじゃねーの」

「気のせいなんかではないのだわ」

　沈ちん黙もくの帳とばりが下りてきた。

　メルカはずっと景敦をねめつけていた。やがて景敦は、メルカの視線の圧力に負けたように口を開いた。

「……あのな」

「何かしら」

「言いにくいんだけど」

「言いなさい」

「おれのせいかも」

「は？」

「島原、いなくなったの」

「……どういうことなのかしら」

「なんつーか」

　景敦は唇くちびるの端はしを人差し指でこすった。

「囮おとり？　みたいな」

「チョコちゃんが、囮……？」

「かもしれねーって話」

「何のための？」

「だから、おれをおびきよせるっつーの？　誘さそいだすっつーか」

「なぜ、景敦を。いったい誰だれが」

「鬼貫だよ」

「文芸部の副部長が、景敦に何の用があるというの」

「違ちがうんだろ？　おまえらの学校には、そんな生徒いねーって言ってたじゃねーか」

「……そうね」

「生徒じゃねーんだよ」

「じゃあ、何だというの」

「鬼」

「オニ？」

「なんつったらいーのかな。怨おん霊りよう？　すっげーこう、恨うらみとか執しゆう着ちやくとか強いかんじの。成じよ仏うぶつとかそんなの絶対しねーような」

「怨霊……」

　メルカは我知らず胸の前で両手を組みあわせていた。怨霊。なんて甘美な響ひびきだろう。

「……おい、メルカ、おまえ、目がキラキラしまくってるぞ」

「きっと幻まぼろしなのだわ……」

「幻じゃねーと思うけどな。なんか、顔も少し赤いし」

「微び熱ねつがあるのよ。それだけなのよ……」

「何がおもしれーんだか。霊れいだの何だの。あんなやつら、厄やつ介かいなだけじゃねーか」

「なぜ心霊現象のロマンが理解できないのかしら。頭の出来がすこぶる悪いのではなくて？」

「言っとくけどな。中卒だからって、べつに頭が悪いわけじゃねーからな。高校には、行けなかったんじゃなくて、行かなかっただけだ」

「あら、そうなの。じゃあ、試ためしに九九を言ってみてくれるかしら」

「バッカ、おまえ、九九くらい言えるに決まってんだろ。小学校レベルじゃねーか」

「七の段」

「な、七？　い、いきなり七かよ……」

　景敦は両手を広げて、右手の親指を折った。

「いち、の……」

　それから咳せき払ばらいをして、居住まいを正した。

「えー。あー。あれだよな。こんなことやってる場合じゃねーよな。うん」

「七の段」

「ほっとくわけにもいかねーし」

「七の段」

「さっさと助けねーと。な。よし。そうと決まったら、あれだな。準備しねーとな」

「準備ですって？」

「通つう媒ばい法ほう」

　景敦はしれっとした顔で、さらっと言ってのけた。そう見えるように装っていた。というふうにしか思えなかった。

「……あ、あれを、また？」

「いや、いらねーなら、べつにいいけど。おまえ、霊感ゼロだし。相手はかなり手て強ごわい怨霊なんだけどな。それでもたぶん、おまえには見えねーと思うからさ」

「怨霊……」

「見えなくてもいいなら、な。まあ、無理にとは言わねーよ。おれとしちゃーどっちでもいいわけだし。つーか、おれ一人で行ってもいいしな」

「ちょっと待ちなさい」

「そうだよな。おれ一人のほうが、むしろ」

「待ちなさい」

　メルカは指先をそろえた左右の手を重ねて畳たたみにつき、頭を下げた。

「お願い致いたします」

「お、おう」

　景敦は立ちあがり、なぜか掛かけ軸じくを裏返してから、卓袱ちやぶ台だいを横にどけた。

「立て」

　メルカは胸に手をあてて、一度、深呼吸をした。こうなったら、覚かく悟ごを決めるしかない。直立不動の姿勢をとって、スカートの裾すそをつかみ、さらに一度、深呼吸をした。

「よ、よし。じゃあ……」

　景敦はメルカの前に片かた膝ひざを立てて座った。

「わかってるよな？」

「ええ」

　顔が熱い。動どう悸きがする。こんなことなら、もっと大きめのショーツを穿はいてくればよかった。そういう問題だろうか。違うような気もする。

「お願い……あまり、見ないで」

「あ、ああ。わかった」

　景敦はカクカクとうなずいた。メルカは目をつぶって一気にスカートをまくった。

「ん……くっ……」

　きっと景敦は、声を出しそうになって、慌あわてて口を押さえたのだ。見ている。絶対、凝ぎよう視ししている。視線を感じる。メルカは景敦に指示される前に回れ右をした。

「ど、どうぞ……！」

「い、い、行くぞ……！」

　一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。

　強すぎる。

　ちょっと痛いくらいだ。

　ぐりぐりされるたびに、その衝しよう撃げきが身体からだ中じゆうに広がった。声がもれそうになり、あやういところで我が慢まんした。

　これは。

　この感覚は。

　やっぱり違う。

　じつは、あのあと、自分の指でおしりを押してみたのだが、同じ感覚はえられなかった。

　きっと、ただおしりを指で押しているだけではないのだ。通媒法。押し方か、押す場所か、とにかく何か秘密があるのに違いない。

「も、もういいぞ！　こっち向け！」

「はい！」

「ス、スカートは下ろしていいからな！」

「はい！」

「次は、わかってるな！」

「はい！」

　メルカは上着の裾に手をかけ、薄うす目めを開けた。景敦は顔を真っ赤にしている。

　そうか。恥はずかしいのはメルカだけではない。景敦も同じなのだ。

　何か間ま違ちがっているような気がする。

　でも、これは通媒法だ。必要なことだ。怨おん霊りよう。見たい。絶対に。見なければ。

　メルカはきつく目を閉じて、上着をまくりあげた。

「どうぞ……！」

「うおおおおおお……！」

　自分を勇気づけるような、景敦の雄お叫たけびだった。

　きた。

　メルカはこらえきれなかった。

「あっ」

　そこはだめ。

　身体からだに電でん撃げきが走った。

「ふっ……はっ……」

　そんなにぐりぐりされたら。

「あっ……やっ……」

　もう、これ以上は。

「よおおおおおし……！」

　終わった。

　助かった。

　メルカは思わずへたりこんでしまった。

「待ってろ！」

　景敦は居間から飛びだしていった。

　メルカは肩かたで息いきをしながら身み繕づくろいした。二度も。これで二度も、肌はだをさらしてしまった。

　刑天文院景敦。

　どうしてくれよう。

　問題の男は間もなく帰ってきた。

「さあ、飲め！」

　差しだされたのは、あの茶色い瓶びんだ。やはりラップと輪ゴムで蓋ふたをしてある。

　メルカは瓶を受けとって蓋を外し、一気に飲んだ。

　なぜか、一度目よりもまずくなかった。苦味はあるのだが、耐たえられない味ではない。

　メルカは首をひねりながら、からっぽの瓶を景敦に返した。

「慣れりゃあ、たいしたことねーだろ」

「……そうね」

　また飲んでもいいような。

　メルカは慌てて首を横に振ふった。冗じよう談だんではない。通媒法はこれが最後だ。
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　景敦を伴ともなって学校に戻もどると、まだ六時間目の最中だった。この時間帯なら、三号棟には生徒がいない。

「好都合ってやつだ」

　景敦はショルダーバッグに入れて持ってきた運うん動どう靴ぐつを履はいている。

「人がいると、さすがに邪じや魔まだしな」

「でも、どうするつもりなの。三号棟に文芸部の部室は存在しないのだわ」

「けど、島原は三号棟の部室に行ってたっぽいんだろ」

「そうね」

「だったら、あるってことじゃねーか」

「説明したはずなのよ。あたくしはすべての部屋を見て回ったのだわ」

「おまえには見えなかったんだよ」

「どういうことなのかしら」

「島原には見えた。そういうことだろ」

「霊感……？」

　景敦は答えずに、軽く肩をすくめてみせた。

　三号棟に到とう着ちやくした二人は、一階から順に調べることにした。調べるといっても、歩くだけのようだ。

「何か感じたら教えろ」

「何かって」

「何かだよ。今のおまえは、けっこう霊感上がってるはずだからな。オヤジの代わりくらいにはなるだろ」

「あたくしにあの小こ癪しやくな猫ねこの代わりをさせようというの？」

「うっせーな。黙だまって集中しろ」

　三号棟は円柱形の建物だ。一階は二つの大教室とトイレしかない。二階と三階は真ん中が吹ふき抜ぬけになっていて、円を描えがく廊ろう下かの周りに、たくさんの部屋が並んでいる。

　あやしいのは、やはり二階と三階だろう。

　二階はとくに何も感じなかった。

　残りは三階だ。

　とりあえず廊下を一周してみたが、収しゆう穫かくはなかった。

「……何も感じないのだわ。通媒法が効いていないのかもしれないのよ」

「んなわきゃねーって。レゲインは即そつ効こう性あるしな。使いすぎると中毒になっちまうから、要注意だけど」

「中毒ですって？　依い存そん性があるということなの？　それはつまり、危険なのではなくて？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだって。まだ二回目だしな」

「まだ平気なのだとしても、そういうことは前もって知らせておくのが常識的な対応というものなのだわ。だいたい、あなたは──」

　メルカは眉まゆをひそめた。

「レゲイン……？」

「つ、通媒法な。通媒法」

　景敦はメルカのほうを見ようとしない。それはいつものことだが、態度がおかしい。

「そーかあ。なんにも感じねーかあ。うーん。つーことはあれだな。かなりうまく隠かくしてるっつーことだな。たぶん」

「景敦」

「二階か、三階か。まあ、考えたってしょうがねー。やってみりゃいいだけの話か」

「かーげーあーつー」

「よし」

　景敦は左手を壁かべに向かって突つきだした。

「我、刑天文院維つぐ陽はるノ名ニ於おいテ命ズ──化けて出ろっ！　限定解放、曝ばく露ろ眼がんグリグエラ！」

　青緑色の光があふれた。

　景敦の左手からだ。

　光に照らされた壁は、だが、壁のままだ。ただの壁以外の何ものでもない。

「移動するぞ」

　景敦は左手を前に突きだして歩きだした。

　メルカは景敦の左手をちらりと見た。

　指に睨にらまれた。

　正確に言えば、指の腹に眼球がついていて、それがメルカを睨みつけたのだ。

　気持ち悪い。

　メルカは景敦についていった。景敦の左手が青緑色の光を放射する懐かい中ちゆう電灯になっているようなかんじだ。その光が階段のあたりを照らしたときだった。

　何かいる。

　誰だれか、というべきか。

　隠れた。出てきた。顔を出している。子供だ。青白い顔をしている。目は穴ぼこみたいだ。

「あいつは」

「放課後の首くび吊つり死体……？」

　突とつ然ぜん、メルカの携けい帯たい電でん話わが鳴った。９９９９９９９９９９９。何だろう、この番号は。

「もしもし……？」

『こんにちは。派手なおねえちゃん』

「切るわよ？」

『……ごめんなさい』

　男の子の声だ。聞き覚えがある。

　ああ。

　相手が幽ゆう霊れいなのに、こんなにも落ちついている。まだ二回目なのに、もう心霊体験に慣れてきたのだ。メルカはわきあがってくる感動を、なんとか抑おさえつけた。

「何の用なのかしら、タケシくん」

『……いや、ぼく、タケシなんて名前じゃないんだけど』

「だったら、名乗りなさい。さっさと名乗らなければ、あなたは永遠にタケシと呼ばれつづけることになるのだわ」

「つーか、メルカ、おまえ、誰と話してんだよ」

　景敦が眉をひそめた。メルカは階段のところのタケシ（仮か名めい）を指さした。

「あの子なのよ」

「へえ。普ふ通つうのケータイにかけてこれんのか。しょぼい霊体のくせに、やるな」

『しょぼいって言わないで』

「しょぼいと言わないでほしいと言っているのだわ」

「実際、しょぼいじゃねーか。人間に取り憑つくくらいのことはできねーと、一人前の幽霊とは言えねーだろ。やっぱ」

『やろうと思えばできるよ。他人に迷めい惑わくをかけたくないから、やらないだけだよ』

「他人に迷惑をかけたくないからやらないだけで、本当は人間の一人や二人、取り殺すくらいのことは朝飯前らしいのよ」

「マジかよ」

『……ぼく、そこまでは言ってないよね？』

「バカね、タケシくん。こういうときは、はったりを利きかせておいたほうがあとあと有利なのだわ。後学のために覚えておくがいいのよ」

『でも、ぼく、もう死んでるし……』

「来世があるでしょう」

『ちゃんと成じよ仏うぶつして、生まれ変われるかな』

「夢は持ちつづけて、それに向けて努力しつづければ、いつか必ず叶かなうものなのだわ。叶わないのは、途と中ちゆうであきらめてしまうからなのよ」

『そっかー』

「そうなのだわ。げんに、見なさい。このあたくしを。こうしてあなたと話しているでしょう。幽霊と対話することは、あたくしの夢だったのよ」

『じゃあ、おねえちゃんはそのために努力してたの？』

「当然なのだわ。心霊関係の本を読みあさり、暇ひまを見つけては修しゆ行ぎように明け暮れていたのよ」

「その修行とやらは効果ゼロで、おまえの霊感が上がってるのは、レゲ──じゃなくて、通媒法のおかげだけどガッ」

　景敦は喉のどを押さえてうずくまった。メルカのチョップが景敦の喉のど仏ぼとけを直ちよく撃げきしたのだ。

「──それで、タケシくん」

『いや、だから……ぼく、タケシじゃないんだけど』

「だったら、さっさと名乗りなさいと何度言えば」

『……ごめんなさい。ぼく、生きてたころの記き憶おくがちょっと薄うすれてきてて。自分の名前、覚えてないんだ。でも、タケシではないと思うんだよね』

「そうだったの」

　メルカはちょっと考えこんだ。

「それなら、キヨシくん」

『キヨシでもないと思うんだ』

「ビートくん」

『ツービートは古いよ、おねえちゃん。古すぎだよ』

「贅ぜい沢たくなのだわ」

『……そうかな』

「それなら、長ちよう介すけくん」

『ドリフも古いよ。もうこっち側の人もいるし、全員集合できないよ』

「くわしいのね。そんなことはどうでもいいのだわ！　いったいどんな名前なら気に入るというのかしら!?」

『芸人じゃないとだめかな？』

「誰だれも芸人縛しばりなんて強要していないのよ！」

『じゃあ、ケンジとか』

「それは大おお槻つきケンヂなのかしら。それとも、坂さか口ぐち憲けん二じ？　マニアックなところで小お沢ざわ健けん二じ？　やっぱり芸人縛りで、たむらけんじ……？」

『やだなあ、おねえちゃん。ジュリーに決まってるでしょ』

「沢さわ田だ研けん二じ!?　あなたもなかなか古いのではなくて!?　没ぼつ後ご何年……!?」

『何年なのかなあ。そのへんはよくわからないんだけど、とりあえずケンジでお願い』

「しょうがないのだわ。それで、ケンジくん、あたくしに何の用があるというのかしら」

『あ、そうそう。それだよね。あの、もう一人のおねえちゃんのことなんだ』

「チョコちゃんの……!?　このウスノロ！　それならそうと早く言いなさい！」

『言いたかったんだけど、派手なおねえちゃんがぼくをタケシとか呼ぶから』

「切るわよ？」

『ご、ごめんなさい、おねえちゃん』

「あたくしの名前は兎我野メルカというのよ。メルカさんと呼ぶことを特別に許可してあげるのだわ。ありがたく思いなさい」

『あ、ありがとう、メルカさん』
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「わかればいいのだわ」

『で、もう一人のおねえちゃんのことなんだけど、ぼく、見たんだ。その場に居あわせたっていうか』

「チョコちゃんの身に何が起こったというの」

『連れていかれちゃったんだ』

「何ですって!?」

「……あいつ、何だって？」

　ようやく喉の痛みが治まってきたようだ。景敦が立ちあがってメルカの背筋をつついた。

「きゃうっ」

　メルカは思わずのけぞってしまった。背中や脇わき腹ばらはことのほか弱いのだ。ちなみに、髪かみの毛や耳も弱いのだが、そんなことは秘中の秘だ。

「い、いきなり何をするのよ！　この助すけ平べえ！　色しき魔ま！　性犯罪者！　エロガッパ！　エロ目小こ僧ぞう！　エロぬらりひょん！」

「……ちょっとつついただけだろ」

「心の準備というものが！」

「準備させりゃーさわってもいいのかよ」

「そんなわけがないでしょう！」

「つーか、いいから、あいつが言ってること教えてくれ」

「チョコちゃんが連れていかれてしまったらしいのだわ！　以上！」

「何に？」

『うんと、怖こわい人たちがいるんだ。人じゃないか。幽ゆう霊れい？　でも、ぼくみたいなのとは違ちがって、なんていうか……』

「はきはきと説明なさい！」

『ご、ごめんなさい、メルカさん』

「あーまだるっこしいな」

　いきなり景敦がくっついてきた。メルカの携けい帯たい電でん話わに耳を寄せてきたのだ。

　突つき飛ばそうとした。

　なぜかできなかった。

　顔が熱い。

　胸がどきどきしている。

　まさか、狭きよう心しん症しよう？

　千夜子でもあるまいし。

「そんで？　島原は何に連れてかれたんだよ？」

『えーと、力の強い、怖い人、じゃなくて、幽霊がいて、その手下っていうか』

「どこに？　わかるか」

『うん。見てたから』

「どこだ。教えろ」

『あそこ』

　ケンジは廊ろう下かの向こうを指さした。

『あそこに、生きてる人には見えない部屋があるんだ。おねえちゃんには、見えてたみたいだけど』
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　ケンジが示した場所にはドアがあった。

　もっとも、三号棟三階の構造を考えると、不自然な位置だ。ここにドアがあるわけがない。

　というか、さっき三号棟の三階を見て回ったときは、ここにドアなんてなかった。ただの壁かべだった。

　景敦の曝ばく露ろ眼がんグリグエラとやらの力で見えている。そういうことなのか。

　ドアの上にはプレートが据すえつけられている。

　プレートに書かれている文字は、文芸部。普ふ通つうは黒字なのに、なぜかこの部屋だけ赤字だ。

　見えなかったのに見えるようになったことを差し引いても、あからさまにあやしい。

　ケンジは階段のところからこっちをうかがっている。この部屋の中にいる何ものかを恐おそれているのだ。

「この先にチョコちゃんがいるのね」

「ケンジがおれらを騙だましてるんじゃなきゃーな」

　景敦は、ふん、と鼻を鳴らした。メルカはケンジをちらりと見た。

「あの子はいい幽霊なのだわ。あたくしたちを欺あざむいたりはしないのよ」

「わかるもんかよ」

「そのねじくれた心をやさしくまっすぐにしてくれる天使が、いつか目の前に現れるだろうなんて決して思わないことね」

「おれは用心深いだけだ。相手は鬼おになんだからな。ぜんぶ罠わなかもしれねー。それくらいのことは考えて当然なんだよ」

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず、という言葉があるのだわ」

「オケツにイラン……？　何だ、それ」

「虎穴に入らずんば虎児を得ず、なのよ」

「こけつ……」

　景敦は咳せき払ばらいをしてドアに手をかけた。

「わ、わかってるよ。ちょっと聞き間ま違ちがえただけだろ」

「あら、そうなの？　だったら、説明してみてくださる？　虎穴に入らずんば虎児を得ず。どういう意味なのかしら。もちろん、わかるのよね？」

「あ、あたりめーだろ。だから、あれだろ。こ、こけつにいらねーと、こじをえねーんだろ。そのまんまの意味じゃねーか」

「聞くは一いつ時ときの恥はじ聞かぬは一いつ生しようの恥、という言葉もあるのだわ」

「じゃあ、入るぞ」

　景敦はドアを開けた。

　ドアの向こうは部屋、ではなかった。

　廊下だ。両側にドアが並んでいる。ただ、どのドアにも大きな錠じよう前まえがついていて、開けられそうにない。

　それらすべてのドアの上にプレートが据えつけられている。

　プレートに書かれている文字は、文芸部。どれも赤字だ。

　寒気がする。

　あたりまえだが、ただの廊下ではない。

　この明かりは太陽光なのだろうか。どうも変だ。暗いわけではないが、廊下を照らしている光はやけにつめたい。

「何なのよ。これは」

「さーな」

　景敦は平然と歩きだした。気味が悪くないのだろうか。鈍どん感かんなのか。

　景敦が鈍感だろうと敏びん感かんだろうと、置いてゆかれてはたまらない。メルカは仕方なく景敦についてゆくことにした。

　それにしても、長い廊下だ。

「チョコちゃんったら、こんな廊下を通って部室にかよっていたのかしら」

「島原、天然っぽいしな」

「もう少し注意を払はらって毎日を送るように、きつく言い聞かせないといけないのだわ」

「そうしてやれ。まあ、ああいうやつは、どうしたっていろんなことに巻きこまれちまうだろうけどな」

「霊れい感かんがあるせいなのかしら」

「もともと余計なんだよ。そんなもん。なくたっていい。つーか、ねーほうがいいんだ」

「あったほうがいいに決まっているのだわ」

「おまえは知らねーからさ」

「何を知らないというのよ」

「そのうちわかるんじゃねーの」

　景敦は、ふん、と鼻を鳴らして口をつぐんだ。

　メルカは意識的に息を吸って、吐はいた。なんだか呼吸しづらい。きっと黙だまっているせいだ。喋しやべっている間はそれほど息苦しくなかった。

　何か話そうとした。

　行きすぎかけたドアが、ガタガタッと震ふるえた。

「ひゃうっ……！」

　メルカは思わず景敦に抱だきついてしまった。なんてことを。すぐに離はなれようとしたら、別のドアが、ガタガタッ。

　さらにまた別のドアが、ガタガタッ。

　こっちもガタガタッ。

　あっちもガタガタッ。

　そっちもガタガタッ。

　ガタガタガタガタッ。

　メルカは景敦に強くすがりついた。

「な、な、何なのよ!?　い、いったい何が起こっているのかしら!?　何がなぜどうしてしまったというの……!?」

「何かいるんだろ。部屋ん中に」

「な、何がいるのよ!?」

「知るかよ。わかんねーけど、何か閉じこめられてんじゃねーの。それで、鍵かぎがかけてあるんだろ。たぶん」

「だとしたら、もしかして、チョコちゃんもどこかの部屋に……!?」

「そいつはどーかな」

　景敦はちらっとメルカを見た。目があったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　その頰ほおは少し赤らんでいた。

「離れろとは言わねーけど。もうちっと力ゆるめてくんねーかな。歩けねーよ」

「はっ！　ご、ごめんなさい！」

　メルカは景敦から飛び離れた。

　景敦は耳の後ろやうなじをボリボリ搔かきながら、メルカの胸のあたりに視線をそそいだ。

「……しかし、でけーな」

「何か言ったかしら」

「いや。言ってねーよ。気のせいじゃねーの」

　景敦はまた歩きだした。

　ドアはまだガタガタ震えている。

　メルカは慌あわてて景敦のあとを追った。

　本当はしっかりと聞こえていた。本来ならば後頭部を一いち撃げきするところだ。今回だけは見み逃のがそう。やむをえない。メルカのほうから景敦に抱きついてしまったのだ。

　でも、薄うす々うす気づいてはいたが、そんなに大きいのだろうか。

　こんなもの、重くて肩かたが凝こるし、何か役に立つわけでもない。邪じや魔まなだけだ。

　小さくなってしまえばいいのに。

　廊ろう下かはつづく。

　どこまでもつづく。

　もう五十メートル、いや、ひょっとしたら百メートルくらい歩いただろうか。

　やっと果てが見えた。

　突つきあたりにドアがある。

　さらに百メートルほども先だ。

「……遠すぎるのだわ。いくらチョコちゃんでも、おかしいと思うのではなくて」

「島原が毎日この長い廊下を通ってたとはかぎらねーぞ。入り方で廊下の長さが変わるのかもしれねー。この廊下をつくったやつの気分次し第だいかもしれねー」

「ずいぶんめちゃくちゃなのね」

「違ちがうな。世の中にはこういう場所もある。メルカ、おまえは知らねーだけだ。普ふ通つうは知らなくていい。縁えんがねーからな」

「あたくしには知る必要があるのよ。チョコちゃんを助けださないといけないのだわ」

「そういう理由があったとしても、関かかわりたくたって関われねーこともある。おまえみたいにいわゆる霊感ってやつがねーと、まずそれがあるってことに気づかなかったりするしな」

「レゲインのおかげというわけなのね」

「まあな。レゲイ──じゃなくて、通媒法だけどな、通媒法。いや、つーか、これはあれだけどな。曝ばく露ろ眼がんな。やっぱ、レゲ──つ、通媒法くらいじゃあ、限度があるっつーか、なんつーか……」

　いいかげん認めればいいのに、見苦しい。

　レゲインとは、きっとあの飲み物の名前だ。

　メルカの霊感を高めたのは、おそらく通媒法ではない。レゲインの効能だろう。

　臀でん部ぶやら胸部やらを指圧する必要は、たぶんなかったのだ。レゲインだけでよかった。

　だとしたら、いったい何のために、そんな手のこんだ噓うそをついたのか。

　考えられる可能性は一つしかない。

　メルカは景敦の尻しりを思いきりつねった。

「い、いだぁだぁだぁだぁだぁだぁっ……！」

　泣け。叫さけべ。

　この助平。

「いでっ！　いでで！　ちょ、やめ、いたっ、いでって」

　メルカは指に力をこめて、最後にもう一ひねりした。

「だだだだだっ……！」

　そうして、離してやった。

　忌いまわしい。手が汚けがれてしまった。

　景敦は涙なみだ目めになっていた。

「……いてーよ。何しやがる」

「次の機会があったら、レゲインだけにしていただけるかしら」

「もうやめといたほうがいいんじゃねーの。中毒になりたかねーだろ。レゲインだけだとな。うん。そうなんだよ。そう。レゲインだけっつーのはやべーからさ。そのへんをやわらげるっつーか。そういうのが通媒法なんだよな。そこまでふくめてっつーか」

「とってつけたような言い訳にしか聞こえないのだわ」

「べつに信じろとは言ってねーよ」

「信じろと言われても信じるものですか」

　つねった程度で気がすんだわけではない。腹は立っている。でも、どういうわけか中ちゆう途と半はん端ぱな憤いきどおりだ。

　だいたい、こんな不思議な場所にいるというのに、なぜ一向に心が浮うき立たないのだろう。

　千夜子の身に危険が迫せまっているからだ。果たして、それだけだろうか。

　左右のドアはガタガタ震ふるえつづけている。

　もうすぐ突きあたりだ。

　ドアがある。プレートには赤字で文芸部。ただ、今までとは何か違う。色だ。

　赤いことは赤いのだが、黒っぽい光こう沢たくがある。

　まるで血のような色合いだ。

「覚えとけ、メルカ」

　景敦が足を止めて、ちらりとメルカを振ふり返った。妙みように底暗い、つめたい目だった。

「知らねーほうがいいことも、世の中にはたくさんあるんだよ」

　メルカは気づいた。そのドアには錠じよう前まえがついていない。

　ドアがひとりでに開いた。

「ひぅっ」

　メルカは悲鳴をもらして跳とびあがったが、景敦は平然と前に向きなおった。

　ドアの先は部屋だった。

　長机が並んでいて、椅い子すがある。黒板がある。ロッカーがある。

　まずまず標準的な部室の作りだ。

　窓の向こうには燃えるような夕ゆう映ばえの空が広がっていた。

　おかしい。

　まだ夕焼けの時間ではないはずだ。

　そんなことはどうでもいい。

　正面の椅子に千夜子が座っている。隣となりに顔を向けて、何かひとりごとでも言っているのか。声は聞こえないが、あれはまぎれもなく千夜子だ。メルカは部屋に駆かけこもうとした。

「チョコちゃん……！」

「待て！」

　あと一歩のところで景敦に抱だきとめられた。

「何をするの!?　放しなさい！」

「だから、待てって！」

「なぜ待たなければいけないのかしら！　あそこにチョコちゃんがいるのよ！」

「変だと思わねーのか！　こんなに騒さわいでるのに、こっちを見もしねーんだぞ！」

　言われてみれば、たしかに変だ。もしかして、これは罠わなか何かなのか。

　そうかもしれないが、こんなにきつく抱きしめることはない。

「……く、苦しいのだわ。勝手に行ったりしないから、放してちょうだい」

「お、わ、悪わりぃ」

　景敦はメルカを放してそっぽを向いた。

「い、今のは違うからな。わざとじゃねーぞ」

「そんなことはどうでもいいのよ。チョコちゃんを」

「あ、お、おう。そうだな。メルカ、おまえはここにいろ。おれが先に入って確かめる」

「あなたが入るというのなら、あたくしも一いつ緒しよに」

「だめだ。おれの言うとおりにしろ」

　強い口調だった。景敦は首だけ振り返らせた。目をあわせてはくれなかったが、真しん剣けんな顔つきだった。

「おれはプロなんだ。おれの判断に従え。おまえはここにいろ。いいな」

「……わかったのだわ」

　逆らえなかった。メルカは胸を押さえた。なんだか心臓がきゅっとしたのだ。

　兎我野メルカに対して強く出てくる者なんて、めったにいない。つまり、メルカはこういう扱あつかわれ方に慣れていないのだ。きっとそのせいだろう。

　景敦が部屋の中へと足を踏ふみ入れた。

　その瞬しゆん間かん、消えた。

　何もかもが。

　地面までもが消え失うせたかのようだった。自分は立っているのか。座っているのか。それとも、宙に浮いているのか。それすらもわからない。

　気がつくと、メルカは硬かたい床ゆかの上で横向きに寝ね転ころんでいた。

　ここは。

　廊ろう下かだ。学校。三号棟だ。

「……むぇ……」

　変な声がした。よく知っている声だ。後ろだ。

　メルカは飛び起きて振り返った。

　しゃがんで、抱き起こして、ぎゅっと抱きしめて、頰ほおずりをした。

「チョコちゃん！　チョコちゃん！　チョコちゃん！」

「……ふぃ？　はれぇ……？　わたし……あにゃ……？」

「チョコちゃん！　チョコちゃんなのだわ！　チョコちゃん！」

　メルカは千夜子の顔をまじまじと見つめた。ちょっと血色がよくないが、千夜子だ。どこからどう見ても千夜子だ。千夜子以外の何ものでもない。

　その顔がぐちゃぐちゃになった。

　千夜子の顔だけではない。

　視界全体がめちゃくちゃになった。

「……メルカ……さん？」

「そ、そうなのよ。メルカさんなのよ」

　メルカは慌あわてて目のまわりを袖そででぬぐった。千夜子は、へにゃ、というかんじのとけそうな笑え顔がおを浮うかべた。

「わあ。メルカさんだあ」

「だから、そうだと言っているではないの。チョコちゃんったら、もう」

　メルカはもう一度、千夜子を抱きしめてから、首をひねった。

「……景敦？」

　あたりを見まわしてみた。ここは三号棟の三階のようだ。いない。見たところ、メルカと千夜子だけだ。他ほかには誰だれもいない。

「景敦くん……？　メルカさん、景敦くんがどうかしたの？」

「どうしたもこうしたも、今の今まで一緒に」

「なんで景敦くんと？　あれ？　そういえば、わたし、どうしてこんなところに……？」

「まあ、チョコちゃんってば、何も覚えていないというのかしら」

「ええと、部活に出て、それで……それから、部活……してたよ？　部活というか、ほとんど鬼き貫ぬき先せん輩ぱいのお話を聞いてただけなんだけど」

「チョコちゃん、落ちついて聞きなさい」

　メルカはこの学校に鬼貫という生徒はいないこと、当然、文芸部の部長らも鬼貫を知らないことなどを千夜子に語った。

　千夜子は最初、ぽかんとしていたが、だんだん表情が曇くもってきた。

「そういえば、鬼貫先輩以外の部員は幽ゆう霊れい部員ばっかりなんだけど、たまに顔を出すこともあって。でも、全員ちょっと変な人なの」

「変とは？」

「なんか、顔が真っ青で。足音も立てないで歩いたり。あと、私服だったり、老ふけ顔だったり。挨あい拶さつしても、返事をしてくれないし」

「……チョコちゃん、それは果たして、普ふ通つうの人間なのかしら」

「そう思ってたんだけど、今から考えると、幽霊部員って──」

「まさしく幽霊部員だったというオチ？」

「だったりして」

　千夜子は、にへ、と笑った。

　にへ、ではない。

　メルカの携けい帯たい電でん話わが鳴った。出ると、ケンジだった。

『もしもし、派手なメルカさん』

　メルカは電話を切った。またすぐにかかってきた。

『……ごめんなさい。もうしません』

「何の用なのかしら」

『おねえちゃん、戻もどってきたんだね』

「ええ。あたくしたちのことを見ているのね。どこにいるのかしら」

『上だよ』

　メルカは天てん井じようを見上げた。

　天井からケンジの顔がにゅっと飛びだしていた。

「あっ。首くび吊つり死体くん！」

　千夜子が手を振ふると、ケンジも天井から手を突つきだして振り返した。

『よかった。でも、おにいちゃんは？』

「そうなのよ。問題はそれなのだわ」

「はっ！」

　千夜子が目を見開いて両手を打ちあわせた。

「あれ？　わたし……昨日、首吊り死体くんに会った……よね？　いつ？　あれってたしか、部活の帰り……なのに、なんでわたし、ついさっきまでずっと部活してたの？」

「あたくしが景敦を連れてこなければ、チョコちゃんは永遠に鬼貫の愚ぐにもつかない話を聞かされつづける羽目になっていたかもしれないのよ」

「え？　それってどういう……？」

「景敦が言っていたのだわ」

　千夜子がいなくなったのは、自分のせいかもしれない、と。

　千夜子は景敦をおびきよせるための囮おとりだったのかもしれない。

　事実、千夜子を取り戻すことはできたが、代わりに景敦がいなくなった。

「あたくしはただ、チョコちゃんを。それだけなのよ」

　メルカは唇くちびるを嚙かんだ。

　でも、景敦に千夜子のことを話したのはメルカだ。責任がある。

『ひょっとして、今度はおにいちゃんが捕つかまっちゃったの……？』

　メルカは答えずに携帯電話を切り、立ちあがって壁かべを睨にらみつけた。

　場所からして、さっきはここにドアがあったのだ。今はない。メルカには見えない。

「チョコちゃん」

「なあに？」

「ここにドアはある？」

「ドア？」

　千夜子はメルカの隣となりに立って壁を見つめた。

「壁しかないよ？」

「そう」

　霊れい感かんが強い千夜子にも見えないのか。

　メルカは壁に手をあてた。

　何も感じない。ただの壁だ。

　でも、きっとこの向こうに景敦がいるのだ。

「チョコちゃん。あなたは鬼貫に囚とらわれていたのだわ」

「……鬼貫先輩が、わたしを？　どうして？」

「この際、それはどうでもいいことなのよ。重要なのは、あたくしと景敦がチョコちゃんを救いだそうとしたということ。チョコちゃんはこうして無事だったけれど、景敦は鬼貫の手に落ちたのだわ」

「景敦くんが……？」

「そうなのよ。景敦を助けないといけないのだわ」

「う、うん」

「チョコちゃん、あたくしに力を貸しなさい」

　メルカは千夜子と手をつないで、あいているほうの手で壁を押した。千夜子もおそるおそる同じことをした。

　だめか。

　壁は壁でしかない。

　いったいどうすればいいのか。

　天井から何かが降ってきた。ケンジだ。ケンジは音もなく床ゆかに降りたって、メルカと千夜子の間に立ち、壁に両手をそえて口を動かした。

　声は聞こえなかったが、ケンジの気持ちは伝わってきた。

　三人の思いが一つになった。

　その瞬しゆん間かん、壁が壁でなくなった。

　メルカの、千夜子の、ケンジの手がめりこんでゆく。

　泥どろ沼ぬまに飛びこんだかのようだった。

　視界が暗転した。

　通り抜ぬけると、明るくなった。

　窓の外には夕ゆう映ばえの空が広がっている。あの部屋だ。

　その女は窓まど際ぎわの椅い子すに腰こしかけていた。

　女の膝ひざを枕まくらにして、景敦は眠ねむっているのか。

　前まえ髪がみだけ眉まゆのあたりで切りそろえてあるが、女の真っ黒い髪かみはものすごく長い。女の下半身にもたれるような恰かつ好こうになっている景敦にかかり、床にまで届いている。

　女は目を細めて紅あかい唇を微笑ほほえませ、我が子をあやすように景敦の頭を撫なでている。

　大本山高校の制服を着ているし、見かけは十代の小こ娘むすめだが、違ちがう。

　あの女は小娘なんかではない。

「き、鬼き貫ぬき……先輩」

　千夜子がそう呼ぶと、女は顔をこちらに向けて、あら、と言った。

　島原さん、戻もどってきてしまったのね。あなたはもういらないのに。

　声。これは声なのだろうか。女は唇を動かさなかった。聞こえたことはちゃんと聞こえたが、何か変だ。かなり変だ。

　メルカは前に進もうとした。どうしたことだろう。足が動かない。

「か、景敦を、返しなさい」

　声も震ふるえてしまった。

　鬼貫は、う、ふ、ふ、と笑った。

　返さないわ。

　返すものか。

　ようやく手に入れた。

　これはもう、わらわのもの。

「鬼貫先輩、いつもと口調がっ……!?」

「そんなことは些さ細さいな問題なのよ、チョコちゃん。もっと他ほかに気にするべきことがあると思うのだわ」

「あっ。景敦くんが鬼貫先輩に膝枕されちゃってる！」

「そうね。そこは大事なところね」

「はれっ？　首くび吊つり死体くんは？　いないよ!?」

　メルカの携けい帯たい電でん話わが鳴った。電話ではなく、メールだった。




　こわいので　にげます　ごめんなさい　ケンジ




「……メールまで習得したのね、ケンジくん」

「あとは、あとは、ええと……」

　千夜子は鬼貫と景敦を指さした。

「景敦くんを助けないと！」

「そうなのよ、チョコちゃん！　それが最重要事じ項こうなのだわ……！」

　メルカと千夜子は手を握にぎりあって足を前に進めようとした。

　景敦が身じろぎした。

　頭をもたげて、こちらを見た。

「……くるな」

　その首に鬼貫の髪の毛が巻きついた。首だけではない。全身だ。

　う、ふ、ふ、ふ、ふ。

　鬼貫の髪の毛はどんどんのびて広がってゆく。

　景敦はもう髪の毛の中に埋うもれてしまいそうだ。

　鬼貫がおもむろに立ちあがると、景敦の身体からだも持ちあげられた。

　髪の毛は窓を覆おおい隠かくそうとし、部屋の半ばほどを占せん領りようしつつある。

　景敦は髪の毛に引きあげられて、鬼貫の前に吊つり下げられるような形になった。

　鬼貫は白い手をのばして、景敦の頰ほおをそっと撫でた。

　うまそうじゃのう。

　そなたはじつに、うまそうじゃ。

「……そうでも、ねーぞ、きっと……」

　景敦は顔をゆがめて、しぼりだすように言った。髪の毛に首を絞しめられているのだ。苦しくないはずがない。

「それに……どうせ、おまえに、おれは……食えねーよ」

　いつぞやはしくじったのじゃ、と鬼貫が唇くちびるを動かさずに言った。

　かつて、ひとたび。

　ふたたび。

　みたびしそんじたのじゃ。

　こたびこそはしくじらぬ。こうしてそなたをとらえた。そなたを食ろうてくれる。

「へっ……やれるもんなら、やって……みろって」

　景敦は笑えみを浮うかべてみせた。どう見ても強がりだ。

　そうさせてもらおうかの。

　鬼貫が景敦の首の後ろに両手を回した。

　メルカは千夜子と一いつ緒しよに駆かけだそうとした。景敦が叫さけんだ。

「くるなって言ってんだろ！」

　髪かみの毛がうねり、蠢うごめいた。

「まっ──」

「にゅぇっ！」

　メルカと千夜子は手で目を覆った。

「え……？」

　景敦は自分の身体を見た。

　なんて器用な髪の毛だろう。

　そういう問題でもないか。

　感心している場合ではない。

　景敦は剝かれていた。

　服だ。上も、下も脱ぬがされていた。残るはただ一枚。ボクサーブリーフだけだ。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待った！　な、なんで！」

　景敦はまた叫んだ。その声が裏返っていた。ほとんど悲鳴だった。鬼貫が桃もも色いろの舌で紅あかい唇をぺろりと舐なめた。

　わらわは待たぬ。

　これ以上は待てぬ……！

「だ、だ、だ、だめだって！　おま、だって、これ、や、やめろ……！」

　メルカは目をつぶった。見てはいけない。見るべきではない。気になって仕方なかった。

　ちょっとだけ開けた。

　見てしまった。

　一いつ瞬しゆんだけだ。すぐに目をつぶった。どうということはない。ようするに、人体の一部ではないか。それだけだ。心臓が高鳴っている。少しびっくりしただけだ。

「わー。わー。わー……」

　千夜子が小声で何か呟つぶやいている。

「わー。なんか、ちょっとおっきかったかも。わー。わー……」

　誰だれと比べて……!?

　尋たずねたいが、尋ねないほうがいいような気もする。だいたい、それどころではない。

「や、やめろって……！　マジやめてくれ！　な、何すんだよ！　やめろ……！」

　景敦はどうなっているのか。裸はだかにされて、いったい何をされようとしているのか。

　メルカは思いきって、もう一度、薄うす目めを開けてみた。

「なぜ濡ぬれ場に……!?」

　景敦だけではなかった。今や鬼貫まで白い裸ら体たいをさらしていた。

　髪の毛がベッドを作っていて、その上に横たえられた景敦に、全裸の鬼貫がまたがろうとしている。

　景敦は身をよじって髪の毛の拘こう束そくから逃のがれようとしているが、まるでだめだ。髪の毛はびくともしない。

「──くっ……！　こうなったら！　我、刑けい天てん文もん院いん維つぐ陽はるノ名ニ於おいテ命──」

　そこまで言ったところで、景敦の口を髪の毛がふさいだ。

　無む駄だじゃ。

　鬼貫が声ならぬ声でそう言って、ゆっくりと腰こしを沈しずめてゆく。

　あぁ……。

　ああぁ……。

「……あの、メルカさん」

　千夜子はまだきつく目をつぶっている。

「わたし、目を開けてもいいと思う？」

「いけないのだわ、チョコちゃん。だめ。絶対にだめなのよ」

「そ、そっか」

「だめなのだわ」

　メルカは焦あせっていた。ぼうっとしてもいた。髪の毛が邪じや魔まで、景敦のその部分も、鬼貫のあの部分も見えない。いったい何が起ころうとしているのか。どうすればいいのか。

　ただ一つだけ確かなことがある。

　いやだ。

　こんなのは、いやだ。

　メルカは声を張りあげた。

「いやあああああああああああぁぁ……！」

　何かがメルカの願いを聞き届けてくれたとでもいうのか。

　景敦の身体からだが光った。真っ白い光だった。その光はたちまちのうちにある形をなした。

　それは人だった。

　女だ。

　着物のようなものを身にまとい、髪を結ゆっている。いや、着物というよりも、巫女みこの装束に近い。近いが、違ちがう。肩かたや胸むな元もとの肌はだがのぞいていて、なまめかしい。頭とう髪はつも、ある部分は結い、ある部分はそのまま垂らしている。美しいが、奇き妙みような髪かみ型がただ。

　あでやかだが、気品のある女だった。

　女は鬼貫に掌てのひらを向けた。

「穢けがりゃあしぃ邪じや鬼きめが。われが子孫に手を出すとは不ふ遜そんなりゃあ」

　鬼貫は光に目がくらんだのか、目をつぶってのけぞっていた。ようやく目を開けた。

　ひい……！

「去いねぃ、邪鬼」

　女の掌から陽光にも劣おとらない強きよう烈れつな白光が放たれた。

　純白の光は一瞬ですべてを包んだ。

　何も見えなくなる前に、メルカは千夜子と抱だきあった。

　千夜子の感かん触しよくとぬくもりだけがよりどころだった。

「……くそ、維つぐ陽はるに助けられちまったか」

　声が聞こえた。

　景敦の声だ。

　やがて視力がだんだんと回復してきた。

　よくわからないが、どうやら戻もどってきたらしい。ここは三号棟三階の廊ろう下かのようだ。

　メルカは千夜子と目を見あわせた。どちらからともなく微笑ほほえんで離はなれ、ほっと息をついた。もう大だい丈じよう夫ぶのようだ。
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「その維陽というのは、あの女性のことなのかしら」

　メルカは訊ききながら景敦を捜さがした。

　景敦はすぐそばにいた。

　足あし許もとだ。床ゆかに座りこんでいた。

「ああ。まあ、なんつーか、ご先祖さまっつーかな。そんなかんじ」

「ご先祖さま……？　守しゆ護ご霊れいということ？」

「んー。違ちがうっちゃー違うけど、それでもいいかな。説明すんの、めんどくせーし」

「きちんと説明してほしいものなのだわ。あたくしは──」

　メルカは慌あわてて顔をそむけた。

「……その前に、服を着ていただけるかしら」

「あ」

「わー……わー……やっぱり、なんか、ちょっとおっきいかも……」

「だから、チョコちゃん、誰だれと比べて……!?」

「ぬぇ？　お父さんだけど？」

「……つーか、着るもんがねーんだけど……」

「え……」

「わー……」

「つ、維陽のやつ……あいつ、ぜってーわざとだろ……ど、どうすりゃいいんだ……」
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　明くる日の黄たそ昏がれ時どきだった。

　メルカは刑天文院家のチャイムを鳴らした。

　景敦は五度目で門を開けてくれた。

「何しにきた」

「入らせてもらうのだわ」

　メルカは有う無むを言わせず刑天文院家の敷しき地ち内に足を踏ふみ入れた。

　家に上がりこんで居間へ行くと、掛かけ軸じくの下で猫ねこが香こう箱ばこを作っていた。

　メルカは卓袱ちやぶ台だいのそばに正座した。

　卓袱台の上には、古そうな和わ綴とじの書物が重ねられていた。

「……何なんだよ、いったい」

　景敦は居間の戸口で首筋を搔かいたりため息をついたりしている。

　メルカはじっとしていた。言いたいことはあるのだが、言いだすことができなかった。

　景敦はこれみよがしに大きなため息をついた。

　それからゆっくりと歩いてきて、卓袱台の向こうに片方の膝ひざを立てて座った。

「島原は？」

「帰宅したのだわ」

　なぜ真っ先に千夜子のことを訊くのだろう。景敦の目の前にいるのはメルカなのだ。

「あたくしは一人できたのよ」

「いや、それは見りゃーわかるけどな」

　景敦は相変わらず目をあわせようとしない。苛いら々いらする。

「あいつは狙ねらわれやすそうだし。つーか、今回の件はおれのせいだったしな」

「霊れい感かんがあるのも困りものなのね」

「ああ。言ったろ。あんなもん、ねーほうがいいんだ」

「チョコちゃんは大丈夫なのよ。今日はあたくしが家まで送ったのだわ」

「それならいいけどな」

「心配には及およばないのよ」

「べつに心配なんかしてねーよ」

　景敦は卓袱台の上から一冊の書物を手にとって、メルカに向けて放った。

　メルカは書物を開いてみた。印刷ではない。筆で書かれている。ミミズの這はったような筆ひつ跡せきだ。読めないことはないが、ひどく読みづらい。

「何なのかしら。これは」

「倉から見つけてきた。おれのひい祖父じいさんか、ひいひい祖父さんが書いたやつみてーだな。鬼貫のことが書いてある」

「鬼貫の……？」

「ほんとの名前は、絹に連なるって書いて絹きぬ連つららしいけどな。昔々このへんの姫ひめさまだったみてーだけど、いろいろあって鬼おにに成り果てた。何回かうちの先祖にちょっかい出して、そのたびに撃げき退たいされたとか、なんとか」

「あなたの家と因いん縁ねんのある相手というわけなのね」

「迷めい惑わくな話だ」

「なぜ絹連はあなたの家の者を狙うのかしら」

「さーな」

　景敦は畳たたみに両手をついて天てん井じようを仰あおいだ。ごまかしているのだ。本当は何か理由があって、景敦もそれを知っている。答えたくないのだろう。

　知らねーほうがいいことも、世の中にはたくさんあるんだよ。

　景敦の言葉だ。

　そんなことはないとメルカは思いたい。

　でも、絹連を巡めぐる一件は、決して愉ゆ快かい痛快な出来事ではなかった。むしろ恐おそろしかった。

「あなたが生きている世界では、あんなことはめずらしくも何ともないのかしら」

「んなこたーねーよ」

「質問させてちょうだい」

「答えなくていいなら、勝手にしろ」

「なぜあなたは高校へ行かなかったのかしら」

　刑天文院家の居間は静かだ。

　静かすぎるほどに。

　景敦は、ふん、と鼻を鳴らした。

「生まれたときから、勉強が嫌きらいで嫌いで仕方ねーからだよ」

「そう」

　景敦はやはりメルカの目を見てくれそうにない。

　メルカはあきらめて卓袱台に視線を落とした。

　いま気づいた。

　和綴じの書物の中に、一冊、普ふ通つうの本が交じっている。

　黄色い背表紙に、緑色や黒で書かれたタイトルは『まんがで学ぶことわざ辞典』だ。

　虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えず。

　メルカはそっと笑った。

「景敦」

「何だ」

「今日はあなたにお礼を言いにきたのよ」

　メルカは膝の先で両手の指先を重ねて、腰こしを折った。

「チョコちゃんを助けてくれてありがとう」

「……だから、それはもともとおれのせいだって」

「感謝しているのだわ」

「……ああ。まあ、それは、な」

「それだけなのよ」

　メルカは頭を上げ、立ちあがって、一度も景敦のほうを見ずに居間をあとにした。

　廊ろう下かの途と中ちゆうで立ち止まり、振ふり返った。

　景敦は追いかけてこなかった。

　見送りくらい、してくれてもいいのに。




























「だ！　か！　ら！」

　大おお本もと山やま高校一年一組の教室に国語担当教きよう諭ゆ豊とよ臣とみかづみ（24）の怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

「兎と我が野のさん！　授業中に堂々と月刊ヌーを熟読しないでって、何回言ったらわかってくれるのかな!?　先生、もう泣いちゃうけど、いい!?　いいわよね!?」

　かづみ先生は眼鏡めがねが似合う美人で、とても肉感的な身体からだつきをしている。白いブラウスはいつもはちきれそうだ。スカートはタイトで短い。男子生徒にはとても人気がある。

　ただ、ちょっと怒おこりっぽい。

「兎我野さん！　ねえ！　先生の話、聞いてる!?　聞こえてはいるよね!?　先生、こんなに大きな声を出してるわけだし、聞こえないわけないもの！　何!?　じゃあ、先生のこと、無視してるのかな!?」

　島しま原ばら千ち夜よ子こは、友人の兎我野メルカが先生に叱しかられると、なんだか自分が怒られているような気分になってしまう。

　それなのに、当の本人はどこ吹ふく風だ。

　メルカは腕うで組ぐみをして、右手で唇くちびるをさわりながら、机の上に広げた月刊ヌーを黙もく々もくと読み進めている。

　ウエーブのかかった髪かみの毛は、だいたい半分くらい緑だ。当然、もともとではない。染めているのだ。

　マニキュアも緑で口紅は銀色、睫まつ毛げはバッサバサ、さらに年中冬服なので、とても目立つ。

　メルカはときおり唇から右手を離はなして、月刊ヌーのページを繰くる。

　その眼まな差ざしは真しん剣けんそのものだ。

「とっ！　がっ！　のっ！　さんっ！」

　かづみ先生が教科書で教きよう卓たくをバシバシ叩たたいた。

　メルカはかまわず月刊ヌーを読みつづけている。

「ああ、そう？　そうなの？　先生のこと、舐なめてるんでしょう？　甘く見てるのよね？　そうなのよね？」

　かづみ先生は半分涙なみだ目めでチョークを引っつかんだ。

　投げた。

　ナイスコントロール。

　メルカは、だが、ひょいと首を曲げてチョークをよけた。

「いだっ」

　チョークはメルカの後ろの席の東ひがし川かわくんの額に命中した。

　メルカがおもむろに顔を上げた。

「やかましいのだわ。いったい何の騒さわぎなのかしら」

「あなたのせいでしょう！」

　かづみ先生の怒鳴り声は雷かみなりみたいだ。

　メルカはため息をついた。

「金切り声をあげている暇ひまがあったら、授業を進めてはどうなの？」

「あなたがそれを……！」

「少なくとも、あたくしは他人の邪じや魔まをしてはいないのよ。このクラスの生徒たちの学習を妨さまたげているのは、どこの馬の骨とも知れないあなたなのではなくて？」

「わたしはどこの馬の骨でもない、れっきとした教師です！」

「それくらい見ればわかるのだわ。教師なら教師らしく、せめて教師としての務めを果たしなさい」

「やるわよ！　やればいいんでしょう！　やれば！」

「そのとおりなのよ。取るに足らない場末の高校教師は、せいぜいクソつまらない授業でもしていなさい」

「キーッ……！」

　かづみ先生はお猿さるさんのように顔を真っ赤にして跳とびあがった。

　メルカは涼すずしい顔でふたたび月刊ヌーに目を落とした。

　かづみ先生はとうとう本格的に泣きだしてしまった。

　とても授業になんかならなかった。
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　放課後の職員室に入ると、いつも千夜子はちょっぴり緊きん張ちようしてしまう。

　なぜメルカは平然としていられるのだろう。

　先生に呼びだされたのは、千夜子ではなく、メルカだというのに。

「で？」

　メルカは細身なのにえらく豊かな胸を堂々と張って、椅い子すに座っている担任の滝たき花はな先生を見下ろした。

「ろくすっぽ役に立たない授業がようやく終わったというのに、あたくしをこんな豚ぶた小ご屋や同然の場所に呼びだして、いったい何の用だというのかしら」

「……と、兎我野、おまえなあ。仮にも教師に向かって、いきなりそんな口の利きき方はないだろう」

「あたくしは用があるのならさっさと言いなさいと命令しているのよ、コロンボ」

「だから、教師に命令するなって。あと、呼び捨てにするのもよせ。いや、呼び捨てですらないだろうが、それ」

「進歩がないのね。毎度毎度似たようなことを言っているのだわ」

「そういうことだけは、しっかり覚えてるんだな……」

　滝花先生は刑けい事じコロンボという、古い映画だかドラマだかの主人公に似ているらしい。それで、コロンボ、と呼ばれている。千夜子はよく知らないのだが、どうやら年季の入ったあだ名のようだ。

「兎我野、おまえ、豊臣先生を泣かしただろう」

　滝花先生は声をひそめて、ちらりと遠くの席に視線を投げた。かづみ先生の席だ。

　かづみ先生はノートパソコンのキーボードをパチパチ叩いている。やけに強く叩いている。

「豊臣ですって？」

　メルカは眉まゆをひそめた。

「それは誰だれのことなのかしら」

「国語の先生だよ。国語」

「ああ。あの色しき情じよう狂きようの唐とう変へん木ぼく」

「お、おい、兎我野、豊臣先生、いるんだからな、あそこに」

「それが何か？」

「いや、だから、何か、じゃなくてだな……」

　滝花先生は頭を抱かかえて、千夜子を見た。

「ていうか、なんで島原が一いつ緒しよなんだ。一人でこいって言わなかったか」

「あ、あのう、それは……」

「チョコちゃんは黙だまっていなさい」

　メルカは半歩ほど滝花先生に近づいて、すうっと目をすぼめた。

「あたくしはこのあと、チョコちゃんと一緒に行くところがあるのよ。だからついでにつきあってもらったのだわ。何か文句があるというのかしら」

「いや、文句っていうかな……あるけどな。それなりに」

「言っておくけれど、聞く耳を持つ予定はないのよ」

「そ、そこをなんとか……って、なんで俺がおまえに頼たのみこまなきゃならないんだ？」

「あなたが底そこ抜ぬけに無能だからなのではなくて、コロンボ」

「だから、せめてな。名前をな……」

「とくに用事がないというのなら、あたくしは帰るのだわ。ごきげんよう、コロンボ」

「ご、ごきげんよう……て、おい」

「さあ、行きましょう、チョコちゃん」

「う、うん」

　これでいいのだろうか。

　よくない気がしてしょうがないが、メルカはいつもこうなのだ。
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　大本山高校から二十分ほど歩いた。

　千夜子とメルカはやたらと大きな古い屋や敷しきの前にいる。

　刑けい天てん文もん院いん。

　門に掲かかげられた表札には、そう書いてある。

　メルカがチャイムを連打すると、やがて門が開いて、男の人が出てきた。

　男の人といっても、まだ若い。千夜子たちと同どう年ねん輩ぱいだ。

　長めの髪かみはボサボサで、Ｔシャツにジーンズにサンダル履ばきという、ちょっとだらしない恰かつ好こうをしている。

「またおまえらか」

　刑天文院景かげ敦あつは刑天文院家の当主だ。この広い屋敷で一人暮らしをしている。ちなみに、高校には通っていない。

「何しにきた」

　景敦はＴシャツの中に手を突つっこんで、おなかをボリボリ搔かいた。相変わらず、千夜子ともメルカとも、目をあわせようとしない。

「チョコちゃん」

　メルカに腰こしのあたりをそっと押された。千夜子はうなずいた。

「え、えっと」

　刑天文院家に到とう着ちやくするまでの二十分間で、何度も練習した。メルカに、こんなふうに言いなさい、と命じられたのだ。

「あの、わたしたち、遊びにきたの！」

「……は？」

　景敦は口をあんぐりと開けて、おなかを搔く手を止めた。

　びっくりしているようだ。そのせいか、景敦はめずらしく千夜子の目を見ている。

　千夜子はメルカに教えられた台詞せりふを反はん芻すうした。忘れていない。大だい丈じよう夫ぶだ。

「ええと、かくかくしかじかで」

「チョコちゃん、違ちがうのだわ。かくかくしかじかをそのまま言ってはだめなのよ」

「ふぇ？　そ、そだったっけ？」

「練習したでしょう。そこは出会いをふくめた経けい緯いをかいつまんで説明するのだわ」

「あ、そ、そうだったよね。えっと、出会いは……放課後の首くび吊つり死体！　そう！　その節はどうもお世話になりましたっ！」

「……ああ」

「えっと、それから、それから、そのあとも！」

「まあ……」

「いろいろあって、せっかくお友だちになれたので！」

「いや、べつに友だちとか」

「ち、違った？　違うのかな!?」

「え」

「お友だちじゃなかったら、何なのかな」

　千夜子は唇くちびるをへの字に曲げた。

　ゆえあって知りあい、目的を共有して一緒に行動したこともある。

　同年輩だ。

　千夜子たちが通っている学校の、すぐそばではないが、徒歩圏けん内ないに家がある。これはあまり関係ないか。

　血けつ縁えんはない。当然だ。

　幼おさ馴なな染じみでもない。

　やはり友人ではないだろうか。

「うーん……もし、お友だちじゃないとしたら……」

「や、島原、おまえ……そんな、真しん剣けんに悩なやむこたーねーだろ」

「だって、わたしはバカだから、すぐには思いつかないけど、きっと何か正しい答えがあるはずだしっ」

「そりゃあ、なんかあるだろうけどな……」

「考えたいんで・すーっ！　考えないといけないんで・すーっ！　時間がかかってもいいから、ちゃんとじっくり考えて、自分で答えを出しなさいって、小学校二年生と三年生のときの担任の辻つじ方かた先生が！」

「チョコちゃん、それはおよしなさいな」

「ふぇ？　な、何？」

「すーっ、というの」

「わ、わわわわたし、また言ってた？」

「言っていたのよ。性しよう懲こりもなく」

「ご、ごっ、ごめんなさいっ！　わたし、生まれてこのかた、学習能力がマイナスでっ！」

「……う、うぜえ、こいつ」「本当に、うざい。この子」

　景敦とメルカが顔を見あわせて、咳せき払ばらいをした。

　千夜子は首をひねった。

「いま何か言った？」

「空そら耳みみなのではなくて」

「そっか」

　昔からだ。よく誰だれも言っていないことが聞こえる。きっと体質なのだろう。

「とにかく」

　メルカが前に進みでた。

「そういうことで、お友だちのよしみで遊びにきてあげたのよ。せいぜいありがたく思えばいいのだわ」

「……茶は出さねーからな」

　景敦は門を閉めずに背を向けて歩きだした。
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　三十分たった。

　四十五分経過して、一時間たった。

　刑天文院家の居間は平和だ。

　景敦は畳たたみの上に横になって頰ほお杖づえをつき、テレビを見ている。

　メルカはきちんと正座して、やはり一応、テレビを見ているのか。

　千夜子の膝ひざの上では黒くろ猫ねこが丸くなって眠ねむっている。

　ときおり寒気がして、掛かけ軸じくに目を向けると、きれいな女の人と目があう。

　もちろん、掛け軸に描えがかれた絵だ。どう見ても絵なのだが、ただの絵ではない。そんな気がしてならない。

　いきなりメルカが立ちあがった。

「暇ひまなのだわっ！」

「……あー？」

　景敦はゆっくりと首を回し、あくびをした。

「暇って、何がだよ」

「何が、ではないでしょう！」

　メルカは畳を蹴けりつけるようにして景敦に近づいていった。

「なぜ黙だまってドラマの再放送を見ていなければならないのかしら！　あたくしはそんなことをするためにきたのではないのよ！」

「ふーん」

「ふーん、ではないのだわ！」

「へー」

「へー、でもないでしょう！」

「あ、あの、メルカさん」

「何かしら!?　チョコちゃん！　今は忙いそがしいから、手短にすませてちょうだい！」

「うん。えっと、それじゃ、簡単に言うと、景敦くんがメルカさんのスカートの中をのぞいているような気が」

「何ですって……？」

　メルカは探さぐるように景敦の顔を凝ぎよう視しした。景敦はすぐに視線をそらしたが、ちょっとわざとらしかった。

「この、不届き者！」

「ぐおっ」

　景敦の顔面にメルカの右足がめりこんだ。

　かなり痛そう。

　メルカは屈かがみこんで景敦の胸むな倉ぐらをつかみ、引っぱりあげた。

「あたくしは暇なのよ！　暇！　せっかく遊びにきてあげたお友だちが暇を持てあましているのよ！　どうにかするのが筋というものではなくて!?」

「……いや、どうにかするっつっても……つーか、めっちゃ痛かったんだけど……普ふ通つう、友だちの顔とかは踏ふんだりしねーと思うんだけど……」

「普通、お友だちのスカートの中をのぞいたりもしないのだわ！」

「見えちまったから見てただけだろ！」

「まあ！　開きなおるというのね！　浅ましい！　人じん倫りんにもとるのだわ！　このゴミ野や郎ろう！」

「……そこまで言うかよ。ただパンツ見ただけで」

「あー」

　千夜子は控ひかえめに口を挟はさんだ。

「けど、いくらお友だちでも、勝手にパンツを見るのはよくないと思うよ。だって、やっぱり、見られるとちょっと困るというか、そういうときもあるし」

「そ、そういうもんなのか……？」

「うん。男の子だと、ないのかな？　今はちょっとまずい、とか」

「え……や、まあ……なくもねーけど」

「パンツ談義はどうでもいいのだわ！」

　メルカは景敦を突つき放して、それからきちんと正座した。たぶん、パンツを見られないための用心だろう。

「景敦！　あたくしは、あなたの家にいれば何か不思議なことに遭そう遇ぐうできるのではないかと思って、わざわざチョコちゃんと一いつ緒しよに遊びにきてあげたのよ！　それなのに、どうしたことなのかしら！　この所在なさは！」

「……そういうことかよ」

　景敦はあぐらをかいて、首筋をボリボリ搔かいた。

「まあ、たしかにおれは、その手の……何だ。怪かい奇き現象っつーか。それ絡がらみの相談受けたり、解決したり、そういう商売やってるけどな」

「じゃあ、なぜ何も起こらないのかしら！」

「仕事がこなきゃ、何も起こらねーよ。あたりめーだろ」

　そういうものなのか。というか、景敦の家にきたのは、そのためだったのか。メルカはちゃんと説明してくれなかったので、初めて知った。

　そんなことよりも、足が痺しびれて大変なことになっている。

「言っとくけどな」

　景敦はため息をついて肩かたをすくめた。

「霊れいだの何だのだって、いつでもそのへんうろうろしてるってもんでもねーんだぞ。たぶん、メルカ、おまえが思ってるよりはずっと少ねーよ。霊感が強くたって、本物の幽霊なんか、そうそうお目にかかれるもんじゃねーしな」

「今のは即そつ刻こく取り消しなさい！　あたくしの夢を打ち砕くだく言い種ぐさなのだわ！」

「どんな夢見てんだよ……」

「この刑天文院家は不思議な事物にあふれているはずなのだわ！　あたくしはそう睨にらんでいるのよ！　ということはすなわち、それが真実でなければならないのだわ！」

「て、言われてもな」

「本当はあるのでしょう！　妖よう怪かい変へん化げを退治してほしいという依い頼らいを受けたり！　不意に押しよせてきた魑ち魅み魍もう魎りようの大軍団と激げき闘とうを繰くりひろげたり！　もしくは、地球を侵しん略りやくしにきた宇宙人を撃げき退たいしてみたり！」

「そんなことしょっちゅうやってたら、身が持たねー……」

　景敦は、ああ、と呟つぶやいて、耳の穴をほじった。

「宇宙人ならいるけどな」

「なっ──」

　メルカが絶句した。

　千夜子もびっくりした。

　でも、それ以上に、足が痺れていて大変なことになっている。

　メルカは景敦に躙にじり寄ってまた胸倉をつかみ、激しく揺ゆさぶった。

「ど、ど、どこ、どこに、どこにいるというの宇宙人、いったいどこに？　種類は何？　グレイ？　火星人？　金星人？　プレアデス星人？　バルタン星人？　答えなさい、景敦、教えてお願い、お願い致いたします……！」

「や、種類は知らねーけど」

「どこにいるというの!?　今すぐただちに即刻案内しなさい！」

「いいけど、べつに」

「本当にっ!?」

「あ、ああ」

「苦節、十五年……」

　メルカは胸の前で両手を組みあわせて天てん井じようを仰あおいだ。涙なみだぐんでいる。

「ついに、ついにそのときがきてしまったのだわ！　ついに……！」

「つーか、泣くなよ、そんなことで……」

「チョコちゃん！」

「は、はゎっ!?」

「立って！　行くのよ！　宇宙人に会いに！」

「あ。えっと。そ、そだね。うん」

「景敦！　さあ、どこへなりとあたくしを連れて行きなさい！　早く！」

「わーたって」

　景敦が、やれやれ、というかんじでのっそりと立ちあがった。

　千夜子も立とうとしたのだが、足が痺れていて本当に大変なことになっている。

　黒くろ猫ねこが目を覚まして、身を起こした。その瞬しゆん間かん、足がじうじうじうっとした。

「どうしたの、チョコちゃん？」

「え、うん、ちょ、ちょっと……」

　黒猫がゆっくりと千夜子の膝ひざから下りた。

　じうじうじうっ。

　メルカが近づいてきた。

「ひょっとして、チョコちゃん、足が痺れているのではなくて？」

「そ、そうなんだよね。じつは。しばらく前から。にゃんこがぐっすり寝ねてたから、我が慢まんしてたんだけど」

「そう」

　メルカがにんまり笑うなんてめずらしい。

　いやな予感がした。

「足が痺れてしまったときは、むしろさわったほうがいいのだわ」

「るぇ？　め、メルカさん？　だ、だめ、ちょっと、いやっ」

「おとなしくなさい、チョコちゃん！　そうしたほうが結果的には早く痺れが治まるのよ！　これは厳然たる事実なのだわ！」

「だ、だめっ！　メルカさん！　やめて！　お願い！　ふゃあっ！　そ、そこは！」

「やめないのよ！　なぜならこれはチョコちゃんのためなのだもの！」

「にゃああぁっ！　だめなの！　だめ！　みゃあああぁっ……！」

　くんずほぐれつしている間に、やがて痺れは消えた。
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　千夜子とメルカは景敦に従って刑天文院家を出た。

　景敦が向かった先は、刑天文院家から歩いて一分程度の場所にある一いつ軒けんの民家だった。

　小さな庭と背の低いプレハブのガレージを備えている、ちょっと古そうなこぢんまりとした二階建てだ。

　表札には、山やま田だ、とある。

　違ちがう。

　よく見ると、山ー田、だ。何度見なおしても、「山」と「田」の間に「ー」がある。

「やまーだ、さん……？」

　千夜子はメルカと目を見あわせた。メルカは不ふ審しんそうに眉まゆをひそめている。

「こんなところに連れてきて──といっても、そうとうな近所だけれど、いったい何のつもりだというのかしら」

　景敦は答えずにチャイムを鳴らした。

　間もなく、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけていて髪かみの毛の薄うすい、エプロン姿の男の人が出てきた。寒くもないのに、なぜか耳あてをつけている。

　景敦は軽く頭を下げた。

「あ。どうも、おじさん」

「いやいやいや。景敦くんじゃないか。どうしたんだい」

　耳あてが少し気になるけれど、人のよさそうなおじさんだ。おでこから頭頂部まで、きれいに禿はげあがっているあたりも、好感がもてる。頭の禿げた男の人はとてもかわいらしいと、千夜子は思うのだ。

　景敦は顎あごをしゃくって後ろにいる千夜子とメルカを示してみせた。

「たいした用じゃないんですけど。こいつらが宇宙人に会いたいっつーんで」

「はー。そうかい、そうかい。で、どういう関係なの？　彼女かい？」

「違いますよ。そういうんじゃないっす。つーか、二人いるでしょ」

「いやあ。今どきの若い子はねえ。二人くらい彼女がいてもおかしくないのかなー、なんてね。そんなこともないのかな」

「さーどうなんすかね。おれはあんまり、そのへんはよく知らないんで」

「だめだよ、景敦くん」

　おじさんは景敦の肩かたを叩たたいた。

「若いんだから、青春をエンジョイしなきゃいけんじょい？　なんちゃって。あっははははははは」

「ぷっ」

　千夜子はつい吹ふきだしてしまった。なんて愛らしいジョークだろう。座ざ布ぶ団とんを最低五枚はあげたいくらいだ。

　おじさんがつるつるの頭頂部をぺちぺち叩きながら、前に進みでてきた。

「えー。じゃあ、一つご挨あい拶さつを」

　そうして、ぺこり、と頭を下げた。

「どうも。初めまして。ヤマーダ・ピロシといいます。うーん。こんな若いお嬢じようさんたちを相手に話す機会なんてめったにないから、おじさん、ちょっと緊きん張ちようしちゃうな。えーと。何を言えばいいのかな。あー。そうだ。職業は主夫で、宇宙人です。よろしく」

「あ、よろしくお願いしますっ」

　千夜子は慌あわてておじぎをした。

　メルカは固まっている。

「……宇宙人？　あなたが……？」

「ええ。そうですが、何か？」

「何かって」

　メルカは腕うで組ぐみをして、右手の人差し指を嚙かんだ。深刻な表情だ。衝しよう撃げきを受けて、何やら考えこんでいるらしい。思い悩なやんでいるようでさえある。
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　何をそんなに驚おどろき、悩むことがあるのだろう。

　ヤマーダ・ピロシさんは、少し変わった名前だが、愛らしく禿げた気のいいおじさんで、冗じよう談だんもうまい。エプロンが似合う主夫で、それから、宇宙人だ。

　宇宙人。

「……宇宙……人？」

　千夜子はピロシの顔をまじまじと見た。あのつるつるした頭にさわりたい。さぞかしいい手ざわりだろう。

　そんなことをしている場合ではない。

「宇宙人っ……!?」

「はい。そうですが。それが何か？」

　ピロシは眼鏡の位置を直しながら、真顔で訊きいてきた。

　それが何か、と尋たずねられると、千夜子としても困ってしまう。

「いやいや。まあまあまあ」

　ピロシは頭をぺたぺた叩きながら、ほがらかに笑った。

「ちょっとね。あまりそうは見えないかもしれませんけど。テレビなんかで、たまにやるＵＦＯ特集とかね。私も見るんですが。あの、宇宙人を解かい剖ぼうした！　とか。ああいうの、ちっとも似てないですもんね、我々に。あー、我々、こんなふうに思われてるのかなあ、とかね。地球の方々に。そう考えると、我々としても、ちょっと悲しいですけど。我々の実態が伝わってないというか。伝えてないんですけどね。そうはいっても、隣となり近きん所じよにはもう、ワレワレ！　みたいな。あ。ちょっと苦しいかな？　ワレワレとバレバレ。うーん……」

「ぷっ」

　千夜子は思わず吹きだしてしまった。

　メルカは呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

　ピロシは、ぽん、と手を打った。

「そうだ。景敦くん。申し訳ないんだけど、ご近所のよしみということで、一つ頼たのまれてくれないかな」

「なんすか」

「いやあ。じつはねえ。ミポルがお使いに行ったまま帰ってこないんだよ。私はほら、秘密の研究が──いや、いやいや、やらないといけないことがたくさんあったりするんで、家を空けられないんだよねえ。家を出てからずいぶん時間がたってるんで、我々──いや、私としてもちょっと心配でさ。悪いんだけど、捜さがしてきてくれないかな」

「あー。いいっすよ、べつに」

「そうかい。すまないねえ。いつかそのときがきても、景敦くんだけは見み逃のがしてもらえるように、上にはちゃんと言っておくから」

「そうっすね。そうしてもらえると助かります」

「じゃ、頼むよ」

「はい」

「それじゃ、我々は忙いそがしいんで、このへんで。またね、お嬢ちゃんたち」

　ピロシは千夜子とメルカに向かって手を振ふり、踵きびすを返した。

「いやあ。実験に使えそうだなあ。いや、でも、あれかな。景敦くんの知りあいだから、やめておいたほうがいいかな。ご近所さんだしねえ。ご近所づきあいは大切だし……」

　何か呟つぶやきながら家に入っていったような気がする。気のせいだろうか。空そら耳みみか。

　メルカはまだ固まっている。

　千夜子もなんだか呆あつ気けにとられていた。

「おい」

　景敦に声をかけられた。

「何ぼーっとしてんだよ。行くぞ」

「ねぅ？」

　千夜子は我に返った。

「い、行くって、どこへ？」

「聞いてなかったのかよ」

　景敦はボサボサの頭を引っかきまわした。

「ミポルを捜しに、だろ。ほんとかどうか知らねーけど、おじさんの娘むすめってことになってるからな。ミポルも宇宙人だし、どうせなら会ってみりゃいいんじゃねーの」
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「……おかしいのだわ。すべてが。何もかもが。あれが宇宙人ですって？　そんなバカなことがあってたまるものですか。宇宙人といったら代表的なところではグレイとか古式ゆかしい火星人とか金星人とかプレアデス星人とかシリウス星人とか。グレイや火星人、金星人とは明らかに外見的特とく徴ちようが異なっているのだわ。宇宙人の中には、地球人になりすましている者もいるというけれど……まさか……でも……」

　メルカはうつむいてぶつぶつ呟きながら、千夜子の隣となりを歩いている。

　前を行く景敦は何を考えているのだろう。

「あのう、景敦くん」

「あー？」

　景敦は振り返りかけて、途と中ちゆうでやめた。

「何だよ」

「わたしたち、ミポルちゃんを捜しに行くんだよね」

「ああ」

「何かあてはあるのかな」

「さーな」

　景敦は足を引きずるようにして歩いている。いつもどおりやる気がなさそうだ。

　千夜子はため息をついた。

　宇宙人。

　あのヤマーダ・ピロシという名のおじさんは本当に宇宙人なのだろうか。

　見た目は日本人だった。名前はちょっと変だ。なぜか耳あてをしていた。

　でも、ちょっと変わった名前で、耳あてをしていて、愛らしく禿はげている中年男性くらい、探せばどこかにいそうだ。ものすごく大勢はいないかもしれないが、何人かはいるだろう。

　宇宙人にくわしいメルカも疑っている。

　やはりあのおじさんは、ただ妄もう想そうか何かに取り憑つかれているだけなのだろうか。

　そんなことを考えているうちに、景敦が足を止めた。

「ここは……？」

「見りゃーわかんだろ。工場だよ」

　景敦は顎あごをしゃくってみせた。

「元、工場か」

　正確には、元町まち工こう場ば、と言うべきかもしれない。

　ずいぶん古そうなアパートとくたびれた民家に挟はさまれて、その建物は静かに朽くち果ててゆこうとしていた。

　看板には「日寸反全」とある。が、どの字も大きさや位置がばらばらだ。

　よく見ると、字の一部が剝はがれるか何かしている。

　どうやら、もともとは「時とき村むら板金」か何かだったらしい。

「こんな場所にいったい何の用があるというのかしら」

　メルカが柳りゆう眉びをひそめた。

「一見して、住む者とてなさそうなのよ」

「住んでるわけねーだろ」

　景敦は振り返ってにやりと笑ってみせたが、千夜子ともメルカとも目をあわせなかった。

「不景気のせいってやつかね。自動車操業っつーの？　借金しまくりで、どうにもならなくなって──」

「それを言うのなら、自動車操業ではなくて、自転車操業なのだわ」

「うっせーな。些さ細さいな間ま違ちがいじゃねーか」

「ことわざのみならず、四文字熟語も学んだほうがいいのではなくて？」

「だ、黙だまれっ」

　景敦の顔が赤くなった。ことわざのみならず？　何のことだろう。わからないが、なぜか千夜子の胸がちくっとした。

「でも、メルカさん、もしかしたら、自転車操業は四文字熟語じゃないかも？　だって、漢字で書いたら、五文字だし」

「う、うるさいのよっ、チョコちゃん！　些細な間違いにすぎないでしょう！」

　メルカも頰ほおを赤らめた。

　二人して、同じようなことを言って、同じような表情をしている。

　なんだか、おもしろくないような、寂さびしいような。

　この気持ちは何なのだろう。

「わたし、何か、おかしなものでも食べたのかな……？　はっ。ひょっとして、朝の納なつ豆とうケーキが悪くなってたとか……？」

「チョコちゃん、あなたときたら、朝っぱらから何を食べているのかしら……」

「ぬぇ？　メルカさん、納豆ケーキを知らないの？」

「知らないというか……知らないけれど。あまり知りたくもないのだわ」

「どうして？　栄養満点で、ご飯なのに、お菓か子しみたいなんだよ」

「ご、ご飯なのね」

「生き地じがお米と小麦粉と卵で、納豆ときなことピーナツバターと苺いちごジャムと」

「もういいのよ。それ以上の説明は不要なのだわ。むしろ、絶対にしないでちょうだい。厳禁なのよ」

「うん。わかった」

「ところで、景敦」

「何だよ」

「さっきの話のつづきを聞かせなさい。この工場。資し金きん繰ぐりに困って、それからどうなったというの」

「だから」

　景敦はボサボサの髪かみを引っかきまわした。

「にっちもさっちもいかなくなっちまった時村さん一家はだな。とうとう、ある夜──」

　千夜子とメルカは目を見あわせて、唾つばをのみこんだ。

　まさか。

　景敦は渋じゆう面めんを作って、大きなため息をついた。

「いいだろ。そのへんは。べつにそんな楽しい話ってわけでもねーし」

「途と中ちゆうでやめないでちょうだい！　かなり気になるのだわ！」

「そ、そうだよ、景敦くん！　どうせなら、最後まで聞かせて！　お願い！」

「やーだね」

　景敦は元町工場のシャッターに手をかけた。

　一気に上げた。

　元町工場の中は真っ暗ではなかった。

　窓があるし、開けたシャッターからも外の光が射さしこんでいるのだ。

　がらんとしていて、埃ほこりっぽい。

　でも、驚おどろいたことに、元町工場は無人ではなかった。

「やべっ」

　声がした。奥のほうだ。子供だろうか。男の子らしい。三人。いや、四人だ。

　四人の男の子たちはこっちめがけて駆かけてきて、千夜子たちの五メートルくらい手前でいったん足を止めた。

「うわっ。カゲアツだ！」

「マジだ！　呪のろわれるっ！」

「チョーやべえ！　逃にげるぞ、マサッ！　ノリッ！　タモッ！」

「逃げろ、逃げろ！　呪われる！　つかまったら呪われる！」

　小学校四年生か五年生といったところだろうか。男の子たちはそんなふうにひとしきり騒さわぎたてると、千夜子たちを迂う回かいして逃げていった。

「何だというのよ、あのクソガキども」

　メルカが吐はき捨てるように言った。

「盆ぼん暗くらとはいえ、年長者を呼び捨てにするだけでは飽あきたらず、呪われるだなんて、何という品格のない言い種ぐさなのかしら」

　景敦は小学生たちが出ていったシャッターの向こうを見ている。奇き妙みように醒さめた目だ。

　千夜子は景敦の腕うでにさわろうとした。

　やめておいた。

　なぜか、やめておいたほうがいいような気がしたのだ。

　今は。

　ここでは。

「景敦くん……？」

「ん」

　景敦は一いつ瞬しゆん、千夜子の目を見て、すぐにそっぽを向いた。

「ああ。ほっとけ。いつものことだしな」

「いつものこと──って……？」

「あ？　いや……べつに、なんでもねー。つーか、どうでもいいんだよ、そんなことは」

「そっか」

　千夜子はメルカを見た。

　メルカはほんの少しだけ目を細めて、景敦を見つめていた。

　たぶん、心配しているのだ。

　景敦の様子が変だから。

　すぐにわかった。なぜなら、千夜子も同じ気持ちだからだ。

　景敦は首を左右に曲げて、小さなため息をついた。

　それから工場の奥のほうへと歩きだした。

　千夜子とメルカはどちらからともなく景敦を追いかけた。

　工場は、とくに手前側はがらんとしているが、何もないわけではない。鉄てつ屑くずが落ちていたり、壊こわれたパイプ椅い子すが転がっていたり。奥の向かって左側には、段ボールが山のように積まれている。

　景敦はどうやら、その段ボールの山を目指しているようだ。

「チョコちゃん」

　メルカに袖そでを引かれた。

「何か感じるかしら」

「にぇ？　何かって？」

「それはもちろん、霊れい的てきなものなのよ。チョコちゃんは霊感があるでしょう」

「うーん」

　千夜子は工場を見まわしてみた。

「ない、かな？──と、思うけど。どうして？」

「だって、もし時村さん一家が借金苦の末に一家心中したのなら、彼らの霊が」

「あ。そっか」

　途と端たんに胸むな苦ぐるしくなった。でも、この感覚はその手の存在を感じたせいではないだろう。

「でも、そういう雰ふん囲い気きはない──ような気がするけど」

「たりめーだろ」

　景敦が、くっ、と短く笑った。

「あるわきゃねーよ。時村さん一家は夜よ逃にげしただけだからな」

「そ、そうだったのっ!?　よかった……!?」

「不幸中の幸いと言うべきかもしれないけれど、それなら思わせぶりな言い方をしないで、初めからちゃんとそう説明なさい！　この面めん倒どくさがり！　三みつ日か坊ぼう主ず！　三年寝ね太た郎ろう！」

「実際、三日坊主ではあるけどな」

　景敦は段ボールの山を回りこんだところで立ち止まった。どうやらその向こうに、工場の側そく壁へきと奥の壁かべと段ボールの山に囲まれた空間があるようだ。

「……あのガキども」

　景敦の顔が引きつっている。

　千夜子はメルカと一いつ緒しよに景敦の背中から顔を出してみた。

「まっ……」

「はっ」

　びっくりした。

　やはり小学校四年生か五年生くらいだろうか。コンクリートの床ゆかの上に女の子が転がっていたからだ。その足あし許もとに耳あてが落ちている。

　景敦が女の子に駆かけよっていった。

「おい、ミポル」

「んぐんぐんぐ」

　女の子の声はくぐもっていて聞きとれない。当然だ。女の子の口はガムテープを貼はられてふさがれている。それだけではない。手首と、あとは足首にもガムテープが巻きつけられ、さらにタオルで目め隠かくしまでされていた。

　その姿だけ見れば、大事件だ。誘ゆう拐かい犯に囚とらわれていた少女を、今は使われていない町工場の一角で発見しました。無事です。生きています。そんな光景だ。

　景敦は目隠しを外し、それから口のガムテープを剝はがした。ちょっと痛そうだった。

　女の子は目をぱちくりさせた。

「景敦さん」

「何やってるっつーか、何されてんだよ、おまえ」

　景敦は女の子の両手首を緊きん縛ばくしていたガムテープをといた。

　手が自由になると、女の子は座る姿勢になって自分で両足首のガムテープをとった。

「はあ。えらい目に遭あいました」

「立てるか」

　景敦が手をさしのべた。女の子はその手をとって立ちあがり、にっこり笑った。

　小動物めいた目や、口くち許もとに特とく徴ちようがある。

　かなりかわいい。

　テレビや雑誌に出ていてもおかしくないような美少女だ。

「どうもありがとうございます景敦さん」

「ああ。いいけどな、べつに」

「最近若じやく年ねん齢れい層の地球人の間で『捕ほ虜りよごっこ』という遊びが流行しているとのことで近所に住んでいる田た村むら二じ郎ろうと大おお暮ぐれ将まさ彦ひこと伊い藤とう宣のり文ふみと上うえ坂さか保たもつに誘さそいを受けましたので調査のためにこれを受じゆ諾だくしたところミポルは捕虜役を仰おおせつかりこれを務めていたのですが『捕虜ごっこ』を口実にどうやら危あやうく性的な悪いた戯ずらを受けるところだったようです。ふふっ。地球人も小学校五年生ともなれば性に目覚めていたりもしますしまったくもって油断なりませんね」

「まあ、せいぜい気をつけろよ」

「はい。そうします景敦さん」

「けどよー、ミポル。おまえ、その気になりゃー自力で逃にげられたんじゃねーの。宇宙人なんだし」

「そうですね。ふふっ。それは可能か不可能かで言えば可能ですが地球人でも大人であればまだしも分別のない小学五年生の男子といえば猿さる同然ですからミポルも宇宙人としての真の実力を彼らの前で発揮することに対しては躊ちゆう躇ちよせざるをえなかったというのが正直なところです。ふふっ。証しよう拠こを一いつ切さい残さずに彼らを抹まつ殺さつしてしまうことすら我々の力をもってすれば不可能ではありませんが余計な波風を立てることによって我々の調査や研究にそれがたとえ些さ細さいなものであっても障害が生じることになってはミポルが処分を受けることにもなりかねませんので。ふふっ」

「へー。そんなもんか。宇宙人も大変だな」

　景敦はだるそうに首筋を引っ搔かいて、千夜子とメルカを振ふり返った。

「ああ」

　それから、顎あごを動かして女の子を示してみせた。

「もうわかってんだろーけど、こいつがヤマーダ・ミポル。宇宙人な」

　千夜子も、メルカも、挨あい拶さつをするどころか、身じろぎもできないでいた。
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　だって、この子が宇宙人だなんて。

　ピロシという名の禿はげたおじさんも宇宙人っぽくなかったが、ミポルも同じくらい、ある意味、それ以上に宇宙人っぽくない。

　どこからどう見ても、ミポルはただの美少女ではないか。

　ミポルは千夜子とメルカを見て、細い眉まゆをわずかにひそめた。

「景敦さん、こちらの方々は？」

「あー」

　景敦はＴシャツの中に手を突つっこんで、おなかをボリボリ搔いた。

「なんつーかな……仕事関係っつーか。それで知りあったっつーか」

「ははあ。なるほど仕事絡がらみで合コンでもして二人いっぺんにお持ち帰りしてそれ以来の仲というわけですか景敦さんもやりますね。ふふっ」

「……いや。してねーよ。合コンとか。するかよ。何だよ、それ。サラリーマンとかじゃねーんだし。思考がちょっとおっさんくせーぞ、おまえ」

「我々の調査結果をミポルの思考にフィードバックさせているだけなのですよ。ふふっ。すなわち我々は宇宙人なので仕方ありません大目に見てくださいということになりますね。ふふっ。それで合コンでなければどういうことでしょうかいわゆるお友だちということですか？」

「まあ……そんなとこだな」

「それならそうと言ってくださればいいのに景敦さんはいつもいつも物事をわざわざややこしくしてくださいますねシャイなあんちくしょうというやつですか。ふふっ。ともあれ了りよう解かいです。ぴぴっ。ミポルは理解しました」

　ミポルは千夜子とメルカの前までとことこ歩いてきて一礼した。

「初めましてヤマーダ・ミポルと申します。ふふっ。以後お見知りおきください」

「あ」

　千夜子は慌あわてておじぎをした。

「ど、どうもっ。島原千夜子といいます。あのう、大本山高校の一年生です。初めましてっ。ええと、趣しゆ味みはお掃そう除じですっ」

「あたくしは……兎我野メルカ──」

　メルカはそこまで言って、激しく頭を左右に振った。

「待って！　待ちなさい！　のんびり自己紹しよう介かいなどしている場合ではないのだわ！　これはいったいどういうことなのかしら!?　宇宙人!?　こんな女の子が宇宙人ですって!?」

「こんな女の子とはミポルのことを指してそうおっしゃっていますか？」

　ミポルが自分を指さして小首を傾かしげた。愛らしい仕し種ぐさだ。

「もちろん、そうなのよ！」

　メルカはミポルを睨にらみつけた。

「あなた以外、誰だれがいるというのかしら!?　あなたが宇宙人ですって？　それはもう概がい念ねんに対する挑ちよう戦せんといっても過言ではないのだわ！　自分でも何を言っているのかよくわからないけれど、とにかくあなたが宇宙人だというのなら、証拠を見せなさい！」

「証拠、ですか」

　ミポルはちょっとだけ口を尖とがらせて、視線を上のほうへ泳がせた。

「そうですね。ぴぴっ。証拠。素す性じようもはっきりしない初対面の地球人型生物に対してどの程度見せていいものやら我々としても悩なやみどころではありますが景敦さんのご友人ということであれば……」

　千夜子はため息をついた。

　メルカの言うとおり、本当にミポルは人間にしか見えない。

　でも、宇宙人というくらいだ。アメリカ人とかイタリア人と同じで、結局は人間なのかもしれない。

　考えてみれば、アメリカ人も髪かみや目、肌はだの色や、身体からだつき、言葉、習慣等々、日本人とはずいぶん違ちがう。アメリカは移民が多い国だから、同じアメリカ人でも千せん差さ万ばん別べつだろう。

　一口に人間といっても、いろいろだということだ。宇宙人もきっとそうに違いない。

　だとしたら、ピロシやミポルのような宇宙人がいたとしても、べつにおかしくはないのかもしれない。

　それにしても、かわいい宇宙人もいたものだ。

　可か憐れんな顔だけではない。身み振ぶりや手て振ぶり。声も愛らしい。髪の毛もきれいだ。

　それに、髪の毛から突きだしている、あの耳。

　ミポルが表情を変えるのにあわせて、よく動く耳。

　耳。

　──耳？

「あ……れ？」

　千夜子は目をこすった。

　見なおした。

　錯さつ覚かくなんかではない。

　ミポルの耳だ。

　おかしい。

　長くて、先が尖っている。

　千夜子はメルカの袖そでを引っぱった。

「め、め、メルカさん」

「何なのかしら、チョコちゃん。あたくしは今、目の前の小こ娘むすめが宇宙人なのか否いなか見きわめるのに忙いそがしいのよ」

「あ、あのう、えっと」

「まどろっこしいのだわ。言いたいことがあるのなら、さっさと言いなさい」

「ええと、だから、そのう、耳が」

「耳？」

　メルカは千夜子の耳たぶのあたりを見た。

　千夜子は首を横に振ふって、視線でミポルを示した。

「なっ──」

　メルカは目を見開いた。

「な、な、な、み、み、耳、耳が」

　だいぶうろたえているようだ。自分を落ちつかせようとしたのだろう。メルカは、胸の真ん中を両手でぎゅっと押さえて、すう、はあ、すう、はあ、と呼吸をした。

　それでも、気持ちは静まらなかったらしい。

　メルカはたまりにたまったものを吐はきだすように叫さけんだ。

「なぜエルフ……!?」

「エルフ？」

　ミポルはまばたきをした。

　それにあわせて、長い耳が、ぴく、ぴく、と動いた。

「アルファル。英語ではエルフ。北ほく欧おう神話に登場する美しい姿の小さな妖よう精せい。創世の巨きよ人じん、イミールが死んだときに、その遺体から蛆うじのように湧わきでてきたものを哀あわれんだ神々が、人間らしき姿を授さずけた結果、うまれた種族とされている（『魔ま法ほう事典』山やま北きた篤あつし監かん修しゆう・新紀元社より抜ばつ粋すい）のエルフを指しておっしゃっているのではどうやらないようですね。地球人がファンタジーと呼んでいるジャンルのゲームやマンガやアニメや小説等に登場するエルフのことでしょうか。ふふっ。いずれにしても我々はエルフではありませんが」

「で、でも」

　メルカは右手の人差し指を嚙かもうとして、やめた。

「宇宙人。そんな。宇宙人……？　本当に宇宙人だというのかしら……!?　耳が長くて尖っている宇宙人？　そういえば、『スター・トレック』にそういう宇宙人が出てきたような気もするのだわ……『スター・トレック』……ＳＦ？　ということは宇宙エルフ？　エルフは宇宙人だった……？　ひょっとして、そういうことなのかしら……？　もしかして、大発見……？」

「ちゃうちゃう」

　ミポルがいやそうな顔をして手を左右に振ってみせた。

「わからん地球人やなあ。誰が宇宙エルフやねん。我々は由ゆい緒しよ正ただしい宇宙人やっちゅうとるやんか」

「なぜいきなり関西弁なのよ！　宇宙人のくせに！」

「アホ。そんなん宇宙人だからに決まっとーやん。我々は宇宙人なんやで。当然、関西弁くらいぺらぺらやっちゅーの。宇宙人にでけへんことなんか、そうそうないんや」

「そういうものっ……!?」

「そういうもんや」

「宇宙人って、すごいんだね」

　千夜子が感心してため息をつくと、ミポルが、ニヤッ、と笑った。

「そのとおりですご理解いただけたようですね。ふふっ。我々宇宙人の辞書に不可能という文字は載のっておりません我々には何でもお見通しなのですよ。ふふっ」

「ぬぇ。宇宙人にも辞書があるの？」

「じつはけっこうたくさんあります」

「あるのなら見せてちょうだい！　宇宙人の辞書！　是ぜ非ひ見たいのよ！　お願いします見せてください……!?」

「残念ながら地球人にお見せするわけにはいきません我々の機密ですから」

「そこをなんとか！」

「どうしても見たいというのなら三べん回ってワンと鳴いてみてください。ふふっ」

「上等なのだわ！」

　メルカはその場でくるくる回転した。速い。速すぎる。

　回転の勢いでスカートがめくれてパンツが見えた。

　メルカは今日もアダルトだった。

「──わんっ！」

「違ちがいますね。わんっ！　ではなく、ワン、ですよ。ふふっ」

「いったいどう違うというのよ！　同じではないの！」

「おやおや。地球人には少々わかりづらかったですか。ふふっ。我々宇宙人にとってこの差は歴然としているのですが所しよ詮せんは下等な地球人ということですね」

「下等!?　あたくしが下等ですって!?　冗じよう談だんではないのよ！　取り消しなさい！」

「取り消させたいのであればあなたが下等ではないということを証明してみせたらどうなのですか。ふふっ。できるものならやってみるがいいのですよ。ふふっ」

「吠ほえ面づらをかかせてやるのだわ！」

　メルカは回った。

「わん！」

「違いますね」

　ミポルは肩かたをすくめてみせた。

　メルカはまた回った。

「ワンッ！」

「ちゃいまんなあ」

「くっ！　──ワン……！」

「あー。今の惜おしいわあ」

「わん……！」

「ちょっと離はなれてしまいましたね。ふふっ」

「ええい！　これならどう……!?　わん！」

「あかんあかん」

「わんっ！」

「ノーノー」

「ワォン」

「もうあきらめてはどうですか。ふふっ」

「あきらめるものですか！　わゎんっ」

　メルカの苦く闘とうはいつ果てるともなくつづいている。千夜子としては応おう援えんすることくらいしかできない。

　景敦はしゃがんでいた。疲つかれたのだろうか。違う。

　千夜子はつい景敦の頭を引っぱたいてしまった。

「でっ」

　景敦は頭を押さえて千夜子を見上げた。

「な、何すんだよ、いきなり」

「にぇ？　あ、ご、ごめんなさい。なんか、手が出ちゃって」

「手が出ちゃってじゃねーだろ」

「だ、だって、そのう……景敦くんが、メルカさんのパンツをじっくり見てるから」

「み、見てねーよ。ふざけんなよ、島原。そりゃおまえ、濡ぬれ衣ぎぬだよ、濡れ衣。つーかだいたい、おれが何を見ようとおれの自由じゃねーか」

「自由……なのかな。見ていいものと、見ちゃだめなものが、やっぱりあると思うけど」

「うっせーな。おれは自由人なんだよ。あれはだめ、これはだめとかな。嫌きらいなんだ。そういうの」

「き、嫌いとか、好きとか……」

「わぁんっ！」

「違いますね。ふふっ。さすが下等なる地球生命体ですお話になりませんね」

「わ……わ、ワンッ！」

「ノンノン」

「わ──」

　メルカがよろめいた。

　転ぶ。転んでしまう。

　千夜子はそう思っただけだった。身体からだは動いてくれなかった。

　大だい丈じよう夫ぶだった。

「おいっ……！」

　景敦がとっさにメルカを抱だきとめてくれたのだ。

「……あっぶね。なに平地でこけてんだよ、ボケ」

「だ、黙だまりなさい、だ、誰だれが、ボケ……うう。め、目が……」

　どうやらメルカは回転しすぎて目を回してしまったようだ。

　千夜子はほっと安あん堵どした。

　安心したはずなのに、ちょっとだけ胸が苦しい。

　どうしてだろう。

　もし千夜子が転びそうになったら、景敦は同じように助けてくれるだろうか。

　そんなことが頭をよぎった。

　なぜだろう。

「つーか、ミポルもな」

　景敦はメルカを立たせた。メルカはまだふらふらしている。目の焦しよう点てんもあっていない。千夜子はメルカを支えてあげた。

「ちょっと反応がおもしれーからって、あんまりからかうんじゃねーよ」

　景敦はミポルに軽くデコピンした。

「あたっ」

　ミポルは額を押さえて、上うわ目め遣づかいで景敦を見た。その頰ほおが少しだけ赤らんでいる。

「い、痛いじゃないですかぁ。ひどいですよ、景敦さん。これは虐ぎやく待たいです訴うつたえますよぅ？」

「そんな痛いてえわきゃねーだろ。加減しまくったし」

「もぉ」

　ミポルはほっぺたを膨ふくらませた。まだ顔が赤い。なんだか普ふ通つうの女子小学生みたいだ。耳が尖とがっていることをのぞけば。

　いや、普通ではないか。

　美少女すぎる。

「あのう」

　千夜子は景敦に訊きいてみた。

「失礼かもしれないけど、ミポルちゃんは、本当に宇宙人なのかな……？　冗じよう談だんとか、何かの間ま違ちがいとかじゃなくて、本当に？」

「さーな」

　景敦はめんどくさそうに、へっ、と笑った。

「おれが知ってんのは、ヤマーダさん一家が宇宙人を名乗ってることと、初めて会ってからずっと、ピロシさんもアチュコさんもミポルもあのまんまっつーか、このまんまだってこと、あとは……そうだな。なんか、そのへんのやつは知らねーようなこととか、けっこう喋しやべったりするってことくらいか」

「あのまんま……このまんま……」

　千夜子はミポルをちらりと見た。

「このまんま……？」

「それはつまり、まさか──年をとっていないということなの？」

　メルカが眉まゆをひそめると、ミポルは、ニヤリ、と笑った。

「我々は宇宙人ですから。ふふっ」

「宇宙人は、不ふ老ろう長ちよう寿じゆ……」

　メルカは半分呆ぼう然ぜんとしながら心の中のノートにメモでもとっているのか。

「大変なのだわ……ヌーに……月刊ヌーに投とう稿こうしないと……」

「おっとぉ」

　一いつ瞬しゆん、ミポルの目が不気味に光った。

　比ひ喩ゆでも何でもない。本当に、キランッ、と緑色に光ったのだ。

　ミポルは右手の人差し指をこちらに差しむけた。

「我々としてはそれは是ぜ非ひやめておいていただきたいですね兎我野メルカさんというかそんなことは我々絶対にさせませんけれども。ふふっ。ちっぽけな地球人のただでさえ短い寿じゆ命みようをもっと縮めたくなければ我々のことをむやみに言いふらそうなどとは考えたりしないことですよあなたのご家族にも迷めい惑わくがかかってしまうかもしれませんね？」

「……そ、それで脅おどしているつもりなのかしら」

　メルカは千夜子の手を振ふりほどいて、ずいと前に進みでた。そのまっすぐできれいな脚あしが小刻みに震ふるえている。

　ミポルは人差し指をこちらへ向けているだけなのに。

　それなのに、何か得体の知れない恐きよう怖ふを感じるのだ。

　ミポルは唇くちびるの端はしをぺろりと舐なめた。

「我々にはまだどうにも理解しきれていない感情ではありますが地球人には骨肉の情というものがあるはずです。ふふっ。兎我野メルカさん。ぴぴっ。どうやらご家族とうまくいっていないようですがそうはいっても彼らが我々の実験材料になってしまってもかまわないと思うほど憎にくんでいらっしゃるわけでもないでしょう」

「なっ──なぜ、あたくしの家のことを」

「だから言っているではないですか我々は宇宙人なのです。ふふっ。我々宇宙人に不可能はない我々にはすべてお見通しなのですよ。ふふっ」

　ミポルの目がまた光った。

「我々の情報収集能力を甘く見ないほうがいいのですよ兎我野メルカさん。ぴぴっ。あなたの家族構成家庭環かん境きようのみならずあなたが愛用している化け粧しよう品ひんやシャンプーやコンディショナーの銘めい柄がらに至るまで現在も我々の調査は進行中なのです。ふふっ。むろんあなたのことにかぎりません。ぴぴっ。たとえばミポルの名前を決定するときに本当はハ●ピにしようとしていたけれど編集部からＮＧを食くらってミポルにしたといった愚ぐにもつかない情報ですとか景敦さんが所有している成人向けＤＶＤの本数及およびその全タイトルも我々のデータベースには登録されていますし──」

「てめっ、ミポル！　勝手に登録してんじゃねーよ、そんなもん！」

「きゃうっ」

　景敦がミポルの頭をわしづかみにした。

「な、何をするんですか景敦さん！　いたいけな美少女相手に！　やめてください！　ロリコンですかっ！」

「うっせー！　おまえは宇宙人だろーが！　ロリコンもクソもあるか！　だいたい、おれがガキだったころは年上だっただろ！」

「そうでしたね！　ふふっ！　景敦さんも当時はミポルのことをミポねえと呼んでくださっていたのにいつの間にやらミポル呼ばわり！　どこもかしこもすっかり成長して！」

「そ、そりゃ成長くらいするだろ！　悪いのかよ、成長して！　つーか、そういう昔のことは言うな！」

「どうしてですか景敦さん！　恥はずかしいのですか!?　ふふっ！　ミポルのことをミポねえと呼んでいた過去がそれほどまでに恥ずかしいのですね!?」

「うっせーうっせーうっせー！」

「顔が真っ赤なのですよ景敦さん！」

「この……！」

　景敦はミポルの脇わき腹ばらをくすぐりはじめた。

「きゃはははははは!?　誤作動!?　ミポル誤作動!?　きゃはははははは!?　か、景敦さん、やめて!?」

「やめるか！　おら！」

「きゃはははははははは!?　だ、だめ、そんな！　きゃはははははははは!?」

「どうだ！」

「だめ！　きゃははははは!?　やんっ！　だめですっ、景敦さん、そんなとこ……！」

　こうして見ていると、二人はまるでじゃれあっている仲よしの兄きよう妹だいみたいだ。

　微笑ほほえましい、と言えないこともない。

　何しろ、景敦はあの広い屋や敷しきで一人暮らしをしているのだ。本人は認めないが、きっと寂さびしいときもあるだろう。隣りん人じんに妹のような存在がいれば、慰なぐさめになるはずだ。

　それなのに、なんだかあまりおもしろくない。

　やはり、ミポルが宇宙人（？）だからだろうか。

　もしかしたら、メルカも同じ気持ちだったのかもしれない。

「いいかげんになさい！」

　メルカは兄妹もどきの間に割って入って、強ごう引いんに引き離はなした。

「茶番はたくさんなのだわ！　ヤマーダ・ミポル！　たしかにあなたはごく一いつ般ぱん的な地球人とは異なる生命体なのかもしれない！　でも、だからそれゆえにすなわちあなたが宇宙人であるという結論に達するのは無理がありすぎるというものなのよ！」

「ごちゃごちゃうっせーな」

　景敦がため息をついてミポルに視線を送った。

「こいつが宇宙人だっつってんだから、それでいいじゃねーか。だいたい、メルカ。おまえが宇宙人に会いたいっつーからきたんだぞ。はい。お望みどおり宇宙人に会えました。おまえにすりゃー夢が叶かなったってとこだろ。何が不満なんだよ。素す直なおに喜んどきゃいいだろーが」

「それはあくまでミポルが間ま違ちがいなく宇宙人だとすればの話なのよ！　年をとらなかったり物知りだったりするだけならば、宇宙人ではなくて情報収集能力にえらく長たけたエルフだとしても何の矛む盾じゆんもないでしょう!?」

「メルカさん!?　エルフだとしても、十分すごいと思うよっ!?」

「そ、それもそうね……」

「わかりました」

　ミポルは、やれやれ、というかんじでうなずいた。

「そこまでおっしゃるのでしたら景敦さんのご友人ということですしもう一つだけ我々の能力をごらんにいれましょう。ふふっ」

　何をしようというのか。

　ミポルは一歩後退し、両りよう腕うでを胸の前で交差させた。

「ミポ・ミポール・ミポミポ・ミポー……」

　呪じゆ文もん？

　何の呪文なのか。

　そういう問題なのだろうか。

　ミポルは両手の指をゆらゆらさせはじめた。

「ミポー・ミポール・ミポミポ・ミーポ」

　その目が不気味に光った。

「ミポル・ハヤー・クソ・ダーツ・オトー・ナニ・ナール……！」

「うそ……」

　千夜子は思わず呟つぶやいてしまった。

　だって、信じられない。

　一秒前までミポルはせいぜい小学校五年生くらいにしか見えなかった。

　今は小学校六年生か中学校一年生くらいだ。

　どういうことかというと、ミポルの手足が少しずつのびている。

　長さだけではない。ちょっと太さも増している。

　もちろん、と言うべきかどうか、手足だけではない。

　全身だ。

　胴どう体たいも首ものびて、顔つきも刻々と変わってゆく。

　おしりも大きくなって、短いスカートはもうパッツパツだ。

　胸もどんどん成長している。今にもはちきれんばかりだ。

　服の丈たけが足りなくなって、おなかがのぞいた。

　ウエストがきゅっとくびれている。

　どう見ても、今のミポルは十代半ばだ。

　しかも、かなり発育のいい女子高生といったかんじだ。

　着ている服が身体からだにぴったりフィットどころかぎゅうぎゅうのキツキツなので、余計にスタイルのよさというかダイナミックなダイナマイトぶりが強調されている。
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　千夜子は両手で目を覆おおった。指の合間から見た。目をそらすことなんかできなかった。

　それくらい、同じ女性の千夜子から見ても、ちょっと不道徳というか、不届きというか、けしからんことになっている。

　不意にミポルの顔がゆがんだ。

「く、苦しい……」

　それはそうだろう。身体はすくすく育っても、服はそのままだ。

　ミポルはスカートのファスナーを下ろした。それで少し楽になったようだ。ミポルはさらに成長して、パッツンパッツンでキッチキチになった少女用の服を着ている、やたらとメリハリボディのとんでもなくすばらしい二十歳はたちくらいのエルフ美女になってしまった。

「ど、どうです、か。ふ、ふふっ。わ、我々、宇宙人には、こ、このような、芸当、も……く、苦しい」

「み、ミポねえ……なんて立派に……」

　景敦は感動しているみたいだ。

「宇宙人……年ねん齢れいまでも、自由自在……字余り」

　震ふるえる声で謎なぞの川せん柳りゆうを詠よんだメルカも、不思議現象を目まの当たりにして感かん極きわまっているのかもしれない。

「そっか……」

　千夜子は呟いた。

「ミポルちゃんは、エルフでも、宇宙人でもなくて、宇宙エロフだったんだね」

「違ちがいますよ？」

　ミポルにチョップされた。

　大人のチョップだった。

　痛かった。
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　景敦と二名の女性に連れられて帰宅したヤマーダ・ミポルは、型どおりの礼を言って地球人どもを追い返し、地下の情報処理室へと向かった。

　情報処理室は鉄筋コンクリートで固められた地下室なのだが、ひどくじめじめしていてカビくさい。いろいろな対策を講じても効果がなかった。どうやら壁かべの内部や床ゆか下したが結けつ露ろしているらしい。

　コンクリート床の上に畳たたみを敷しいて各種情報処理機器を配置した情報処理室は無人だった。父親役のピロシは一階の台所で夕飯の準備を進めている。母親役のアチュコはアルバイトをしながら情報収集に勤いそしんでいることだろう。

　ミポルは端たん末まつの前に正座した。

　この端末を操作するたびに思うことがある。

「地球人のパソコン使っとーわけやから、ＯＳがウィンドウズなんはまー、しゃーないとしてもやな……ＭｅはないわＭｅは。ちゅうか、きょうびの中高生はよー知らんで。Ｍｅなんちゅうても」

　習い覚えた関西弁でぼやきながら、ミポルは「MIPOLS」と名づけられたフォルダを開いた。その中にもたくさんのフォルダがある。ミポルはマウスを操作して、「K」という名のフォルダをダブルクリックした。パスワードが設定されている。

　M I P O N E E

　開いた。

　フォルダの中身は、数百枚、いや、それ以上の画像と、文書ファイルや表計算ソフトのファイルだ。

　ミポルは画像を一枚一枚閲えつ覧らんしていった。

　どの画像にも一人の地球人が写っている。

　いつからだろう。わからないが、気がつくとそうだった。

　彼の姿を見ていると、それが単なる画像でも、ミポルは不思議な気持ちになるのだ。

「気持ち……？」

　ミポルは胸を押さえた。

　鈍にぶく、とても鈍く、その部分が痛んだような気がした。

「……気持ち……」

　奇き妙みようだ。彼のことを考えれば考えるほど、心しん拍ぱく数すうが増大してゆく。胸の痛みが強くなる。

　あの二人の地球人は、果たしてただの友人なのだろうか。

　ミポルは画像表示をやめて、フォルダを閉じた。少し落ちついた。

「母星への報告書を作成しなければ」

　ミポルは別のフォルダを開いた。

　情報の収集が適当なレベルに達して分ぶん析せきの結果が出れば、何らかの判断が下される。

　そのとき、地球に何が起こるのか。

　彼はどうなってしまうのか。

　ミポルは頭かぶりを振ふった。

「隣りん人じんとはいえあの人は所しよ詮せん地球人……我々とは違うのです」

　また胸が疼うずいた。

　きっとこれは誤作動だ。

　あの人の顔がちらついて消えない。



















「午後三時といったら」

　島しま原ばら千ち夜よ子こは膝ひざの上で香こう箱ばこを作っている黒くろ猫ねこの喉のどを撫なでている。

「おやつの時間だよね」

　兎と我が野のメルカは思わず千夜子を睨にらみつけてしまった。この子ときたら、いきなり何を言いだすのだろう。

「えへへ……」

　千夜子は照れたような笑えみを浮うかべてうつむいた。なぜそこで照れるのか。

　メルカはきっちり正座したまま静かに息を吸って吐はいた。冷静になれ、と自分に言い聞かせてみたが、気分は落ちつかない。どうしてなのか。

　卓袱ちやぶ台だいのそばで寝ね転ころんでいる刑けい天てん文もん院いん景かげ敦あつは、うつらうつらしているようだ。

　刑天文院家の居間には、だらっとした空気が流れている。

　それがどうにも許せないのだ。

「でも、少し慣れたかも……？」

　不意に千夜子がそう呟つぶやいた。メルカはまた睨んでしまった。

　落ちつけ。落ちつくのだ。千夜子が突とつ発ぱつ的に意味不明な発言をするのは今に始まったことではない。ありふれた出来事ではないか。

「何に慣れたというのかしら」

「ぬぇ？　あ、たいしたことじゃないんだけど。あの掛かけ軸じくがね」

「掛け軸ですって？」

「ん……」

　景敦が低く唸うなって身体からだを起こしかけた。

　襖ふすまが開いた。

「お待たせいたしました」

　お盆ぼんを持った少女が居間に入ってきた。

　少女と顔をあわせるのはこれが二度目だ。

　名前はヤマーダ・ミポル。刑天文院家の近所に住んでいる。ふざけたことに、どうやら宇宙人らしい。

　見た目は地球人と、つまりメルカたちと大差ないが、耳が長くて尖とがっている。

　それから、小動物めいた目や口許に特とく徴ちようがあって、生意気なことに、地球人的な美少女の部類に入るだろう。美少女だろうと醜しこ女めだろうと怪かい物ぶつだろうと、宇宙人は宇宙人だ。

　ミポルは卓袱台に四人分のお茶を置いて、景敦のすぐそばに腰こしを下ろし、にっこりと笑ってみせた。

「どうぞお召めしあがりください」

「あ、遠えん慮りよなく」

　千夜子は湯飲みを手にとって、ちらりとメルカを見た。

「メルカさんは？　いらないの？」

「チッ」

　メルカは返事の代わりに舌打ちをしてしまった。

　なぜこんなに腹が立つのだろう。

　放課後、刑天文院家へ行こうと千夜子に声をかけたのはメルカだ。

　刑天文院家に行けば、何か不思議な事件、興味深い事物に遭そう遇ぐうできるのではないか。そう考えた。理由はもちろん、それだけだ。

　鬼き貫ぬき先せん輩ぱいの一件で、千夜子は文芸部に所属していなかったことが判明した。おかげでけっこう暇ひまらしい。そうでなくとも、メルカの誘さそいだ。千夜子が断るはずもない。メルカが許さない。認めない。

　そんなわけで、刑天文院家を二人で訪おとずれたのだが、景敦はひたすらだらだらしていた。

　ちょっとむかついた。

　やがてチャイムも鳴らさずに、ミポルが家に上がりこんできた。

　もっとむかついた。

　なぜだろう。

　どうしてこんなに頭にくるのか。

「景敦さん」

　ミポルは景敦の肩かたにそっと手を置いた。

「お茶の葉がもう少しで切れてしまいそうなのですよ。ぴぴっ。それからお醬しよう油ゆも残り少ないようですしお味み噌その賞味期限が切れていました」

「あー。そうか」

　景敦は耳の穴をほじった。

「今度、捨てねーとな」

「今度ではいけません今日のうちに処理するとミポルに約束してください」

「えー？　めんどくせーよ。いいだろ。そのうちで」

「よくないのですよ仕方ありませんミポルがあとで冷蔵庫を整理いたします。ふふっ。ついでに足りないものも買い足しておきましょう問題ありませんね？」

「問題……？　や、問題はねーけどな。べつに」

　あるのではないか。たぶん、あるだろう。きっとあるはずだ。

　でも、いったいどういう問題が？

　それが問題だ。

　メルカは、フッ、と笑った。そんなつもりはなかったのだが、なぜか笑ってしまった。

「まるで世話女によう房ぼうみたいなのだわ」

「世話女房だなんてそんな」

　ミポルは、女房、のところをやたらと強調して発音した。

「ミポルはただこの家のすべてを知りつくしているだけなのですよ家の中のことだけではありませんが。ふふっ。景敦さんについても知らないことなど何もないといっても過言ではありません」

「それってひょっとして、か、通い婚こんっ……!?」

　千夜子が叫さけんだ。

　叩たたき殺してやろうか。

　なんとか我が慢まんした。

「んなわきゃねーだろ」

　景敦は顔をしかめてボサボサ頭をボリボリ搔かいた。

「たまーにだよ。たまーに家にきて、掃そう除じとかな。洗せん濯たくとか……まあ、近所のよしみっつーか。あるだろ、そういうの。家族ぐるみのつきあいっつーの？」

「そう」

　何が、そう、だ。どうしてメルカが澄すまし顔で、そう、なんて言わなければならないのか。

　だいたい、そんなものは家族ぐるみのつきあいでも何でもないだろう。他人の家で掃除をする。洗濯をする。まるで家政婦だ。

　さもなければ、押しかけ女房か。

　また女房か。

「ふふっ」

　ミポルは傲ごう然ぜんと胸を張ってメルカを見ている。勝ち誇ほこっているかのようだ。生意気な。子供のくせに。

　いや、ミポルは宇宙人だ。成長することもできる。そうはいっても、宇宙人ではないか。地球人ではないのだ。

　というか、なぜ自分はこんなに苛いら々いらしているのか。

　ミポルのせいだ。

　あの宇宙人がメルカを挑ちよう発はつしているのだ。いったい何のために……？

　わからないが、喧けん嘩かを売られたら買わないわけにはゆかないだろう。逃にげた、と思われたくない。

　でも、これは何の喧嘩なのか。

　メルカは唇くちびるを嚙かんだ。

　もやもやする。

　叫びだしたいような気分だ。

　顔面の筋肉がむずむずして、とてもじっとしていられない。

　メルカは立ちあがった。

「失礼」

　我知らず口走っていた。勝手に身体からだが動いた。メルカは脇わき目めもふらず居間を飛びだした。

　廊ろう下かに出てから我に返った。

　自分は何をしているのか。

　歩いている。

　居間をあとにして、右へ。

　この先はたしか手洗いだ。そうか。手洗いに行こうとしているのか。でも、その必要があるのかといえば、微び妙みようだ。というか、ない。

　ふと、右手の襖ふすまが開いていることに気づいた。

　誰だれかの部屋か。この家に住んでいるのは景敦だけのはずだ。すると、景敦の部屋なのか。

　メルカは足を止めて、襖の隙すき間まから中をのぞいてみた。

　カーテンが閉め切られている。遮しや光こう率の高いカーテンらしい。ずいぶん暗いが、だいぶ散らかっているようだ。いろいろな物が散乱している。

　見ると、部屋から廊下にＤＶＤがはみだしていた。

　メルカはあとずさった。

「ふ……不潔なのだわ……」

　目を凝こらして確かめるまでもない。むしろ、できるだけ見たくない。

　タイトルは「萌もえ萌え★性春学園７　ハードワーク委員長」か。

　言うまでもなく、成人向けのＤＶＤだろう。

「け、汚けがらわしい……この上なく」

　メルカはさっとＤＶＤを拾いあげて、居間へと引き返した。

「あ、メルカさん。早かったね」

　千夜子が笑え顔がおでそんなことを言った。早いとか遅おそいとか、デリカシーがない。注意したくなったが、放っておいた。それよりも今はこれだ。

　メルカは卓袱ちやぶ台だいの上にＤＶＤを叩きつけて正座した。

「はっ……」

　千夜子はＤＶＤを見て目を瞠みはった。

　メルカはミポルの様子をうかがった。ミポルは平然としている。小こ憎にくらしい。

　景敦は顔を引きつらせていた。

「ど……どこで……」

「さあ」

　メルカはひややかに笑ってみせた。

「落ちていたのだわ。そのへんに」

「ふ、ふーん……」

「あ、あの、これ」

　千夜子はＤＶＤを指さした。

「どうしてこの女の人、制服を脱ぬいで裸はだかになろうとしているのかな？」

　開いた口がふさがらないとはこのことだ。本気で言っているのだろうか。千夜子のことだ。きっと本気なのだろう。

「な、なんでだろーな……」

　景敦は目を白黒させている。

「ま、まあ、あれじゃねーの？　ぬ、ヌーディスト？　つーの？　いるらしいよな。そういうやつらが。裸ら族ぞく的な」

「へえ……これはじゃあ、その裸族の人たちを紹しよう介かいするＤＶＤなのかな？」

「そ、そうなんじゃねーの？　し、知らねーけど。おれは見てねーし」

　よくもぬけぬけと。

「裸族ですって？」

　メルカは大おお袈げ裟さにため息をついた。

「どこからどう見ても、日本人なのだわ」

「に、日本にもいたんだな。裸族」

「ふふっ。無理をしてごまかそうとすることはないのではありませんか景敦さん」

　ミポルはメルカと千夜子を順々に見た。見下しているような目つきだ。

「景敦さんがおっしゃりづらいのであればミポルからご説明しましょう。ぴぴっ。このＤＶＤに出演している地球人女性はもちろん日本人であり裸族でもヌーディストでもありません彼女は仕事でこのような恰かつ好こうをしているのです」

「お、お仕事でっ……!?」

「いかにもそのとおりなのですよ。ふふっ。彼女の仕事はありていに言えばいろいろな要素あるいは側面があるとはいえようするに地球人男性の欲よく情じようを喚かん起きさせることなのです」

「あー。そうなんだぁ。じゃあ、景敦くんは、これを見たら」

　千夜子はＤＶＤを一いち瞥べつした。

「ヨクジョウ……？　が、カンキ？　させられるのかな？」

「ど、どうだろーな」

　往生際が悪い。景敦はまだはぐらかす気なのか。ミポルにあっさり打ち砕くだかれた。

「もちろんです。ぴぴっ。若い性せい欲よくを発散させるべく景敦さんはこのＤＶＤを家から徒歩十五分の場所にあるお気に入りのビデオショップ・ビッグサムライで購こう入にゆうしたのですから」

「お気に入り……」

　メルカは呟つぶやいて景敦を見た。かなり白い眼めだったかもしれない。

　景敦はうつむいている。否定しないのか。できないのだろう。つまり、ビッグサムライとやらにはよく行っている。ひいきにして、通いつめているということだ。

「あれ？」

　千夜子は首を傾かしげた。

「ということは、景敦くんは噓うそをついたの？」

「そういうことになりますね」

　ミポルは軽くうなずいた。

「悪意があってあなたがたをだまそうとしたわけではないとミポルは思いますよ。ふふっ。景敦さんとしてはやはり恥はじらいがあるのかもしれませんね」

「そっか。でも、どうして、何が恥ずかしいのかな」

「もう──」

　メルカは声を荒あららげてしまいそうになった。景敦は小さくなっている。顔色もさっきまで赤かったが、今はなんだかどす黒い。

　武士の情け、という言葉が脳のう裏りをよぎった。

　そうだ。これは武士の情けだ。

　メルカはミポルを見すえた。

「いいかげん、そのへんにしておいたらどうなのかしら」

「ああ」

　ミポルは鼻先で笑った。

「申し訳ありませんガキには少々刺し激げきが強すぎる話題だったかもしれませんね。ふふっ」

「あなたにガキ呼ばわりされる筋合いはないのだわ！」

「そうはおっしゃいますが実際ガキ以外の何ものでもないではありませんか。ふふっ。未熟で無知なガキで地球人男性のことをまるで理解していないからこのＤＶＤを見つけて不潔だの不ふ埒らちだのと思い腹を立てたのでしょう？　景敦さんをひいては地球人男性を熟知しているミポルにしてみればそのように考えるのはじつにくだらないとしか言いようがありません。ぴぴっ。地球人男性はある程度の年ねん齢れいになればアダルトＤＶＤくらい誰だれでも見ているものですしインターネットを利用して世界中のエロサイトを探訪したり果てはファイル交こう換かんソフトを使ってお宝エロ動画を入手してコレクションするなどの行こう為いに及およぶことも決してめずらしくないのです。ふふっ。なぜならそれは地球人男性にとって是ぜが非でも必要なことだからなのですよ」

「はぁー。なるほど……そうなんだね」

　千夜子は真しん剣けんな表情でうなずいている。いったいどのくらいミポルの話を理解しているのか。千夜子のことだからわかったものではない。

　メルカは千夜子とは違ちがう。だいたい理解していると思うが、素す直なおにああそうですかと納なつ得とくすることはできない。

「男の人って」

　メルカは景敦をちらりと見た。ミポルは所しよ詮せん、宇宙人だ。当事者である地球人男性に確かめるのが一番だろう。

「そういうものなのかしら」

「ま、まあ……」

　景敦は顔を上げて、ふん、と鼻を鳴らした。ついに開きなおったのか。

「なくはねーよな、やっぱ。そういう部分はどうしても、な……」

　メルカは膝ひざに手を押しつけた。

　なぜかショックだった。

「気になさることはありませんよ景敦さん」

　ミポルはもはや誇ほこらしげだ。

「景敦さんは現在お一人で暮らしてらっしゃいますので誰からも監かん視しされることはありませんし先祖伝来の資産がふんだんにあるため経済的にも大変恵めぐまれているといっても過言ではないでしょう？」

「あ、ありていに言えば、な……」

「それはもう若い地球人男性にとっては楽園以外の何ものでもない環かん境きようでありこのような状じよう況きよう下かに置かれたら誰しもが自らの性せい欲よくの解放に邁まい進しんすることでしょう。ぴぴっ。ようするに景敦さんがアダルトＤＶＤや成人向けの雑誌やコミックスＰＣゲームなどに没ぼつ頭とうするのはやむをえないというよりもむしろ必然なのです」

「楽園……」

　千夜子は上を向いた。何か想像しているらしい。きっと的外れだ。

「か、景敦！」

　メルカは卓袱台を叩たたいた。

「あなたときたら、そんなふしだらな暮らしを……!?」

「おっ、ちょ、てめ、ミポル！　いくらなんでも大おお袈げ裟さだろ！　おれだって、仕事とかだってしてるし……」

「ぴぴっ。ミポルが把は握あくしているかぎりでは景敦さんが請うけ負うお仕事は週に一件かせいぜい二件ですね」

「そ、そうだけどな……」

「それ以外の時間はすべてポルノ鑑かん賞しようやのぞき趣しゆ味みに費ついやしているというのね……!?」

「や、そんな、のぞきなんてしてねーし」

「何にせよすべての道は性欲の解放へと通じているのですよ。ふふっ」

「あのー」

　千夜子がおそるおそるといったかんじで手をあげた。

「そのセーヨクのカイホーって、何をするのかな……？」

「え──」

　景敦は絶句した。

「な、何って……」

　メルカは口ごもった。

「何をするのかしら、ね……」

　ろくすっぽ、まったく、さっぱり、想像もつかないといったら噓うそになる。なんとなくわからないでもないが、事細かに知っているかといえば、そんなことは断じてない。

「あらあらさすがはお子様ですね」

　ミポルは得意の、ふふっ、ではなく、ぷっ、と吹ふきだした。

「性欲の解放といったら決まっているではありませんかお──」

「わーわーわーわーわーわーっ！」

　景敦が両手を左右に振ふりながらとんでもなく大きな声を出した。顔が真っ赤だ。こめかみに血管が浮うきだしている。やがて息が切れたようだ。

　ミポルは口くち許もとに手をあてて微笑ほほえんだ。

「恥はずかしがることはありませんよ景敦さん。ふふっ。地球人の殿との方がたは誰しもがなさっていることです」

「な、何をしているのかなっ……!?　すごく気になるんだけど！」

「チョコちゃんったら……」

　メルカは思わず声に出して呟つぶやいていた。

「本当に見当もついていないのかしら。ありえないけれど、ありうるのだわ……チョコちゃんなら。でも、保健体育の授業で習うのではなくて……？　当然のことながら、あたくしは自主的に欠席したけれど……」

「まあ所詮お子様には関係ないことなのでしょうね」

「お子様、お子様とうるさいのよ！　あたくしはお子様なんかでは決してないのだわ！」

「たかがアダルトＤＶＤごときに目くじらを立てている地球人女をお子様と呼ばずしてなんと呼べばいいのでしょうか？　是ぜ非ひ教えていただきたいのですが？」

「誰だれが目くじらなんて！　こんなもの、たいしたことはないのだわ！　所詮、Ｂ級ホラーのようなものにすぎないでしょう!?」

「Ｂ級ホラー？　ああなるほど」

　ミポルは顎あごを上げてせせら笑った。

「お子様だけに見たことがないのですね」

「あるに決まっているではないの！　見すぎて見み飽あきているくらいなのだわ！」

「そうですか」

　ミポルはわざとらしいにっこり笑え顔がおで首を傾かたむけてみせた。

「それでは見ましょうか？　今。ここで」

「い、いいのよ。望むところなのだわ」

「わー……」

　千夜子は目を輝かがやかせて生なま唾つばを飲みこんだ。頰ほおが上気している。興きよう味み津しん々しんといった様子だ。

「……へ？」

　景敦は呆あつ気けにとられているようだ。

「つーか……見るの？　ここで？　今？」

「ええ」

　ミポルは居間のテレビを指さした。

「あのテレビは年代物ですが景敦さんの部屋にあるゲーム機を接続すればＤＶＤを視し聴ちようすることは可能です。ぴぴっ。ああこの萌もえ萌え★性春学園７ハードワーク委員長よりも人気女優かなめうららかの衝しよう撃げき的デビュー作ピュア少女解放宣言のほうがお子様もとい初心者向きかもしれませんね武士の情けというものでしょうか。ふふっ。しばしお待ちくださいただいまミポルが準備いたします」

「え、いや、おま──って、なんでそんなにくわしいんだよ！」

「先ほども申しあげたとおりミポルは景敦さんのことなら何でも存じあげているのですよ」

　ミポルは素す早ばやく立ちあがって、ＤＶＤを手に居間から出ていった。

　間もなくゲーム機と別のＤＶＤを抱かかえて戻もどってきて、セッティングを開始した。

　メルカは電子機器の取り扱あつかいがやや苦手だ。ミポルは宇宙人だからか、得意らしい。すぐに完かん了りようした。

「さて──心の準備はよろしいですかお子様がた？」

「ま、待てっ……！」

　景敦は大おお慌あわてで壁かべの掛かけ軸じくを裏返した。いったい何のつもりなのか。バカなのか。そういえば、通媒法のときも同じことをしなかっただろうか。何のために……？

　今は、でも、それどころではない。

　メルカは千夜子と目を見あわせた。

　心の準備。できているのだろうか。よくわからない。

　千夜子はむしろ、期待に胸を躍おどらせているようだ。

　天然は怖こわい。

　メルカは心の底からそう思った。

「どうやら返事をお待ちしていても埒らちが明あかないようですね？」

　ミポルはテレビをつけてゲーム機にＤＶＤをセットした。

　ついに始まった。

　とうとう始まってしまった。

　メルカは両手で目を覆おおい隠かくそうとした。ミポルの視線を感じた。舐なめられてたまるものか。我が慢まんした。

　テレビを見るのだ。どうということもない。ただ二十歳はたちかそこらの女が服を脱ぬぎ、男と何かけしからぬ行こう為いに及およぶだけではないか。

　けしからぬ行為。それが問題なのだ。

「あぅ……」

　千夜子が変な声をもらした。さっそく二十歳かそこらの女が服を脱いだ。いや、脱がされたのだ。

　メルカは景敦の様子をうかがった。景敦はあぐらをかいて背中を丸め、うつむいている。ミポルが、あら、と声をかけた。

「景敦さんはごらんにならないのですか」

「……お、おれは、べつにな」

「見飽きているのでしょう」

　つい口を出してしまった。

　景敦がこちらを見て、すぐに顔をそむけた。どうしてそんな表情をするのか。なんだか少し、傷ついたような顔を。

　傷ついているのは、メルカのほうだ。

　違ちがう。そんなことはない。何をバカな。

　メルカは傷ついてなんかいない。傷つく理由がない。

　二十歳かそこらの女がおかしな声を出しはじめた。

　景敦は日夜こんなものを見ているのか。見ているのだ。

　しかし、この二十歳かそこらの女は、なかなか愛らしい顔をしているし、肌はだもきれいなのに、なぜこういう仕事をしているのだろう。

　金か。金のためか。

　それとも、何か他ほかに理由があるのか。

　いずれにしても、メルカにはわからない。想像できないし、たぶん理解することもできないだろう。

　だって、恥はずかしい。

　あんな姿を不特定多数の人に見られるなんて。

「まっ──」

　千夜子が目を見開いた。

　メルカはくらくらしてきた。

「なっ──」

　千夜子が両手で口を押さえた。

　メルカは固まった。

「そっ──」

　千夜子がのけぞった。

　メルカは祈いのりたい気分になった。主に、自分のために。

　心臓がやばい。ぶっ壊こわれてしまいそうだ。

「えー、えー、えー、えー……」

　千夜子も壊れかけている。

　メルカは深呼吸しようとした。

　無理だ。

　というか、なんでそんなものを？　そんなものに？　そんなことをするのか。

　意味がわからない。そんなことをするものなのか。みんなしていることなのだろうか。

　みんな？

　そんなことはない。少なくとも、メルカはしていない。するつもりもない。するわけがない。してたまるか。

　そもそも、こんなもの、男のために作られた、いわばファンタジーのたぐいだろう。現実ではない。非現実だ。バーチャルだ。
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　つまり、あの二十歳かそこらの女みたいな女は実在しない。彼女は女優なのだ。男どもが望む女を演じているだけなのだ。

　男はあんな女を望んでいるのか。

　景敦もああいった女が好みなのか。

　そうなのだろう。このＤＶＤは景敦が購こう入にゆうしたものだ。好みだから買ったのだろう。

　男って。

　男って──。

　信じられない。

「わ、わ、わ、わ、わ、わ」

　千夜子は大おお騒さわぎしている。

「な、何なのかな、あれ？　わぁー……」

　騒さわぐだけではなく、感心したりもしている。

　メルカはひたすら画面を凝ぎよう視ししていた。目を離はなせば、ミポルに侮あなどられる。理由はただそれだけだった。

　なんだか、だんだん悲しくなってきた。

　動どう悸きは収まらない。

　胸が潰つぶれてしまいそうだ。

　ようやくだった。

　やっとＤＶＤの再生が終しゆう了りようした。

　ミポルはゲーム機からＤＶＤをとりだして、テレビを消した。

「内容がややソフトすぎましたね。ふふっ。いかがでしたか」

　メルカは精せい一いつ杯ぱいの眼力でミポルを睨にらみつけた。ミポルの標的はメルカだ。視線と態度からそれはわかっている。

「た、たいしたことは──」

　メルカは咳せき払ばらいをした。動どう揺ようなんかしていない。たまたま喉のどの調子がよくなかった。それだけだ。

「ぜんぜんたいしたことはなかったのだわ」

「そうですかあ？」

　ミポルは尖とがった耳を動かしながらニヤニヤしている。いやらしい宇宙人だ。

「メルカさんは、見ている間、ずっと静かだったもんね……」

　千夜子はまだ顔が赤い。汗あせもかいている。まるで身体からだを動かしたあとのようだ。

「はぁー……なんか、すごかったよ。景敦くんはいつもこういうのを見てるんだね……」

「いやっ！」

　景敦は腰こしを上げかけて途と中ちゆうでやめ、座りなおした。

「お、おれだけじゃねーからな！　ミポルが言ってたとおりだ！　こんなの、男だったら誰だれだって見てんだから！」

「クラスの男子も……？」

「クラスの男子もだ！」

「中学校のときの同級生の男の子たちも？」

「ったりめーだろ！」

「そうなんだ……」

　千夜子は人差し指を唇くちびるにあてて、上を向いた。

「こういうのを見て、どうするのかな？」

「え……」

　景敦は顔を引きつらせて首筋をボリボリ搔かいた。

「だから、それは……」

「性せい欲よくの解放です！」

　ミポルが大きな声で断言した。千夜子は首を傾かしげた。

「えと……具体的には？」

「チョコちゃん！　あたくしたちがそこまで踏ふみこむ必要はないのだわ！」

「知りたいですか」

　ミポルは千夜子にそう訊ききながら、横目でメルカを見た。何か言いたいことがあるのなら、はっきり言えばいいのに。本当にいやらしい宇宙人だ。

　千夜子は上うわ目め遣づかいでメルカを見た。メルカは視線に念をこめようとした。その前に千夜子は顔をそむけた。千夜子のくせに、逆らうなんて。

「興味はある……かな？」

「ふふっ」

　ミポルは得意げに顔をほころばせた。

「ではミポルがご説明しましょう」

「およしなさいっ！」

「なんでやねん」

「あなたこそ、なぜ関西弁!?」

「そこの垢あか抜ぬけない天然娘むすめならいざ知らずまさかご存じないということはありませんよね？　何しろお子様ではないとのことですから」

「当然でしょう！　何から何まで知っているに決まっているのだわ！　熟知して、さらに熟達しているといっても過言ではないのよ！」

「……め、メルカ……おまえ、そうなのか……」

「も、もちろんなのだわ！」

「あのう、垢抜けないって、わたしのことなのかな？」

「うるさいのよ！　このボケボケ野や暮ぼ娘！」

「ご、ごめんなさい、メルカさん……」

「わかればいいのだわ！」

「メルカ、おまえって……けっこうひでーな」

「お黙だまりなさい！　性せい欲よく魔ま神じんの分際でっ！」

「ぐっ……」

「そういうことでしたら地球人男性のごくごく一いつ般ぱん的な性欲の解放についてミポルが懇こん切せつ丁てい寧ねいに解説することに何らの問題もありませんね？」

「問題……問題は……問題なんてないのよ！　これっぽっちもないのだわ！　あるわけがないでしょう！　愚おろかなことを言わないでちょうだい！」

「よくぞおっしゃいました」

　ミポルはぱちぱち拍はく手しゆしてみせた。

　いつか、近いうちに、必ずこの地球上から消し去ってやる。

「それでは始めさせていただきます」

「さっさと始めなさい！」

　後こう悔かいした。

　いや、メルカはただ、事実を突つきつけられただけだ。知らなかったことを知った。

　知らなかった？　そんなことはない。なんとなく知っていた。

　あたりまえではないか。人間には想像力というものがある。普ふ通つうに生きていれば、ある程度の情報は頭に入ってくるのだ。勝手に。断りもなく。手がかりがあれば、だいたい想像がつくものだ。

　たいしたことではない。

　たいしたことでは。

　なんだか泣きたくなってきた。

　泣いてたまるものか。

「……そっか……」

　千夜子は右手で何か棒状のものを握にぎって上下に動かす仕し種ぐさをした。

　おやめなさい。

　メルカとしてはそう叱しかりつけたいところだが、どうしても気力がわいてこなかった。

「そっか、としか言えないや。なんか……そっか……」

　千夜子はため息をついて景敦を見た。言いたいことはあるのだが、どう伝えていいものやらわからない。申し訳なさそうな、不ふ憫びんに思っているような、心配しているような、複雑な眼まな差ざしだった。

　景敦は赤黒く染まった顔で叫さけんだ。

「そ、そんな目でおれを見るなっ！」

「そうですよ。ふふっ」

　ミポルは口くち許もとに手をあてて、わざとらしく笑いを嚙かみ殺した。

「殿との方がたは必要に駆かられてなさっているのですからいわばこれは自し然ぜんの摂せつ理りなのですよ」

「自然の……じゃあ、これは」

　千夜子は小首を傾かしげながら右手を上下させた。

　だから、その手つきはやめろというのに。

「どうしてもしなきゃいけないことなの？」

「地球人には発情期というものがありません。ぴぴっ。性的に成熟すればいつでも子孫を残すことができるその準備が整っているということです」

「子孫……なんか、壮そう大だいな話だね」

　愚ぐ鈍どんな千夜子。何が壮大だ。子孫を残すことなんて、人間にかぎらず生き物なら皆みな、やっている。ありふれた現象にすぎないではないか。

「言い換かえれば地球人どもは年中発情しているようなもので常にパートナーがおりそのための行こう為いに及およぶことができれば問題ありませんがたいていの場合はそうもいきません」

「いかないんだ……」

「いかないのです。ふふっ。だとしたらどうします」

「ど、どうすればいいのかなっ……!?」

「自分でどうにかするしかないではありませんか」

「そっか！　それで……！」

「そういうことなのですよ」

「大変なんだね……男の子って」

　千夜子は自分も大変な目に遭あっているかのように、またぞろため息をついた。

　何が大変なものか。

　メルカは吐はき捨てるように言った。

「我が慢まんすればいいだけのことではなくて？　そんなもの──」

「だからあなたはお子様だというのですよ。ふふっ」

「何ですって!?」

「地球人男性のことをよくご存じないからそのようなことが言えるのです」

「知りすぎているくらい知って知って知りまくっていると何度言ったら……！」

「とうてい信じられませんね。ぴぴっ。我慢すればするほど地球人男性の頭の中は性的な妄もう想そうによって支配されそれはもうとんでもないことになってついには性犯罪に手を染めるような羽目に陥おちいってしまいかねないというのが現実なのですよ」

「せ、性犯罪……!?」

「どのみち行き着く果てはそう──ドリームショットです」

「ドリーム……!?」

「一人寂さびしくこっそり下着を洗わざるをえなくなったりするのですよ。ふふっ。そんな場面を家族に目もく撃げきされでもしたら大事件です」

「大事件ですってっ……!?」

「まあ景敦さんのようにお一人暮らしであればその心配はありませんが」

「つーか、ミポル、おまえ……熟知しすぎだろ……」

「申しあげたではありませんかミポルは景敦さんのことなら何でも存じあげているのです」

「しょ、所しよ詮せん、教科書に書いてあるような知識にすぎないでしょう!?」

「お子様はその程度のことも知らないのですから困りものです」

「もう知ったのだわ！　知識レベルが同等なのだから、宇宙人ごときにお子様呼ばわりされる筋合いはないのよ！」

「笑しよう止しですね」

　ミポルはニヤッと笑ってすっくと立ちあがり、両りよう腕うでを胸の前で交差させた。

「ミポ・ミポール・ミポミポ・ミポー……」

「この牝め狐ぎつね……！」

　メルカはつい叫んでしまった。

　ミポルはかまわず両手の指をゆらゆらさせはじめた。

「ミポー・ミポール・ミポミポ・ミーポ」

　その両眼が得体の知れない輝かがやきを宿した。

「ミポル・ハヤー・クソ・ダーツ・オトー・ナニ・ナール……！」

「へぅっ」

　千夜子がおかしな声をもらした。

　メルカは唇くちびるを嚙んだ。

　景敦の目はミポルに釘くぎ付づけになっている。あの助すけ平べえ。

　せいぜい小学校五年生くらいにしか見えなかったミポルが、どんどん成長してゆく。

　手足が、胴どう体たいが、首がのびて、顔つきも変化していった。

　尻しりが大きくなったせいで、ミニスカートがぱっつんぱっつんだ。

　胸もすごい。まるで乳牛に無理やり服を着せたかのようだ。

　ミポルは、きつきつのぎゅうぎゅうになった衣服を少しでもゆるめようというのだろう。スカートのファスナーを下ろした。

　そのせいで、パンツが見えてしまっているではないか。

　卑ひ猥わいすぎる。

　汚けがらわしい宇宙人め。

　もはやその存在自体が猥わい褻せつだ。

「……くぅ……」

　ミポルはへなへなとしゃがみこんで四つん這ばいの姿勢になり、右手で胸を押さえた。

　顔が真っ赤で息が荒あらい。苦しいのだろう。それならば、成長などしなければいいのだ。

　というか、あの人型猥褻物は、なぜ景敦に尻を向けているのか。

　景敦も景敦だ。猥褻宇宙廃はい棄き物ぶつの尻をじっと見つめるとは、人間としての誇ほこりがないのか。

　ミポルは首を振ふり返らせて景敦を見た。何なのだ、その悩なやましげな眼まな差ざしは。変態め。

「か、景敦、さん」

「お、おう」

　景敦は慌あわてて眼前にあるミポルの尻から目をそらした。

「な、何だよ」

「す、スカート、脱ぬいでしまっても、いい……ですか？　は、はしたない、かも……ですが、ミポル……苦しくて」

「あ、ああ」

「ああ、じゃないでしょう！」

　もう我慢ならない。メルカはミポルに飛びかかった。

「な、何を……！」

「公然猥褻！　猥褻物陳ちん列れつ！　許さないのだわ！」

「表現の自由が！」

「宇宙人にそんなものは認められていないのよ！」

　メルカはミポルに組みついて、強ごう引いんにスカートのファスナーを上げた。

「く、く、く、苦しいです……！　た、助けてください景敦さん！」

「苦しいのなら、小さくなればいいでしょう！」

「む、無理無理！　無理ですよう！　じゅ、呪じゆ文もんを、と、唱えないと！　それから、ふ、振り付けが……！」

「メルカ！」

　景敦がメルカに飛びかかってきて、力任せにミポルから引き離した。

「よせって！　苦しがってんだろ！」

「ええい、放しなさい！　景敦の分際で！」

「あんまりミポルをいじめんなよ！」

「誰だれがいじめているものですか！　放しなさいったら！　その汚らわしい手でさわらないでちょうだい……！」

「け、汚らわしいって、おまえ──」

「胸が痛いのよ！　はっきり言わないとわからないなんて！」

「あっ……」

　景敦はバッと飛び離はなれた。

「わ、悪わりぃ」

「たとえ一千万回誠心誠意謝罪しても許さないのだわ。決して。一生。何があっても」

「一生かよ……」

「ふう」

　ミポルがほっと息をついた。

「楽になりました」

「はぅわっ」

　千夜子がのけぞった。

　メルカと景敦がくんずほぐれつしている間に、ミポルはスカートを脱いでしまっていた。

　景敦が拳こぶしを握にぎりしめて叫さけんだ。

「ちょ！　ま！　お……！　そ、それはけしからんだろ、ミポねえ！　いくらなんでもそれはやべーって！　やばすぎだって……！」

　しっかり見ているくせに、けしからんなどと、よくも言えたものだ。
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　上半身はぴったぴたで、パンツはぴっちぴちで、ソックスを履はいているという姿は、だが、たしかに不届き千せん万ばんとしか言いようがない。公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する。反するどころか、どこからどう見ても公の秩ちつ序じよと善良の風ふう俗ぞくを完かん膚ぷ無なきまで破は壊かいしようとしているとしか思えない。完かん璧ぺきなまでに下品最悪で淫いん猥わい無む双そうな恰かつ好こうだ。

「ミポルはそんなにもやばいですか景敦さん。ふふっ。やばすぎですか」

「つーか、むしろおれが状態的にやべーんだけど……」

「な、何がどうやばいのかなっ!?」

「チョコちゃん！　そういうことは言葉で訊きかずに心で感じるのよ！」

「心で……」

　千夜子は胸に手をあてて目をつぶった。

　すぐに目を開けてメルカを見た。

「どうやって!?」

「それくらい、自分で考えなさい！　このうすらとんかち！」

「ぬぇ？　とんかち……？」

「バカという意味なのよ！」

「そんな！　わたし、バカだけど、うすらではないで・すーっ！」

「その、すーっ、というのは不ふ愉ゆ快かいきわまりないからおよしなさいと、何度言ったらわかるのかしら！」

「ごめんなさいっ。わたし、バカだからっ。というか、うすらって何？　うずらみたいな生き物なのかな……？」

「まったく違ちがうのよっ！」

　思わず千夜子の額をぺちんっとはたいてしまった。

「ぁいたっ」

　千夜子は左右のこめかみのあたりを手で押さえた。

　メルカはついもう一度、千夜子の額を平手でぴしゃんと叩たたいてしまった。

「場所が違うのだわ！」

「ゃうっ。あ、こ、ここっ……!?」

「そうなのよ！」

「そ、そっか。ごめんね、メルカさん。わたし、バカだから……」

「あまりにもバカすぎて、途と方ほうもなくうざいのだわ、本当に」

「ふぇ……？　何か言った？　空そら耳みみかな？」

「空耳なんかではないのよ！」

「がーん」

「擬ぎ音おんを口に出さない！」

「ひぐぅっ」

「変な声も禁止なのだわ！」

「あむ」

　千夜子は眉まゆをハの字に曲げ、唇くちびるを引き結んでうなずいた。

　その努力は認めてやってもいいが、結果は評価できない。メルカはぷいと横を向いた。甘やかすとろくなことにならない。本人のためにもならないので、厳しく調教、いや、教育する必要がある。

「お子様同士楽しげにじゃれあってらっしゃって大変けっこうなことですね。ふふっ」

　ミポルはにっこり笑った。余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態度だ。癇かんに障さわる。メルカは畳たたみを叩いた。

「宇宙エロフの分際で小生意気な──」

「ミポルは地球人ではありませんがこの身体からだは地球人と同等の機能を備えているのですよ。ふふっ。我々が収集した多種多様な知識に加えてこうして大きくなることもできますしありとあらゆる行こう為いに対応可能なのです」

「あ、ありとあらゆる行為ですって……!?」

「何でもかよ……！」

「景敦、あなた……！」

「や、違うからな！　おれはただ確かく認にんしただけでっ」

「ふふっ。そのとおり何でも──ですよ景敦さん」

　ミポルはネコ科の獣けもののような四つん這ばいの体勢になって、じわじわと景敦に迫せまった。

「おっしゃってくださればミポルはいつでも景敦さんのお相手をしますのに」

「えっ……」

「ご近所で──幼おさ馴なな染じみといってもいい間あいだ柄がらですし」

「ま、まあ、それは、な……」

「繰くり返しになりますがミポルは景敦さんのすべてを存じあげているのです」

「う……」

「恥はずかしがることなどありませんよ。ふふっ。ミポルに身も心もゆだねてくださればよいのです」

「で、でも、な……」

「何でしたらミポルがリードしてさしあげることも可能なのですよ」

「り、リード？」

「そうなのですよ景敦さん」

　ミポルはちらりとメルカを見て、唇をつりあげた。

「そこのお子様がたとは違いますのでミポルはあんなことやこんなことをしてさしあげることもできます」

「あ、あたくしだって……！」

　勢いで言い放ってしまった。

　景敦がこっちを向いた。

　めずらしく目があった。

　景敦は目を見開いている。だいぶ驚おどろいているようだ。

　メルカはよっぽど顔をそむけようと思ったが、だめだ。できない。負けたことになる。

　負けたくない。メルカはその一心で景敦を睨にらみつけた。

　千夜子に袖そでを引っぱられた。

「あのう、メルカさん、あんなことやこんなことって、どんなことなのかな？」

「そ、それは……」

　あれなのか。これなのか。それなのか。どれなのか。

　考えているうちにくらくらしてきた。顔が熱い。ひどく熱い。

　ミポルと景敦があんなことやこんなことを。

　許しがたい。なぜだか悲しくもある。何より、腹立たしい。

「これからミポルが実演して教えてさしあげますよ。ふふっ。よろしければそこでごらんになっていてくださいお子様がた」

　ミポルは景敦にぐっと身体を近づけた。

「ふぁうっ」

　千夜子は両手で口を押さえて身を凍こおらせた。

　メルカはミポルに躍おどりかかろうとした。そうしたかったのだが、身体が動かなかった。なぜか声を出すことすらできなかった。

　ミポルは両りよう腕うでをのばして景敦の首に絡からみつけようとした。

　宇宙人の目は熱く潤うるんでいた。唇もてらてらとぬれていた。

　肌はだ全体にほんのりと赤みがさしている。

　ミポルの手が景敦にふれた。

　景敦は歯を食いしばって目をつぶった。

　観念したのか。

　そう見えた。

　なぜだか涙なみだがあふれてきそうになった。

　でも、違ちがった。

　観念したのではなかった。

「やめろ……！」

　景敦はミポルを突つき飛ばした。

　ミポルは尻しり餅もちをついた。

「……景敦──さん……？」

「おれは……」

　景敦は体育座りのような姿勢になって、背中を丸めた。

「……おれは……だめなんだよ！　つーか、そういう問題でもねーけど！　とにかく……」

「景敦さんミポルは──」

「帰れ」

「え」

「帰ってくれ」

「景敦さん！　決してミポルは本気では……！　もしかしたら地球人には通じづらかったかもしれませんが我々なりのちょっとした冗じよう談だんで──」

「いいから」

　景敦はうつむいて激しく首を横に振ふった。

「……頼たのむ。帰ってくれ、おまえら、みんな……悪わりぃーけど、一人にしてくれ。マジで、頼むから……」

「景敦さん！」

「景敦……？」

「景敦くんっ……!?」

「帰れ！」

　景敦は自分自身の身体からだを檻おりにして、その中に閉じこもろうとでもしているかのようだ。両腕で抱かかえこんだ膝ひざに顔を押しつけて、小さく、小さくなっている。その姿はひどく頼たよりなかった。どこかに置き去りにされた子供みたいだった。

　一人きりにしていいのだろうか。

　メルカの心は、そんなことはできない、してはいけない、と告げていた。

　でも、景敦がそう望んでいる。ここにはいられない。

　メルカは単なる友人なのだ。

　景敦の態度は不可解だし、そんな振る舞まいをする理由を知りたいが、そこまで立ち入ることはできない。

　ミポルは悄しよう然ぜんとして居間から出ていった。

　千夜子も困ったような顔で立ちあがろうとしている。

　帰るしかなかった。
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　地下の情報処理室は、いつものことながらじめじめしていてカビくさい。

　端たん末まつの前に正座しているヤマーダ・ミポルの心も、負けず劣おとらずじめじめしていた。

「……こころ……？」

　ミポルは端末を操作する手を止めた。

　胸をそっとさわってみた。

「こころ……」

　ミポルは書きかけの報告書を保存して、書類作成用のアプリケーションを終しゆう了りようさせた。端末がボロいし、ＯＳもアレなので、複数のアプリケーションを起動させるとよくフリーズしてしまうのだ。

「せめてメモリくらい増設せなあかんやろ、ええかげん。ちゅうても、こんなふっるいマシン用のメモリとかきょうびよう売ってへんで。どないせえっちゅうんじゃホンマ……」

　ミポルはインターネットのブラウザを立ちあげて、「こころ」を検けん索さくしてみた。

　夏なつ目め漱そう石せき著の『こころ』という小説があるらしい。「こころ」の辞書的な意味はもちろん承知しているのだが、どうも十分に理解できていない気がする。この小説を読めば、もっと「こころ」のことがわかるだろうか。

「密林で買こうてまうか……あかんあかん。銭ぜにの無む駄だ遣づかいや。もったいないオバケが出てきよるわ。図書館で借りたらええか。待て待て。これもう著作権切れとるやろ。青空文庫で……お、ありよったわ。保存しといて、と。あとで読んだろ」

　ミポルはブラウザを終了させ、報告書の作成を再開しようとした。

　だめだ。

　どうしてもその気になれない。

　ため息が出た。

「どうしてミポルはあんなことを……」

　兎我野メルカ。それに、島原千夜子。景敦の家を訪おとずれたら、あの二人がいた。

　不ふ愉ゆ快かいだった。

　そう。

　ミポルはとてもいやな気分になったのだ。

　あの二人を排はい除じよしたい。でも、あの二人は景敦の友人だという。景敦の友人を力ずくでどうにかするわけにはゆかない。そんなことをしたら、景敦に嫌きらわれてしまう。

　景敦に嫌われたくない。

　嫌われずに、あの二人を排除したい。

「我々の力をもってすれば地球人の二人くらい証しよう拠こを残さず消し去ることも……」

　可能か不可能かでいえば、可能だ。しかし、上が納なつ得とくするような理由もなく地球人を抹まつ殺さつしたりしたら、ミポルが罰ばつを受ける。

　ミポルはまたもやため息をついてしまった。

「景敦さん──怒おこっていました……」

　そんなつもりはなかったのだが、結果的に景敦を不愉快にさせてしまった。そういうことなのだろう。

「ミポルのこと──許してくれますか景敦さん」

　景敦本人に直接尋たずねるしか答えを知るすべはない。「こころ」の中のことは目には見えないからだ。

　今度、訊ききにいこう。

　行けない。

　でも、行かないと。

　たったそれだけのことが、どうしてこんなにも恐おそろしいのだろう。
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　島原千夜子は三杯ばい目めのご飯をもりもり食べていた。

　日本人ならやはりご飯だろう。千夜子は白米の飯が大好きだ。とくに晩ご飯だと、ときには五杯も六杯も食べてしまう。

　島原家の夕食は、たいてい母と娘むすめの二人きりだ。父は仕事で帰りが遅おそい。母も千夜子も、テレビなどつけず食事に集中するので、食しよく卓たくはとても静かだ。

　ふと千夜子の箸はしが止まった。

「お母さん」

「なあに？」

　母はご飯が好きではないので、だいたい食パンだ。晩ご飯だと二斤きんは食べる。

　千夜子はお味み噌そ汁しるを一口飲んで、ため息をついた。

「男の子はみんな、するものなのかな……？」

「するって、何を？」

「ええと、どう言えばいいのかな、自分で──なんだっけ、性せい欲よくの解放？　だったかな」

「ああ」

　母は口に手をあてて、ぷぷぷ、と笑った。

「そりゃあそうよ。お父さんだって若いころはけっこう。今だって、たまには」

「お、お父さんもっ……!?」

「たまぁーに、こっそりね」

「そっか……」

　なんだか、ちょっとショックだ。

　千夜子は箸を置いてうつむいた。

　どうしてか、母の顔をまっすぐ見ることができない。

　母は千夜子によく似ている。若作りというか、老ふけないタチのようだ。千夜子と二人で歩いていても、姉妹にしか思われない。

「お母さんは、平気なの？」

「平気って、何が？」

「お父さんが、そのう、たまにこっそり、そういうことをしていても」

「人を殺しているわけじゃないし」

「それはそうだけど」

「男の子は、打ち止めになるまで男の子なのよ」

「打ち止め……？」

　いったい何が打ち止めになるのだろう。

　千夜子にはよくわからないが、母の言葉が真実だとすると、とにかく何かが打ち止めになるのだ。

　そして、打ち止めになると、男の子は男の子ではなくなってしまう。

「でも千夜子、どうしたの、いきなり？」

「え？　うん。ちょっとね……」

　ミポルの言葉が思いだされた。

　殿との方がたは必要に駆かられてなさっているのですからいわばこれは自し然ぜんの摂せつ理りなのですよ。

　所しよ詮せん、自然に逆らうことはできない。

　人類の歩みは、だがしかし、自然の脅きよう威いを乗り越こえるための戦いの連続でもあったのではないか。

　心のどこかで敗北を覚かく悟ごしながらも、いつか勝利を手にするために、前へ前へと力強く進んでゆく。

　最初、それはお猿さるさんだった。

　やがて類るい人じん猿えんとなり、だんだん人間に近づいていった。

　もう人間以外の何物でもない。

　その後ろ姿が景敦に似ている。

　はっとして我に返った。

　どうやら幻まぼろしを見ていたようだ。

　千夜子は箸を握にぎろうとして、やめた。

「男の子って」

「なあに？」

　顔を上げると、母が無む邪じや気きな目でこちらを見ていた。

　千夜子はかすかに首を横に振ふって、目を伏ふせた。

「男の子って、なんか……せつないんだね」
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　刑天文院景敦は居間の畳たたみの上に寝ね転ころんでいた。

　何もしていない。何も考えていない。本当に寝転んでいるだけだ。

　ただただぼーっとしている。

　電話が鳴った。

　刑天文院家の家電製品は、景敦の部屋にあるもの以外、たいてい古いが、電話だけは新しい。仕事の都合上、ファックスがついていたほうが便利だということで、何年か前に買い換かえた。

　それまでは、留守番電話の機能すらついていない、ダイヤル式の電話だったのだ。

　景敦はあの電話のベルが嫌きらいだった。それなのに、最近、妙みように懐なつかしく思うことがある。おそらく、今の電話の電子的なベルはもっと嫌いだからだ。

　すぐ隣となりで黒くろ猫ねこのオヤジが仰あお向むけになって寝ねている。

　オヤジは電話が鳴ったくらいではびくともしない。

　電話なんか無視してやる。

　そのうち留守番電話になった。相手はすぐに電話を切ったようだ。

　間を置かずにまた電話が鳴りはじめた。

「……わーったよ」

　景敦は起きあがって電話をとった。

「はい」

『どちら様なのかしら』

「……それはこっちの台詞せりふっつーやつなんだけど」

『電話のとり方がなっていないのだわ』

「うっせーな。切るぞ？」

『だめ』

　電話の向こうの声はやけに切せつ迫ぱくしていた。

『切らないでちょうだい。お願い』

　景敦はため息をついた。

「切らねーよ」

『そう』

　何か用事でもあるのだろうか。

　景敦は待った。用があるのなら、相手から言ってくるだろう。

　じっと待った。

　待てど暮らせど、相手は口を開こうとしない。

「……何なんだよ、おまえは」

『あの』

「何だ」

『大だい丈じよう夫ぶ？』

「何がだよ」

『何って』

「大丈夫だ」

　景敦は頭をボリボリ搔かいた。

「べつになんでもねーよ」

『そう』

　まさか、同じパターンなのか。また黙だまりこまれてはたまらない。

「それだけかよ」

『違ちがうのだわ』

「じゃあ、何だ」

『あの……』

「あの、はいいから。早く言ってくれ」

『また遊びに行ってもいいかしら。あなたのおうちに』

　もうくるな。

　口から出かけた。

　言えなかった。

　電話の向こうで相手がどんな顔をするだろう。

　そんなことを考えてしまった。

「好きにしろよ」

『それじゃあ、お言葉に甘えて、好きにさせてもらうのだわ』

　電話の相手は少しだけ笑ったようだ。

『おやすみなさい』

「じゃーな」

　電話が切れた。

　景敦は受話器を置いてから、しばらく天てん井じようを見上げていた。

「腹へった……」

　もう午後九時をすぎている。夕飯の時間はとくに決めていないから、遅おそすぎるということはない。気ままな一人暮らしだ。食べたいときに食べればいい。

「でも、めんどくせー」

　景敦は掛かけ軸じくの前に腰こしを下ろしてあぐらをかいた。

　オヤジがのっそりと身を起こして近づいてきた。

　目を覚まして、何をするのかと思ったら、景敦の膝ひざの上にのってきて丸くなった。

「また寝ねんのかよ、オヤジ」

　ふみゃー。

「……一日のうち、ほとんど眠ねむってるよな」

　景敦はオヤジの喉のどを指で撫なでながら、掛け軸に描えがかれている女に目をやった。

　女もこっちを見ている。

「悪わりぃーんだけどさ。このふざけた血は、おれの代で終わらせるつもりだから」

　掛け軸の女は眉まゆをひそめた。

　景敦には霊れい感かんがない。

　そんな気がしただけだろう。




















かゆさか「だから……だからあたし、いやだったの！　ハカユキくんに、そんなふうに思われるのがいやで、それで……！」




▼そんなこと言うなよ。俺はぜんぶ受け容いれられるから。

　かゆさかは心配性しようだなあ。それくらいで俺が怯ひるむと思うなよ？

　もうたくさんだ。俺の前から消えてくれ。

　……………………。






「……てゆーか、これ、一個目と二個目の選せん択たく肢し、あんまり違いがなくねーか……」

　刑けい天てん文もん院いん景かげ敦あつは自室のパソコンの前で悩なやんでいた。

　トキメキはぁとふるスペースらぶらぶロマンチックコメディ『天の果ての少女』通つう称しようアマハテは、けっこう高い評価をえているらしい。

　種類としてはパソコン用のアドベンチャーゲームということになるのだが、近未来のスペースコロニーを舞ぶ台たいにした、笑いあり、涙なみだありの青春ストーリーだ。扇せん情じよう的なシーンは決して多くないものの、一つ一つの描びよう写しやは濃のう密みつで、声優の演技もすばらしい。爆ばく笑しようは無理でもニヤニヤすることくらいはできて、山場では感動できて、なおかつ実用的だ。三さん拍びよう子し揃そろっている名作とは言わないまでも良作、ということで、景敦もそれなりに楽しませてもらっている。

　ただ、一部、おかしな選択肢がなくもない。

「だいたい、選択肢の数も無む駄だに多いんだよな……二つくらいでいいだろ。なんで四つがデフォルトなんだよ」

　先せん達だつが作成してくれている攻こう略りやくサイトを見るべきか。いや。経験上、攻略サイトを見てしまうと、その途と端たん、ゲームを進める意い欲よくが薄うすれることがわかっている。

　せっかくメインヒロインの「たまらち」、サブヒロインの「みかりむ」、「おにょち」まで自力で攻略したのだ。残りは今、ターゲットにしている「かゆさか」と「あろまる」、それから「ぷにょこ」の三人だが、「ぷにょこ」はメタボでパンク好きでピンクのモヒカンという衝しよう撃げき的なキャラクターなので、無視しようと思っている。ということは、あと二人だ。

「けど、あれなんだよな。ぷにょこが地味に一番泣けるっつー話も……」

　景敦は頭かぶりを振ふった。

　今はとにかく「かゆさか」だ。それに、泣けないよりは泣けたほうがいいが、この手のゲームにそういう要素をとくに求めているわけではない。

「普ふ通つうに考えたら一個目か二個目だけど、ここは……」

　この「かゆさか」は普通の少女ではない。身体からだの半分がサイボーグ化していて、不ふ可か避ひ型解かい離り性同一性障害という謎なぞの病気を患わずらっている。そのせいなのかどうか、まっとうな対応をしていると、必ずそっぽを向かれてしまうのだ。

　景敦はマウスを操作して、三番目の選択肢を選んだ。





ハカユキ「もうたくさんだ。俺の前から消えてくれ」

かゆさか「ハカユキくんなら、きっとそう言ってくれると思ってた！」






「まあ、今までそういう態度とってきたからな……」

　クリック。





かゆさか「最初からわかってたの！　あたしには、ハカユキくんしかいないって……」






「お。いーかんじじゃね……？」

　ディスプレイ上の「かゆさか」が頰ほおを赤らめてもじもじしている。だいぶ苦労したが、どうやらその甲か斐いがあったようだ。

　景敦は置き時計に目をやった。いつの間にやら午後三時をすぎている。いったんゲームデータを保存した。

「神かん無な城ぎのおっさんがくるのが四時、か」

　やめるべきか。つづけるべきか。迷うところだ。

「つーか、あのおっさんが持ってくる仕事とか、うぜーんだけど……大だい良ら権ごんがらみじゃなきゃあ、居留守使って無視しまくるのに」

　何しろ、大良権は影の大統領なのだ。

「日本にはそもそも大統領とかいねーけどな……あー、なんかおれ、最近、やけにひとりごとが多くね？　なんでだろうな……」

　ディスプレイ上の「かゆさか」は、まだ頰を赤らめてもじもじしつづけている。

　放っておけば、一時間でも丸一日でも十日間でも、「かゆさか」はずっともじもじしているだろう。

「ゲームだし……」

　景敦は両手で後ろ頭をボリボリ搔かいた。

「そーいうこと考えんなよ。さめるっつーか、なんつーか……いーだろ、べつに。ゲームの何が悪わりぃーんだよ。むなしくなんかねーっつーの。めんどくせーし。人づきあいとか」

　嫌きらいなんだよ、と呟つぶやいてみた。

「小せーころからそうだったじゃねーか」

　刑天文院家のことを知らない者は、このあたりにはいないだろう。

　当然だ。この家は遠い昔からここにある。

　実態は知らなくても、何やらあやしい家だというふうに、皆みなが思っているのだ。

「あやしまれても仕方ねーしな……」

　景敦はため息をついた。

　どうもいけない。気が鬱ふさいでいる。こうなったら、景敦操あやつる「ハカユキ」といい雰ふん囲い気きになりつつある「かゆさか」に元気づけてもらうしかない。

　クリック。





かゆさか「ねえ……ハカユキくん。もし、よかったら、だけど……今夜、スペクトラパークでお散歩しない？」




▼もちろん！

　悪くないね。考えておくよ。

　冗じよう談だんじゃない。ふざけるのもたいがいにしろ。

　………うーん………。






「きたな」

　スペクトラパークは宇宙空間を見み渡わたせる公園で、ゲーム内では有名なデートスポットだ。サブヒロインの「みかりむ」とはこの公園で結ばれた。

　景敦は「かゆさか」の性質にあわせて三番目の選せん択たく肢しを選んだ。





ハカユキ「冗談じゃない。ふざけるのもたいがいにしろ」

かゆさか「じゃあ、二十二時三十七分二十四秒にスペクトラパークの前で待ってるから」






「しっかし、会話が嚙かみあってねーよな……時間指定細かすぎだし」

　いずれにしても、夜のスペクトラパークではナイスなイベントが起こることはほぼ間ま違ちがいないだろう。景敦はほくそ笑えんで、また時計を見た。

「でも、相手がかゆさかだからな」

　目当てのシーンにたどりつくまで、まだ紆う余よ曲きよく折せつがあるかもしれない。

　もし予想以上に時間がかかって、ちょうどその場面になったときに神無城が訪ねてきたりしたら、大変なことになる。

　景敦は顔をしかめた。

　やはり、このへんで止めておくべきか。楽しみはあとにとっておけばいいか。

　だが、期待の芽はすでに、景敦の胸の中で育ちつつある。

　胸の中というか、もっと下のほうだ。

　景敦は唇くちびるの端はしを舌先で舐なめた。

「ここはもう、突とつ破ぱするしか……」

　クリックしようとした。その寸前だった。

　チャイムが鳴った。一度ではない。来訪者はチャイムを連打した。

　景敦は反射的にゲームを強制終しゆう了りようさせてしまった。

「──うおっ。セーブしてねーし！　まあ……ちょっと前にしたから、いいか……」

　立ちあがって、ディスプレイを見た。デスクトップ上にはアマハテと類るい似じしたゲームのアイコンがたくさん並んでいる。屈かがんでパソコンの電源を切り、部屋の中を見まわした。ＤＶＤが散乱している。ゲームのパッケージやら、漫まん画が本ぼんやら、各種雑誌やら、気分転換のために購こう入にゆうした写真集やらがあちこちに転がっている。

　いったん鳴りやんだチャイムが、また立てつづけに四度、鳴り響ひびいた。

「はいはい」

　景敦は部屋を出て、慎しん重ちように襖ふすまを閉めた。

　玄げん関かんへと向かう自分の足どりがちょっとだけ軽いことに気づいて、首を横に振ふった。

「んなわけねーだろ」

　否定した先から、頰ほおのあたりが熱くなった。

　手で顔を扇あおぎながら外に出て、門を開ける前に一応、下半身の状態をチェックした。

　大だい丈じよう夫ぶだ。静まっている。

　門の向こうから声が聞こえてきた。

「いないというのかしら」

「どうなのかな。もうちょっと待ってみたほうがいいかも？」

「そうね。今までだって、すぐに出てきたりはしなかったのだわ。それにしても、景敦の分際でこのあたくしを待たせるだなんて、まったくいい度胸なのよ」

「……分際って。何様のつもりだよ……」

　景敦は小声で呟つぶやいた。門の向こうの二人には聞こえなかったようだ。

　ちょっと笑ってしまい、肩かたの力が抜ぬけた。

　ということは、今まで力が入っていたのか。

　一つ息をついてから、門を開けた。

「あ」

　先に声をあげたのは島しま原ばら千ち夜よ子こだった。

「景敦くん！　えっと、おは──じゃないや、こば──違ちがう、コニチワ！」

「……いいけど、なんでおまえ、微び妙みように日本語が不自由になってんの？」

「ふぇっ!?　わ、わたし、ニホンコンフジウラッタ？　あれ？　言えてない……？」

「何語なんだ、それ」

「わたしは生まれつき日本語しか話せないよ？」

「生まれたときは日本語も喋しやべれねーだろ」

「にぇっ!?　じゃ、じゃあ、生まれたときは何語を喋るのかな……!?」

「……知らねーけど、ヒスワリ語とかなんじゃねーの」

「そ、そうだったんだね。わたし、バカだし、ぜんぜん知らなかったよ。ちゃんと覚えておかないと」

「本当に愚おろかな子」

　兎と我が野のメルカが腕うで組ぐみをして吐はき捨てるように言った。千夜子はあたりを見まわした。

「れ……？　今、何か聞こえたような気が……」

「空そら耳みみなのよ」

「そっか」

「ちなみに」

　メルカはなんだか不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。景敦のほうに顔を向けていながら、目は伏ふせていて、どこを見ているのかわからない。

「ヒスワリ語などという言語は存在しないのだわ。スワヒリ語ならあるけれど」

「あっそ。だから何だっつーんだよ」

「あたくしはただ、間違いを正しただけなのよ。悪いというのかしら」

「べつに悪いとは言ってねーだろ」

「あなたの態度が悪いから、そう聞こえるのかもしれないのだわ」

「うっせーな。おれは普ふ通つうにしてるだろーが」

「それで普通だというの？」

「あ、あの、メルカさん？　景敦くんも……どうしていきなり喧けん嘩かするのかな？」

「してねーよ。喧嘩なんて」

「そうなのよ、チョコちゃん。あたくしたちは普通に会話しているだけなのだわ」

「ああ、そーだな。普通に喋ってるだけだよな。普通に」

「なぜそこまで普通を強調するのかしら？」

「おまえだってしてるだろうが」

「メルカさん！　景敦くん！　や、やめて！　喧嘩は！」

「だから！」と景敦は声を荒あららげた。

「喧嘩なんて！」とメルカも叫さけんだ。

「してねーって……！」「していないと……！」

　景敦はメルカと顔を見あわせた。

　すぐさま二人同時にそっぽを向いた。

　千夜子はきょとんとしている。

　気まずい。

　景敦はＴシャツの中に手を突つっこんで、腹をボリボリ搔かいた。

「……入れよ」

　メルカはわざわざ電話をかけてきたのだ。

　また遊びに行ってもいいか、と訊きかれて、好きにしろ、と景敦は答えた。

「遊びにきたんだろ」

「そうさせてもらうのだわ」

　メルカは千夜子を従えて刑天文院家の敷しき地ち内へと足を踏ふみ入れた。

　気のせいだろうか。

　景敦の横を通り抜ける寸前、かすかにメルカの口くち許もとがほころんだ。

　たぶん、何かの加減でそう見えただけだ。目の錯さつ覚かくに違いない。

　景敦は門を閉めて、二人のあとを追いかけようとした。

「あ」

　しまった。すっかり忘れていた。

　今日はこれから神かん無な城ぎがくるのだ。
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「そうかそうか。景敦くんに友だちがねえ。いや──」

　神かん無な城ぎ億おく泰やす、五十一歳。

「私はいいことだと思うよ。むしろ、必要だよ。景敦くんもまだ若いわけだしね。私もじつは、少し心配だったんだよ。若くても由ゆい緒しよある刑天文院家の当主なんだから、私ごときが心配なんておこがましい話ではあるけどね」

　かの大だい良ら権ごんの血筋に連なる男だ。いくつもの会社の役員を務めていたり、有名人の知りあいが多かったりもするようだし、社会的地位はそれなりに高いのだろう。金も持っているようだが、はっきり言って小物だ。

　まず、典型的なスケベ面だ。若作りしているあたりが余計にいやらしい。

　高そうなスーツを着ているが、あまり似合っていない。

　加か齢れい臭しゆうをごまかそうとしているのか、やたらと香こう水すい臭くさい。

　それから、持ちこんでくる仕事の内容が、毎度毎度低てい俗ぞくだ。

「しかし、景敦くんに友だちがねえ。いや、だけど、今の若い子はあれだね。なんともこう、個性的だねえ。きっとそういう時代なんだろうね」

　加えて、今日判明したのだが、女を見る目が無む駄だにエロい。

　景敦と神無城は、刑天文院家の居間で卓袱ちやぶ台だいを挟はさみ、向かいあって座っている。

　神無城は、だが、あまり景敦を見ていない。掛かけ軸じくの近くに並んで正座している二名の女子高校生をチラチラチラチラうかがっている。

　黒くろ猫ねこのオヤジを膝ひざにのせている千夜子にしても、メルカにしても、落ちつかない様子だ。それはそうだろう。あんな目で、あんなふうに見られたら、気色悪いに決まっている。

「でも、ただの友だちなのかな」

　神無城は突とつ然ぜん、うわは、うわはは、と下品な笑い方をした。

「冗じよう談だんだよ、冗談。ところで景敦くん、そろそろ仕事の話をしたいんだけど」

「いいっすよ」

　景敦は投げやりに応じた。

「どーぞ」

「うん。でもね、景敦くん。ほら、ね？　やっぱりさ」

「平気っすよ。こいつらは一応、知ってるんで」

「そうはいってもね」

「べつにやましいことやってるわけじゃないし」

「まあ、そうなんだけどね」

「じゃあ、いーんじゃないっすか」

「悪いとは言わないけどね」

　神無城は眉まゆをハの字にして、少しばかり頰ほおを引きつらせている。戸と惑まどっているようだ。

　景敦も内心、妙みようだと思っている。

　刑天文院家は大だい良ら権ごん一派に従うことで生きながらえてきた。求められれば、命いのち懸がけで事にあたらなければならない。それが器うつわであり、道具でもある刑天文院家の宿命なのだ。

　景敦自身、彼らに逆らおうなどとは考えたこともない。神無城の仕事も二つ返事で引き受けて、黙もく々もくとこなしてきた。

　それでいい。

　彼らの言うとおりに動いているうちに時がすぎて、やがて景敦も死ぬ。

　そうすれば、刑天文院本家の血は絶える。

　景敦は千夜子とメルカのほうに顔を向けた。二人の目は見ないようにした。

「おまえらさ。悪わりぃーんだけど、ちょっと外に出ててくれるか」

「お断りなのよ」

　メルカは、ふん、と鼻を鳴らして髪かみの毛をかきあげた。

「あたくしたちのことは空気か彫ちよう像ぞうか何かだと思って、仕事の話だろうと何だろうと、勝手にするがいいのだわ」

「あ、あのう、メルカさん、でも……」

「チョコちゃんは黙だまっていなさい。あたくしも黙るのだわ。空気になるのよ。いいわね」

「う、うん。わかった」

「空気！」

　メルカはそう言ったきり、微び動どうだにしなくなった。

　千夜子もじっとしている。息まで止めているようだ。大だい丈じよう夫ぶなのか。

　景敦は首を左右に曲げた。バキバキ音が鳴った。

　メルカのことだ。何か不思議な話でも聞けるのではないかと期待しているのだろう。

　どんなに不思議でも、人間は慣れる。

　慣れて、おもしろくなくなってしまえば、興味を失うのだ。

　それならそれでいい。かまわない。というか、しょうがない。

「つーわけで」

　景敦は神無城に向きなおった。

　なぜだろう。神無城のような男と目をあわせるのは平気だ。

「空気らしいんで」

「まいったね」

　神無城は苦く笑しようしながらも、それ以上、千夜子とメルカをどうにかしようとはしなかった。きっとたいした仕事ではないのだろう。いつもそうなのだ。

「外そと本もと山やまに病院だった建物があるんだけど、どうも出るらしいんだよ。よく調べて、もしその話が本当なら、しかるべく取りはからってほしいんだ。厄やつ介かい事ばかり押しつけているみたいで心苦しいんだけどね。一つ頼たのむよ、景敦くん」
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　刑けい天てん文もん院いん家の敷しき地ち内には倉がある。

　母おも屋やや、今は使われていない離はなれよりも古い、やたらと大きな倉だ。

　神無城が帰ったあと、景敦はその倉へと向かった。千ち夜よ子ことメルカもついてきた。

　倉は築二百年以上たっているが、セキュリティは現代的だ。正確に言えば、だいぶ昔の錠じよう前まえと一昔前の南なん京きん錠じようと現代的な警備システムで守られている。

　おかげで、倉に入るためには、錠前用のでかくて錆さびた鍵かぎと、南京錠のがっちりした鍵と、カードキー、ぜんぶで三つの鍵を持っていかないといけない。はっきり言って、不便だ。

「中に何があるのかしら」

　倉を前にして、メルカは立派な胸を期待に弾はずませているようだ。頰ほおが上気している。

「かなり古そうだよね」

　千夜子はただただ感心しているといった様子だ。

「やっぱり、弥生やよい時じ代だいとか、そのくらいからある建物なのかな……？」

「チョコちゃんの目には、これが高たか床ゆか式倉庫に見えているということなのね」

「ぬぇ？　わたし、そんなに奥床しくはないと思うよ？」

「ええ。それはもう十分以上にわかっているのだわ」

「だよね。大和やまと撫なで子しことか、すごくあこがれるんだけど、わたしには無理だよね。生まれつきバカだし」

「夢を見ることは罪にはならないのよ、チョコちゃん」

「そっか。わたしも、がんばれば大和撫子になれるかな？」

「知性と努力次し第だいなのだわ。チョコちゃんの場合、とくに知性がネックね」

「……つーか、メルカ、おまえ、さらっとかつ習慣的に島しま原ばらのことバカにしまくってるよな。それって軽いイジメなんじゃねーの」

「にぇっ!?　メルカさん、わたしのこと、いじめてたの!?　ぜんぜん気づかなかったよ!?」

「バカね。あたくしがチョコちゃんをいじめるわけがないでしょう？　愚おろかなチョコちゃんにわざわざ意地悪をして、このあたくしにいったい何の得があるというのかしら？　あたくしはそれほど暇ひまではないのだわ」

「そうだよね。メルカさんはいつもヌーとか読んでいて、けっこう忙いそがしそうだもんね」

「めちゃくちゃけなしてたけどな。今も」

　景かげ敦あつはカードリーダーにカードキーをかざして暗証番号を打ちこみ、錠前に錆びた鍵を突つっこんで回し、南京錠を外した。

　千夜子とメルカを倉に入れていいのか。少し迷った。べつにいいか。霊れい具ぐ、妖よう具ぐのたぐいはもう見られている。

「言っとくけど、埃ほこりっぽいし、カビくせーからな。汚きたねぇー場所が嫌きらいなら、入らねーほうがいいぞ」

　一応、忠告だけはしておいて、倉の扉とびらを開けた。

　倉の中の空気がむあっと押しよせてきた。

　景敦にとっては嗅かぎ慣れた匂においだが、千夜子とメルカは少し怯ひるんでいる。

　かまわず、倉の中に入って明かりをつけた。

　倉は地下一階、地上三階建てで、地上一階はたくさんの簞たん笥すやら行こう李りやら葛籠つづらやらが置かれているものの、わりとがらんとしている。

　一階には、言ってみれば、レベル１の低級な道具しかないのだ。そうした道具は扱あつかいもそれなりで、ほとんど手入れしていない。もとより人任せではあるのだが。

　ただ、仕事で頻ひん繁ぱんに使うのは、レベル１の道具だ。二階にあるレベル２、中級の道具はごくたまに。三階のレベル３、上級の道具にはまず用がない。地下一階にあるレベル４、特級の道具に至っては、どれも景敦の先祖が心血をそそいで封ふう印いんしたものだから、よっぽどのことがないかぎり近づくこともない。ああいったものは永遠に眠ねむらせておくべきなのだ。

　千夜子とメルカがおずおずと倉に入ってきた。千夜子は平気そうだが、メルカはこほこほと咳せきをしている。

　景敦はさっさと目当ての道具を選びとった。今回は、背負うことができるようになっている大きな行李が一つ。あとは、葛籠の中から鈍にぶい銀色のランタンをとりだした。

「それ、何なのかな」

　すぐ後ろで千夜子の声がした。

　振ふり返ると、鼻と鼻がぶつかりそうになった。

「……ち、近ちけぇーよ」

「あぅ、ごめんなさいっ！」

　千夜子は飛びのいた。顔が赤い。景敦も同じだろう。なんとなくメルカのほうに目をやった。メルカはこっちを見ていた。おもしろくなさそうな顔をしている。景敦は思わず言い訳をしそうになった。なんでそんなことをしなければならないのか。冗じよう談だんではない。

「こ、これは……あれだよ。見りゃーわかるだろ。ランタンだよ。白しろ銀がねの角かく灯とうっつー名前があるっぽいけどな」

「ふぇっ!?　こんなに大きいのに、角砂糖なの!?」

「……どうにかしろ、こいつ」

　メルカの気持ちが少しわかった。

　悪気はないのだろう。よく見ると、顔も悪くない。顔立ちそのものは、かわいい、と言っても噓うそにはならないはずだ。

　ただ、髪かみ型がたも服の着こなしも何もかもが野や暮ぼったい。

　そそっかしいのか、本人が言うとおり生まれつきバカなのか、とにかく言葉による意い思し疎そ通つうがどうもうまくゆかなくて、話していると疲つかれてくる。

　景敦は行李を背負い、白銀の角灯を持って、首を回した。

「まあ、説明とかはべつにいらねーだろ。おまえらには関係ねーんだし」

「なぜ関係ないのかしら」

　メルカが睨にらんできた。

　なぜこのやたらとケバイ女は、いちいち突っかかってこないと気がすまないのだろう。

「関係ねーだろ。仕事に使うもんだしな」

「あたくしたちもその仕事とやらに同行するのよ。無関係とは言えないでしょう」

「るぇ？」

　千夜子は自分を指さした。

「じゃあ、わたしも……？」

「当然なのよ」

「そ、そっか」

「チョコちゃんはあたくしと一いつ緒しよに行くのがいやなのかしら」

「う、ううん。ぜんぜんいやじゃないよ？　ただ、ちょっと怖こわいけど……」

「待て、待て、待て」

　景敦はため息をついた。

「なんでおまえらがついてくるんだよ」

「悪いというの？」

「よくはねーだろ。危ねーことだってあるかもしれねーわけだし」

「そのときはそのときなのだわ。景敦。あなたが責任を持ってあたくしとチョコちゃんをしっかり守るのよ」

「どうしておれが責任持たなきゃなんねーんだよ」

「それが騎き士し道どう精神というものなのだわ」

「おれは騎士とかじゃねーし。ちなみに、武士でもねーし。つーか、何でもねーし」

「いいから、つべこべ言わずにあたくしたちを守ればいいのよ」

「あのな。また幽ゆう霊れい的なモン見れんじゃねーかとか期待してんだろうけど、無理だからな。島原はともかく。おまえは霊感ねーんだから。それとも、通媒法やるか？」

「その必要はないのだわ」

　メルカは大きな胸を張って顎あごを上げ、口くち許もとに微笑ほほえみをたたえて下した目め遣づかいで景敦を見た。

「霊感がないのはあたくしだけではないのよ。景敦も同じでしょう。仕事の際にはあの曝ばく露ろ眼がんとやらを使うのではなくて？　それなら、あたくしにもちゃんと見えるのだわ」
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「……遊びじゃねーんだけどな」

　景敦はぶつくさ言いながら、行李を地面に下ろした。

　時刻は午後八時二十分。

　景敦たちを乗せてきたタクシーが走り去ると、あたりはほぼ真っ暗になった。このへんには街灯もほとんどないのだ。

　市街地から少し離はなれた外本山の、さらに外れに、その廃はい病院はおどろおどろしい姿をさらしていた。

「見るからに、オバケスポットっていうかんじだね……」

　千夜子はメルカの後ろに隠かくれている。景敦やメルカと違ちがい、霊感が強い千夜子のことだ。何か感じているのかもしれない。

「たしかに、雰ふん囲い気きはよくないのだわ」

　メルカはたぶん、恐おそろしくも気持ち悪くもないだろう。それらしく装おうとしているようだが、千夜子と比べると、あからさまに平気そうだ。

「いるのね。ここに」

「おっさんの話では、そうみてーだな」

　景敦はショルダーバッグの中から白銀の角灯をとりだした。

　この角灯は一見、銀でメッキされたガソリン式のランタンだが、ガソリンの代わりに彼ひ岸がん液えきと呼ばれる一種の霊れい水すいが入っている。その霊水と角灯の異なるカラクリで、水でも風でも消えない霊光を発生させるという、なかなか便利な霊具なのだ。

「よし、スイッチを──」

　入れてみたのだが、なぜか明かりがつかない。

　景敦は白銀の角灯を振ふってみた。彼岸液のものらしき水音はする。彼岸液はガソリンと違って減らないのだ。だったら、どうして。

　耳を澄すましてみると、水音だけではない。からから、といったかんじの音が聞こえる。

「……壊こわれてんのかよ」

「にぇっ！　じゃ、じゃあ、明かりはないのかなっ……!?」

「持ってくる前に点検くらいするべきなのだわ！　このうっかり八はち兵べ衛え！　役立たず！」

「うっせーな……」

　景敦は舌打ちをして白銀の角灯をショルダーバッグの中に戻もどした。点検しておけばよかった。自分でもそう思っていたところだったから、メルカの指し摘てきが余計に腹立たしかった。

「べつに明かりなんざ、なきゃねーで、そんな困るわけでもねーし……」

「で、でも、暗いと、おっかなくないかな……？　あと、ほら、足あし許もととか、危険だったりもするかもしれないし」

「そうなのよ。あたくしやチョコちゃんが転んで怪け我がでもしたら、いったいどうしてくれるつもりなのかしら」

「じゃあ、こなきゃいーだろ」

　メルカはまだぎゃあぎゃあ言っているが、気にしないことにした。景敦は行こう李りを開けて、準備にとりかかった。

　行李の中身は戦せん慄りつ標ひよう識しきという妖よう具ぐで、簡単に言えば四本の小さな立て札だ。この四本の立て札に囲まれた場所に立ち入った者は、解除用の手続きを踏ふむまで、悪お寒かん、身み震ぶるい、立ちくらみなどに襲おそわれつづける。

　騒さわいだり気味悪がったりしながらついてくる千夜子とメルカをしりめに、景敦は廃病院の敷しき地ちの四よ隅すみに戦慄標識を立てていった。

　作業が終わると、途と端たんに鼻の奥のほうがつんとした。すぐに頭がキリキリと痛みだし、寒気がしはじめた。

「あ、あれ……？」

　千夜子は両りよう腕うでで自分の身体からだを抱だいた。

「なんか、わたし、いきなり風邪かぜひいちゃったのかな……？」

「あたくしも具合が悪いのだわ……もしかして、心霊現象っ……!?」

　メルカも体調の変化を感じているようだが、嬉うれしそうでもある。救いがたい。

　景敦は右手の人差し指で筆記体のＬに似た字を左の掌てのひらに書きながら唱えた。

「しづれゆれしを」

　あっという間だった。頭痛も寒気も消え失うせた。

「おまえらもやれ。〝しづれゆれしを〟って言いながら、掌に書くんだ」

「何を書けばいいのかしら」

「アルファベットにＬっつーのがあるだろ。あれの大文字。その、筆記体っつーの？　それに似てる形の……」

「しづれゆれしを」

　メルカはそう唱えながら右手の人差し指で左の掌に何やら書いた。

「……治らないのだわ」

「えーっと、わたしもやってみるね？　しぐれゆすれよ。れ？　変わらない……」

「島原。おまえはとりあえず、呪じゆ文もんからして違うからな」

「そ、そうだった？　しぼれぐれみお、だっけ」

「チョコちゃん。し・づ・れ・ゆ・れ・し・を、なのよ」

「そっか。えと、しづれゆれしを。あっ。すっきり？　治ったかも？」

「なぜあたくしはだめなのかしら……」

「おまえは呪じゆ字じが間ま違ちがってんだよ。こうだ。こう」

　景敦はメルカのほうに掌を向けて、人差し指で呪字を書いてみせた。

　メルカは短く息をついた。

「暗くてよく見えないのよ」

「あー、めんどくせーな。手ぇー出せ」

「え……？」

　景敦はまごまごしているメルカの左手をとって、その掌の上に呪字を書いた。メルカは身体をびくっと震ふるわせた。

「な、何だよ」

「……何でもないのだわ。ちょっと、くすぐったかっただけ」

「あ。悪わりぃ」

　景敦は慌あわてて手を放した。

「く、くすぐったかっただけなのよ」

　メルカは自分の指で掌に呪字を書いて呪文を唱えた。

「平気になったみたいなのだわ」

「そいつはよかったな」

　なんとなくばつが悪い。

　景敦は廃はい病院の玄げん関かんを目指して歩きだした。

　千夜子とメルカもついてくる。

「今の、何だったのかな？　あの立て札みたいなのが関係しているの？」

「まあな。仕事中に部外者が入ってこねーようにするための結界っつーか。そんなかんじ」

「あたくしのように霊れい感かんがない人間にも効くものなのね」

「力の源が違うんだとさ。いろいろあるんだよ。よくわかんねーけど」

「よくわかりもしないで、こんな仕事をやれるものなのかしら」

「実際、やってるじゃねーか」

　景敦は玄関のドアに手をかけた。

　この病院が廃業してから、何度か鍵かぎがとりつけられたようだが、そのたびにこじ開けられた。

　元・外本山谷たに間あい病院は、かつてやんちゃな若者たちの溜たまり場だった。

　その後、暴走集団〝逸いつ鬼き闘とう旋せん〟の夜も元気な若者たちが見てしまったことから、肝きも試だめしスポットとして一部の人々の間で有名になったらしい。

　神かん無な城ぎはこの土地を買いとって、何かに利用しようとしているようだ。そのあたりは景敦の知ったことではないので、あえて訊きかなかったが、とにかく安全を確保しておきたいということだろう。

　ただの幽ゆう霊れいならまだしも、夜な夜な人を脅おどかすような怨おん霊りようは、いつか何かひどい悪さをしでかすかもしれない。

　神無城はよく、予防線を張っておきたい、という言葉を使う。

　景敦はそのために使い走りをさせられているわけだ。

　それは何も現当主の景敦だけではない。刑天文院家はそうして命脈を保ってきたのだ。

「くだらねー」

　景敦は低く呟つぶやいてドアを開けた。

　暗くて何も見えない。あたりまえだ。

「我、刑天文院維つぐ陽はるノ名ニ於おいテ命ズ──」

　景敦は左手を前に突つきだした。これは仕事だ。余計な手間をかけるつもりはない。

「化けて出ろ。限定解放、曝ばく露ろ眼がんグリグエラ」

　左手の五本の指の腹に、それから掌に、目玉が出現した──はずだ。我が事ながら気色が悪いので、できるだけ見ないようにしている。

　合計六つの目玉から青緑色の光が発せられて、闇やみを打ち払はらった。

　懐かい中ちゆう電灯代わりとしては、まあ、そこそこ上等だろう。しかも、この光は隠かくされたものを暴あばきだす。霊だろうが透とう明めい人間だろうが、グリグエラの眼力から逃のがれることはできない。

「ロビーのようね」

　メルカはかなり緊きん張ちようしているようだ。

「何もいないみたいだけど……」

　千夜子は浅い息をしている。

「何かいるようなかんじがする……かな？」

「島原レーダーはあてになりそうだな」

　景敦はちょっとだけ笑ってロビーを進んだ。

　正面にあるのは受付か。その奥が事務室になっているらしい。左右に通路があって、何科、何科、という具合に診しん察さつ室が並んでいるものと思われる。この建物は四階建てだから、一階は外来で、二階以上が病びよう棟とうなのか。どこかに階段があるはずだ。

「右か、左か」

「左……かも？」

　千夜子が左の通路を指さした。

　景敦は軽く肩かたをすくめた。

「おまえ、マジで便利だな」

「え？　そ、そうかな？　えへへ……」

「チョコちゃん。便利なんて言われて喜んではいけないのだわ」

「にぇ？　どうして？　人の役に立つって、いいことじゃないの？」

「便利という言葉には、都合がいいという意味もふくまれているのよ。物ならともかく、人に対してその言い種ぐさはきわめて失礼なのだわ。というわけだから、ただちに謝罪して撤てつ回かいなさい、景敦。チョコちゃんに向かってそんな言い方をするのは、あたくしが許さないのよ」

「おまえは島原のこと、さんざん小バカにしてるじゃねーか」

「根底に愛があるかどうかで、物事の評価は百八十度変化するものなのだわ」

「じゃあ、あれか。メルカ、おまえは島原のこと愛してんのかよ」

「あ、あ、あぁ、あぁあい、あい、愛しているわけがないでしょうっ!?　何をくだらないことを言っているのかしら、このトコロテン頭の悪あくたれ小こ僧ぞう！」

「どんな頭なんだ、それ……」

　景敦は左の通路へと足を向けた。

　後ろから聞こえてくる二人分の足音のうち、一人分がおかしい。息づかいも荒あらい。

「無理してついてこなくていーんだぞ。とくに島原」

「……あっ。で、でも、外で待っているのも、おっかないし……」

「大だい丈じよう夫ぶなのよ、チョコちゃん。いざとなったら景敦を犠ぎ牲せいにして、あたくしたちは逃にげればいいのだわ」

　メルカは張りつめてはいるものの、元気そうだ。

　景敦も同じだが、こんなときは霊感がないほうが気楽だったりする。

　千夜子のように、感じなくてもいいものを感じて、見えなくてもいいものが見え、聞こえなくてもいいものが聞こえる人間は、それはそれでけっこう大変だろう。

「たぶん、問題ねーとは思うけどな」

　景敦は右手で後頭部をボリボリ搔かいた。

「やばくなったら、それこそおれを犠牲にするくらいの勢いで逃げろよ。おれとしちゃー、そのほうがやりやすいしな」

「冗じよう談だんはよしてちょうだい」

　威い勢せいのいいメルカとは対照的に、千夜子はおとなしい。

　景敦は角を曲がって左の通路に入った。

　案の定、診察室らしき部屋が三つ並んでいて、その前に待合スペースがある。備品のたぐいはほとんど見あたらないが、ゴミが散乱していて、壁かべも床ゆかも落書きだらけだ。

　突きあたりに上りの階段がある。

　景敦はとりあえず最上階まで上がってみることにした。上階から順に捜そう索さくするのだ。こういう仕事のときは、だいたいそうすることにしている。

　階段も落書きがひどかった。ゴミはさほどでもないが、空き缶かん、ペットボトル、菓か子し類の袋ふくろなどがたまに転がっている。

　三階まで上がったところで、景敦は足を止めて後ろの千夜子とメルカを振ふり返った。

「ちょっと止まれ」

　二人は言うとおりにした。

　景敦は耳を澄すました。

　何か聞こえる。

　靴くつ音おとか。若じやつ干かん軽い音だ。スリッパの音にも似ている。

「誰だれかいるのかしら……？」

　メルカの声はかすかに震ふるえていた。

「誰だれか、というか……」

　千夜子はメルカにしがみついて、声のみならず全身を震わせている。

「ここみてーだな」

　景敦は三階の廊ろう下かに進入した。

　やはり、病棟らしい。手前にナースステーションらしき場所があって、まっすぐのびている廊下の左右にドアが並んでいる。トイレの出入り口もある。

　音はどうだろう。

　まだ聞こえる。そう遠くはない。トイレのあたりか。

　景敦は千夜子とメルカを一いち瞥べつした。すぐに前を向いた。

　一いつ瞬しゆんだが、何か見えた。トイレだ。出入り口から何かが顔を出した。

「見たか」

「……え、ええ」

「女の人……だったかな？　看護師さんだったような……」

　千夜子は、あはは、とぎこちなく笑った。

「あ、あたりまえだよね。病院だもん。看護師さんくらいいてもおかしくないよね」

「いや、おかしーだろ」

「そ、そうなのよ、チョコちゃん。とうに診しん療りよう時間は過ぎているのだわ」

「そもそも、ここはもう病院じゃねーけどな」

　景敦は歩きだした。

　曝露眼グリグエラの光は前方を明々と照らしている。

　トイレの出入り口はもうすぐそこだ。

　女子トイレと男子トイレがある。音は女子トイレのほうか。

　景敦は女子トイレに足を踏ふみ入れようとした。

　いきなり襟えり首くびをつかまれた。メルカの仕し業わざだった。

「待ちなさい！」

「な、何だよ」

「女性用のお手洗いなのよ。景敦、あなたは男でしょう」

「んなこと言ってる場合かよ」

「せめてあたくしたちと一いつ緒しよに入りなさい。それが文明人としての礼節というものなのだわ」

　メルカは自分にしがみついている千夜子ごと、景敦の背中に身体からだを押しつけてきた。

　小刻みに震えている。

　怖こわいのか。

「……めんどくせーやつ」

「何か言ったかしら」

「さーな」

　景敦はため息をついた。靴音はまだちゃんと聞こえている。だいぶ大きい。まず間ま違ちがいなく女子トイレの中だ。歩きまわっているのか。

　女子トイレに入ると、メルカと千夜子がさらにひっついてきた。

　メルカは言うまでもなく巨きよ乳にゆうだが、千夜子もなかなか女性らしい身体つきをしている。二人だと二倍、三倍、それ以上だ。すごい感かん触しよくだが、にやけている場合ではない。

　看護師はいた。

　白衣を着て、ナースキャップをかぶり、白いストッキングにナースサンダルを履はいている。

　髪かみが長い。ひどい猫ねこ背ぜで、なおかつうつむいているので、顔はよくわからない。

　しかし、あの看護師は何をしているのか。

　一言でいえば、女子トイレの中を絶えず移動している。

　しゅたっ、しゅたっ、しゅたっ、しゅたっ、しゅたっ、とサンダルの音を響ひびかせて、ただひたすら行ったり来たりしている。

　なぜ。何のために。

　景敦は唇くちびるを舐なめて湿しめらせた。

「おい、あんた」

　看護師は立ち止まらない。こっちを向くことさえしない。

　しゅたっ、しゅたっ、しゅたっ、しゅたっ、しゅたっ。

　しゅた、しゅた、しゅた、しゅた、しゅた。

「無視かよ……つーか──」

　看護師の動きがだんだん速くなってきた。

　しゅた、しゅた、しゅたしゅたしゅたしゅた。

　しゅたたたたたたたたたたたたたたたた。

　もうけっこうな速度だ。

「き、きもいな……」

「というよりも、おっかないよっ!?」

「幽ゆう霊れいなの……かしら？」

　メルカがそう言った瞬しゆん間かん、看護師はぴたりと動きを止めた。

　こちらに向けられている看護師の背中は本当に丸まっている。まるで老ろう婆ばのようだ。

　髪の毛はのび放題、乱れ放題で、髪の長い女性というよりもむしろ、落ち武者を思わせる。

「聞こえるんなら、聞いてくれ」

　景敦は右手をＴシャツにこすりつけた。掌てのひらが少し汗あせばんでいた。

「知ってるかもしれねーけど、あんたはもう死んでる。ここにいたって、生きてるやつらにおもしろがられるだけだ。安らぎってやつはえられねー」

　看護師はぴくりともしない。景敦としても、下手へたに刺し激げきしたくないので、自分から動くつもりはないが、準備だけはしておく必要がある。

「成じよ仏うぶつできるかどうかってのは、ようするにあんたの気持ち次し第だいなんだ。疲つかれただろ。もうゆっくり眠ねむらねーか。浮うき世ってのは、つらくてはかない現世って意味らしい。いつまでもさまよってたって、いいことなんざありゃしねーぞ」

「…………××××××××…………」

　女の声が聞こえた。看護師が何か言ったのか。内容は聞きとれなかった。景敦は耳を澄すましてみた。

「……こし……ます……ったら……さいね……」

「何だ……？」

　景敦は眉まゆをひそめた。いきなり看護師が振ふり向いた。

「すこしちくっとしますいたかったらいってくださいねすこしちくっとしますいたかったら」

　千夜子とメルカが一いつ斉せいに悲鳴をあげた。景敦も思わずあとずさってしまいそうになった。

　乱れ髪がみの合間からのぞく看護師の顔は無残にただれていた。片方の眼球が眼がん窩かから飛びだし、視神経でぶら下がっていて、鼻はほとんど溶とけ落ちている。右手に持っているのは注射器だ。その押子の部分を押したり戻もどしたりしながら、彼女は繰くり返し呟つぶやいているのだ。

　すこしちくっとしますいたかったらいってくださいね。

　少しチクッとします。痛かったら言ってくださいね。

　変だ。何がおかしいのか。

　考える前に、別の音が聞こえてきた。後ろのほうだ。トイレの外だろう。千夜子が、ひゃう、と叫さけんでしがみついてきた。メルカもがたがた震ふるえている。

「少しチクッとします。痛かったら言ってくださいね。少しチクッとします。痛かったら言ってくださいね」

　看護師がゆっくりと近づいてくる。景敦は身をよじって千夜子とメルカを振りほどいた。

「──ちょっと離はなれてろっ！　我、刑けい天てん文もん院いん維つぐ陽はるノ名ニ於おいテ命ズ──化けて出ろっ！　一ノ変へん化げ、妖よう刀とうアズネ……！」

　あっという間に景敦の右みぎ肘ひじから先が刀に為なり変わった。

　突つっこんでゆこうとしたら、看護師が左手を顔のところへ持っていって何かをつかんだ。眼球だ。看護師は自分の眼球を引きちぎって投げつけてきた。景敦は首を曲げて眼球をかわした。間かん一いつ髪ぱつだった。千夜子とメルカが奇き声せいを発した。景敦は振り向かずに踏ふみこんで、ためらわずに看護師を一刀両断した。まるで紙を切ったような手て応ごたえだった。

　違ちがう。事実、景敦は紙を切ったのだ。

　搔かき消えた看護師の代わりに、まっぷたつになった紙切れがひらひらと床ゆかに舞まい落ちた。

　拾って確かめたいが、そんなことは今でなくてもできる。

「おまえらはここから動くな！」

　景敦は千夜子とメルカにそう言いつけるなり、トイレから飛びだした。

「──なかなかどーして、すばらしい眺ながめじゃねーか……！」

　ひとけがなかったはずの三階の廊ろう下かは、やたらと賑にぎわっていた。

　グリグエラの光を一ひと巡めぐりさせると、下した顎あごがない看護師がいる。右みぎ脚あしだけでけんけんしている看護師もいる。顔面崩ほう壊かいを起こしている看護師もいる。あの医者は首が九十度曲がっている。松まつ葉ば杖づえをついている老人のパジャマは血ち塗まみれで、内臓をズルズル引きずっている。点てん滴てきスタンドを引いて歩いている中年女は後頭部が大きく陥かん没ぼつしている。頭に包帯を巻いた子供もいる。腰こしから下がなく、腕うでだけで這はっている男がいる。頭のてっぺんから足の先までひどい火傷やけどを負っている、あれは女なのか、とにかくそいつはどういうわけか浴衣ゆかたを着ている。

　どいつもこいつも、目がうつろで、ものすごく血色が悪い。一部、目自体が見あたらない者や、血色も何もない者もいるが、見た目に生気がないのは当然だ。

　彼らは生きていないのだ。

「雲のように散り！　霧きりのごとく消え失うせろ……！」

　景敦は医者を袈け裟さ斬ぎりにした。三人の看護師を撫なで斬りにして、つづけざまに松葉杖の老人を叩たたき斬きった。

「お義母かあさんが文句ばっかり言うから……！」

　中年女が点滴スタンドを振りあげて襲おそいかかってきた。

「おれは──」

　景敦は中年女に突きを見み舞まった。

「お義母さんじゃねーっつーの……！」

　同じだ。寸すん分ぶん違たがわぬ手応えだった。紙だ。

　中年女は消え、妖刀アズネの切っ先に紙切れが引っかかっている。

　ただの紙切れではない。

　漢字の「大」のような形をしている。

「──やっぱりヒトガタかよ……！」

　景敦は妖刀アズネを振って、ヒトガタを払はらいのけた。

「お兄ちゃん！　遊んで！　お兄ちゃん！　遊んで！　お兄ちゃん！」

　子供がほどけかけた包帯をはためかせながら突とつ進しんしてきた。たぶん、小学校一年生とか、それくらいのまだ幼い女の子だ。胸が締しめつけられ、息がつまった。景敦は頭かぶりを振ふった。

「違う……！」

　妖刀アズネは女の子の首を斬り飛ばした。その間ま際ぎわ、女の子が悲しげな声をもらした。そう思えただけだ。気のせいだ。二つになって床に落ちたヒトガタこそが女の子の正体だ。

「おまえらは幽ゆう霊れいですらねーだろうが……！」

　景敦は腕だけで這ってきた男の脳天に妖刀アズネを振りおろした。

　これでだいぶ減ったか。いや──、

　階段だ。看護師だの、医者だの、患かん者じやらしき男女だのが上がってくる。ぜんぶで何人だろう。とっさには数えられない。景敦は、あ、と声をもらした。

　千夜子とメルカがトイレから顔を出した。

　ちょうどそのすぐそばに、全身に火傷を負っている浴衣姿の女がいた。

「ばっ──おま……！」

　引き返せ。隠かくれろ。間に合わなかった。女は千夜子とメルカに飛びかかった。

「花火！　きれいだね！　花火！　きれいだね！　花火……！」

「きゃうっ……！」とメルカがのけぞった。

「はっ……！」

　千夜子は目を見開いただけで、身動きしなかった。できなかったのかもしれない。

　女は千夜子とぶつかりはしなかった。

　重なった。

　女の姿が消えて、ヒトガタが床に落ちた。

「あ、ああ、あああ、ああああ……」

　千夜子は震ふるえながらへたりこんだ。

「チョコちゃん……！」

　メルカが千夜子を助け起こそうとした。千夜子はメルカの手を振り払った。

「さわらないで……！」

「ちょ、チョコちゃん……!?」

「あつーいっ……！」

　千夜子は胸のあたりをかきむしりはじめた。メルカは呆あつ気けにとられている。景敦も同じだ。千夜子は顔をしかめて、首を激しく左右に振った。

「暑い！　夏！　暑いよう！　夏！　花火！　きれいだね！　花火！　熱い……！」

「な、何だ……？」

「ど、どうしてしまったというの、チョコちゃん……？」

「暑い！　暑い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱い……！」

　千夜子は大おお汗あせをかいている。今日は熱帯夜とは言いがたいのに、実際、暑さを感じているようだ。それとも、違ちがう熱さなのか。とにかく千夜子はブラウスの襟えりぐりに両手をかけた。

「あつーいのぉぉぉ……！」

　そうして引っぱった。ボタンがぜんぶ一いつ斉せいに弾はじけ飛んだ。景敦は叫さけんだ。

「おおおおおおおおおおおおお……！」

「ちょ、チョコちゃんってば、なんて破は廉れん恥ちな……！」

「熱い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱い！　熱いよう……！」

　千夜子はブラウスを乱暴に脱ぬぎ捨てて、今度はスカートにまで手をかけた。そうはさせまいとしてメルカが千夜子に飛びついた。

「いけないのだわ！　だめなのよ、チョコちゃん！」

「放して！　熱い！　熱いんだから！　熱い！　熱くてたまらない！　放して……！」

　そうだ。放せ。

　景敦は我に返って首を振った。いけない。つい千夜子に声せい援えんを送りそうになってしまった。じつは今もちょっと応援している。

　メルカほどではないにしろ、千夜子もけっこう、なかなかいい身体からだをしていることは、景敦も承知していた。

　想像以上だった。

　細身で、出るところがやたらと出ているメルカとはまったく違う。

　なんというか、ぽっちゃりしている、というほどではないが、けっこう肉がついていて、やわらかそうだ。背負ったり抱だきつかれたりしたことがあるので、本当にかなりやわらかいことは知っている。感かん触しよくがやわらかいだけではなく、見た目もとことんやわらかそうなのだ。

　とくに、白いブラジャーからこぼれそうなあのチチはやばい。やばすぎる。

　きっとマシュマロレベルだ。

「──って、なに考えてんだよ、おれ……！」

　千夜子はおそらく、ヒトガタに宿してあった雑霊に取り憑つかれてしまったのだ。霊感が強い人間はそういった被ひ害がいにも遭あいやすい。

「だめだと言っているのがわからないというの、チョコちゃん……！」

「うるさい！　あつーいっ……！」

　千夜子はとうとうメルカを払はらいのけてスカートを下ろしてしまった。景敦は左手で口と鼻をふさいだ。目は覆おおわなかった。つぶりもしなかった。ばっちり見た。ローライズで、柄がらはストライプ。水色と白の縞しま模も様ようだ。しかも、ボリューム感のある、やはりやわらかそうなあの太ふと腿もも。ソックスとの組みあわせ。まずい。何がまずいのか、もうよくわからない。

　千夜子はさらに、ブラジャーを外そうとしている。

「熱い！　熱い！　熱い！　まだ熱い……！」

「チョコちゃん！　お願いだから……！」

　メルカは千夜子を羽は交がい締じめにした。だが、時間の問題だろう。それまで待つべきか。生チチ完全公開は魅み力りよく的だ。ただ、階段のほうから他ほかのヒトガタ連中がやってくる。チチは見たい。正直、見たい。そのうち千夜子はストライプのパンティーまで脱いでしまうかもしれない。もしそうなったら！　そんなことになったら……！　ついに、何もかもを!?　リアルに!?　間近に!?　本物を!?　目もく撃げきしてしまったら、刻ときの涙なみだを見ることに……!?　違うか!?

　そうだ。

　違う。

「我、刑天文院維陽ノ名ニ於おいテ命ズ──化けろっ！　二ノ変へん化げ、真・妖よう刀とうアズネ……！」

　景敦の右みぎ肘ひじから先が別の物へと形を変えた。

　それは細長い紫むらさき色いろの炎ほのおだ。

　炎をまとっている刀のようにも見えるが、炎そのものが刀なのだ。

「メルカ！　島原をしっかり押さえててくれ……！」

「え……!?」

　メルカは景敦の言うとおりにしたが、こっちを見て鼻白んだ。

「な、何をしようというの!?　まさか──」

「おれを信じろ！」

　景敦はメルカの目を見た。

　メルカと見つめあった。

　他人と視線をあわせるのは苦手だが、景敦は目をそらさなかった。

　メルカはうなずいた。

「わかったのだわ！　その代わり、チョコちゃんに傷一つでもつけたら承知しないのよ！　いつかチョコちゃんに初孫ができたら、誰だれよりも早くあたくしがこの腕うでで抱くことに決めているのだから……！」

「どんだけ島原のこと愛してんだよ！」

　景敦は目をつぶって念じた。

「──おれに力を貸せ、アズネ……！」

（してほしいの？）

　右腕のアズネからある種の波動のような声が伝わってきた。景敦は首を縦に振ふった。

「頼たのむ……！」

（しょうがないなあ）

　景敦は目を開けて駆かけだし、真・妖刀アズネを振りかぶった。

「死し霊りようを祓はらい！　妖よう魔まを討うて！　邪じや鬼き撃げき滅めつ……！」

　千夜子は暴れている。

　メルカは目を瞠みはり、唇くちびるを嚙かんで、景敦を凝ぎよう視ししていた。

　景敦は真・妖刀アズネを振りおろした。

「はあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　メルカは景敦を信じてくれた。そのおかげかもしれない。少しも躊ちゆう躇ちよせずにすんだ。

　真・妖刀アズネはメルカもろとも千夜子を袈け裟さ懸がけに斬きった。いや──、

　すり抜ぬけた。

「……あ……え？」

　メルカは拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。

「はぅっ……」

　千夜子は糸が切れた操あやつり人形のように脱だつ力りよくした。

　真・妖刀アズネは死霊、妖魔、邪鬼のたぐいだけをきれいさっぱり滅めつ却きやくする。

　アズネがちゃんと言うことを聞いてくれれば。

　気持ちが通じあっていないと、アズネはすぐに臍へそを曲げる。自信がなかったわけではないが、少しほっとした。安あん堵どしている場合でもないか。

「メルカ、島原を頼む……！」

　景敦は階段のほうへと向かった。ヒトガタ連中はもうすぐそばまで迫せまっている。
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「ええい、めんどくせー！　思いっきりのびろ、アズネ……！」

（にゃん♪）

「おまえは猫ねこじゃねーだろうが！」

（みゃははは♪）

　ふざけた笑い声を発しながらも、真・妖刀アズネはぐんぐんのびてくれた。その長さは二メートル、いや、それ以上だ。

「いっくぞおおおおぉぉぉぉぉらああああぁぁぁ……！」

　景敦は真・妖刀アズネで押しよせるヒトガタ連中を斬って、斬って、斬りまくった。斬っても斬っても、やつらは次から次へと二階から三階へと上がってくる。いいだろう。どんどん出てこい。いくらでもかかってくるがいい。ぜんぶ叩たたき斬ってやる。

　そう思っていたのは最初だけだった。すぐに嫌いや気けが差してきた。

「ふざけやがって！　何なんだよ、これ……！」

　誰も答えてはくれなかった。ひたすら斬るしかない。やむをえず、景敦はそうした。

　すべてが終わるころには、千夜子はスカートを穿はいて、ボタンがとれたブラウスの上にメルカの上着を着ていた。当然、あのマシュマロ肌はだはもう拝めなかった。

　ちょっと、けっこう残念だった。

　ものすごく疲つかれた。
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　翌日の昼間、景敦は一人で元・外本山谷間病院を訪おとずれた。

　ヒトガタの切れ端はしを回収しながら病院内を歩きまわっていると、一階の片かた隅すみに地下への階段を見つけた。

　景敦はショルダーバッグの中から懐かい中ちゆう電灯を出して、地下へと足を踏ふみ入れた。ちなみに、今日持ってきた懐中電灯はホームセンターで買ってきたごく普ふ通つうのものだ。

　地下一階は他ほかの階よりもきれいだった。落書きはほとんどないし、ゴミもあまり散乱していない。その代わりと言ってはなんだが、ベッド、キャスター付きのラック、棚たななどがけっこう残っていた。

　一番奥の部屋は霊れい安あん室しつだったのかもしれない。骨組みが剝むきだしになっているベッドが二台あり、パイプ椅い子すが何脚きやくか壁かべに立てかけられている。

　二台のベッドの間の床ゆかに、それはあった。

　円と星形を組みあわせた図形が赤いペンキか何かで描えがかれていて、その内部や周辺に漢字やアルファベット、ディアログナと呼ばれる特とく殊しゆな形象文字が配置されている。景敦はかつて似たようなものを見たことがあった。

「でたらめ魔ま法ほう円──エクストラ・マギクルス、か」

　それから、魔法円の真ん中に白い紙切れの束が置いてある。

　漢字の「大」のような形だ。

「ヒトガタ……」

　景敦はヒトガタの束を拾いあげた。表は真っ白だが、裏返すとある図案が墨すみで描かれている。昨日、始末したヒトガタもすべて同じだった。

　二つの弓ゆみ形がたが背中合わせになっている。

　欠かけ月づきと蝕しよく日じつ。

「羅ら睺ごうはなし、か……」

　景敦はため息をついた。

　これが、欠け月と蝕日の上に羅睺星が輝かがやいている──つまり、背中合わせになった二つの弓形の上に円を戴いただく呪のろわれた紋もん章しよう、忌き紋もんであれば、大問題だ。

　だが、この図案には肝かん心じんの羅睺星がない。

「どっかの三文呪じゆ術じゆつ師しの仕し業わざってことだろ」

　最近では、インターネットを通じて、有料で素人しろうとに呪術を教える愚おろかな呪術師までいるらしい。怪かい異いを信じる者が少ない現代、由ゆい緒しよある呪術師や祈き禱とう師も生計を立てづらくなっているようだから、外げ道どうに堕おちる者も出るのだろう。

「くだらねー」

　景敦はヒトガタを握にぎりしめた。

「やつはくたばったんだ。そのために、オヤジと母さんは……」

　必ず帰ってくるよ。

　父はそう言って大きな手で頭を撫なでてくれた。

　母はぎゅっと抱だきしめてくれた。

　心配しないで。絶対、無事に戻もどってくるから。

　一人きりで待っていた。ずっとずっと待っていた。待ちくたびれたりしなかった。信じていた。父も母も大事な約束を破ったことは一度もなかった。二人には先祖の加護もあった。刑天文院本家の者にとって、それは抽ちゆう象しよう的なものではない。具体的な力だ。

　帰ってくる。帰ってくるよね。だって、帰ってくるって言った。

　丸一日たった。二日すぎて、三日たった。その間、ほとんど玄げん関かんの前から動かず、一いつ睡すいもしなかった。寝ねている間に帰ってきたら、お帰りを言えない。父も母も疲れているはずだ。やつは長らく大良権を手こずらせてきた。とうとう追いつめて退治することになった。大仕事だ。でも、二人は無事に帰ってくる。あたりまえだ。帰ってきたら、お帰りを言って、それから、それから、それから──、

　玄関の戸が開いた。父でも母でもなかった。黒いスーツを着た長身の男だった。

　すまない、と男は言った。

　噓うそだ、と景敦は呟つぶやいた。

　父に頭を撫でられたとき、やめろよ、とその手を振ふり払はらった。

　母に抱きしめられたとき、わざと顔をしかめてため息をついてみせた。

　じゃあ、行ってくるよ。行ってくるわね。

　出て行った二人に、いってらっしゃい、もまともに言えなかった。ああ、としか。

　やつは死んだ。二人がしとめた。死体も見た。やつにも親族がいた。葬そう儀ぎも一応、行われたらしい。それなのに、二人は失しつ踪そう者の扱あつかいだ。やむをえないのかもしれない。でも、大だい良ら権ごんのために身を粉にして働いた者の末路がそれか。何かないのか。もっと報むくわれてもいいはずではないのか。所しよ詮せん、道具にすぎない。壊こわれた道具を悼いたむ者はいない。そういうことか。

　景敦は幸か不幸かこの家に生まれた。運命は選べない。受け容いれるしかない。土地も、家も、金も、何もかも与あたえられたものだ。相手には力もある。途と方ほうもない権力が。逆らえない。結局、従うしかない。彼らはそう思っているだろう。思わせておけばいい。

　終わらせてやる。

　押しつけられたこのふざけた運命にけりをつける。

　そのための方法はある。

「いいよな、維つぐ陽はる」

　守護者は黙もくして答えなかった。

　景敦はショルダーバッグからビニール袋ぶくろをとりだして、その中にヒトガタを放ほうりこんだ。これを証しよう拠ことして神かん無な城ぎに渡わたし、事の顚てん末まつを説明すれば、仕事は終しゆう了りようだ。

　この廃はい病院には悪あく霊りようなんていなかった。力だけはありあまっているのだろう未熟な呪術師が、練習か何かのために、残留思念のかたまりのようなものだと言われている雑霊をヒトガタに宿らせた。それも、たとえば千夜子のように飛び抜ぬけて霊感が強くなければ、ほとんど実害を被こうむることはないだろう、人ひと騒さわがせな幽霊もどきにすぎなかった。

「まあ、いいもんは見られたけどな」

　景敦は例のマシュマロ肌はだを思いだした。

　なぜか眉まゆをつりあげて口をへの字に結んでいるメルカの顔が脳のう裏りをよぎった。

「……なんでおまえに怒おこられなきゃなんねーんだよ」

　割り切れないものを感じつつ階段を上り、ロビーから外に出ると、太陽がまぶしかった。

　景敦は駐ちゆう車しや場じよう跡あとのひび割れたアスファルトの上をゆっくりと歩いた。

　門のあたりに四、五人の子供が群れている。小学校低学年から中学年くらいだろうか。

　このへんは市街地から遠い外本山のさらに外れだから、住宅地とはとうてい言えないが、人家がないわけではない。近所の子供たちだろう。

　そのうちの一人が声をかけてきた。

「こんにちは！　おにいちゃん！　こんなところで何をしていたの？」

　赤いパーカーのフードを目ま深ぶかにかぶって、青いズボンを穿はいている。スニーカーはコンバースだ。ずいぶん肌が白い。光の加減でそう見えるだけか。

「べつに」

　景敦は肩かたをすくめた。

「何もしてねーよ。つーか、おまえら、建物の中に入るんじゃねーぞ」

「どうして？」

「出るからだよ」

　口にしてから後こう悔かいした。子供にこんなことを言ったら、もっと興味を持つに決まっている。

「へえ……」

　子供はにっこりと笑った。

「知っているよ」

　景敦は眉をひそめた。

　子供たちは笑いながら走り去っていった。

　呼び止めようとして、頭かぶりを振った。近所の子供なら、廃病院の評判を知っていてもおかしくはない。知っているよ。あれはたぶん、そういう意味だろう。

「気のせいだよな……」

　あの赤いパーカーの子供──、

　どこかやつに似ていた。

　景敦は遠ざかってゆく子供たちの後ろ姿に目をやった。愕がく然ぜんとした。子供はちゃんと五人いるのに、誰だれも赤いパーカーを着ていない。青いズボンを穿いている子供も、コンバースを履はいている子供もいない。景敦は昼下がりの強きよう烈れつな日ひ射ざしに軽い眩暈めまいを覚えた。きっと太陽が赤いパーカーの子供を溶とかしてしまったのだ。そう思いたかった。







　あとがき







　どうも。こんにちは。こんばんは、かな。どっちでしょう。どっちでもいいか。十じゆう文もん字じ青あおという物です。物はないですよね。十文字青という者です。これでも一応、人間です。妙みような名前ですが、当然、筆名です。本名はジョン小石川といいます。噓うそです。本名は秘密です。

　僕ぼくのことはどうでもいいのです。『ばけてろ』のことです。「ザ・スニーカー」という雑誌で連れん載さいさせていただいているのですが、ついに文庫が刊行されました。この本です。年ねん齢れい、性別、国こく籍せき問わず、いろいろな方に楽しんでいただきたいな、という思いで書いている部分もなきにしもあらずなお話です。二巻も二〇一〇年の早いうちに出したいと考えています。というよりも、担当編集者Ｈ氏がそう書きやがれこのやろうと言っているので、たぶん出るのではないかと思います。一いつ生しよう懸けん命めいがんばります。

　それでは、みことあけみさんをはじめ、本書の制作、出版、販はん売ばいに関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている世界中の皆みなさま方に愛と感謝をこめつつ、今日のところは筆をおきます。またお会いしましょう。


十文字　青　　
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成じよう仏ぶつって、したほうがいいですよね？
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